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序

関越自動車道の藤岡ジャンクションより分岐して、新潟県の上越市にぬける高

速自動車道の上信越自動車道は平成 5 年 3 月に長野県佐久市までが開通しまし

た。

この上信越自動車道の建設に伴い、数多くの埋蔵文化財が発掘調査され記録保

存されました。甘楽郡甘楽町大字善慶寺の字早道場に所在する縄文時代から近世

にかけての複合遺跡である善慶寺早道場遺跡もその一つであります。

本遺跡は諸般の事情により昭和63年度に遺跡地の西半分を、そして、その残り

を平成元年、 2 年度に調査しました。古墳時代、奈良時代の竪穴住居跡30軒以上

が調査され、本地域のこの時代の研究を進める上で貴重な資料が得られました。

特に19号住居跡からは住居の 2/3 を区切る積石列があり特異な竪穴住居と関係

者の注目をあびました。

この度、本遺跡の整理作業が終了しましたので調査報告書を刊行しますが、発

掘調査から報告書刊行に至るまで日本道路公団東京第 2 建設局、同高崎工事事務

所、群馬県教育委員会、甘楽町教育委員会、地元関係者の方々から種々ご指導ご

協力を賜りました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様に衷心

より感謝の意を表し、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明する上で広く活用さ

れることを願い序とします。

平成 6 年

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 ＂•寺,,,.之





例 言

ぜんけいじはやみちば

1.本書は上信越自動車道建設に伴い事前調査された善慶寺早道場遺跡（事業名称早道場遺跡）の発掘調査報
告書である。本書における報告は、善慶寺早道場遺跡から検出された遺構・遺物を対象とする。

2. 善慶寺早道場遺跡は、群馬県甘楽郡甘楽町善慶寺字早道場に所在する。

3. 本発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

に委託して実施されたものである。

4. 実際の発掘調査及び整理事業は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団内に上信越自動車道地域埋蔵文化

財発掘調査を目的に設置された、上越線調査事務所（多野郡吉井町南陽台に所在）が担当した。

5. 調査期間及び担当者

(1) 発掘調査

試掘調査昭和62年 3 月 群馬県教育委員会

本調査第 1 次調査 昭和63年 4 月～10月

調査担当者 大木伸一郎（主任調査研究員）、若林正人（調査研究員）、飯塚聡（調査研究員）

第 2 次調査 平成元年10月～平成 2 年 4 月

調査担当者 岸田治男（専門員）、綿貫鋭次郎（主任調査研究員）、斎藤利昭（調査研究員）、船藤亨（調

査研究員）

(2) 整理整理期間平成 5 年10月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日整理担当者斎藤利昭（主任調査研究員）

(3) 事務常務理事白石保三郎（昭和63年度）、邊見長雄（平成元年・2年度）、中村英一事務局長松本浩

ー（昭和63年～平成元年度）、近藤功管理部長佐藤勉調査研究部長神保侑史庶務課長斎藤俊一

専門員国定均、笠原秀樹主任須田朋子、吉田有光、柳岡良弘主事船津茂（平成 5 年度）、高橋定義

嘱託員松下登臨時職員今井もと子、内山佳子、塩浦ひろみ、角田みづほ、角田正子、羽鳥京子、星野

美智子、松井美智代、吉田恵子

関越道上越線調査事務所

所長高橋一夫（平成元年・ 2 年度）、吉田肇総括次長片桐光一（昭和63年～平成元年度）、大沢友治（平

成 2 年度） 次長徳江紀（昭和63年～平成 2 年度） 課長鬼形芳夫（昭和63年～平成 2 年度）、依田治雄（平

成 5 年度） 庶務課係長代理宮川初太郎（平成元年・ 2 年度） 主任国定均（昭和63年・平成元年度）、笠

原秀樹（平成 2 年度）、吉田有光（平成 5 年度） 臨時職員山崎郁夫、神戸市四郎、松井留男、町田康子、

田中智恵美、本城美樹、後閑玲子、高田千恵、吉田登志子

6. 報告書作成関係者

編集斎藤利昭本文執筆依田治雄（第 1 章）、斎藤利昭（第 1~4 章）

遺物観察菊池実（主任調査研究員）、神谷佳明（主任調査研究員）、斎藤利昭

遺構写真発掘調査担当者 遺物写真技師佐藤元彦 保存処理技師関邦一嘱託員土橋まり子

補助員小材浩一、小沼恵子 整理補助員安藤三枝子、木暮紀子、白井和子、田所順子、林美奈子、宮沢

房子、山田キミ子、渡部あい子

委託測量・トレース 塁昏測研炭化材同定パレオ・ラボ石材鑑定陣内主一（群馬県立自然資料館）

7. 出土遺物・図面・写真類は、一括して群馬県埋蔵文化財調査センターが保管している。

8. 報告書作成に当たり、下記の諸機関にご教示・ご指導をいただいた。記して謝意を表する次第である。

富岡市教育委員会、甘楽町教育委員会



凡 例

1.遺構名称は、調査時点での名称を付した。

2. 遺構固の方位記号は国家座標の北を表す。座標系は国家座標第IX系である。

3. 遺構断面実測図、等高線等に記した数値は標高を表し、単位はmを用いた。

4. 遺構図の縮尺及びスクリーン・トーンは次の通りである。

(1) 遺構図縮尺

竪穴住居跡……1/60 鼈……1/30 掘立柱建物跡……1/60 土坑……1/40

溝・その他の遺構については その都度スケールを参照されたい。

(2) 遺構図中におけるスクリーン・トーンは、以下の通りとする。

、さ‘‘—ぶ'--、 '<>;9こ‘

焼土・焼土層 森妥忍孔翠娑灰．灰層
唸慕怒：：芯怒’、9

冒冒地山
.,.,.,.,.,.,.,.,.,.,.,,,.,,,. 
1 • 1• 9 • 9 •9 • 1 • 1 • 9 • 9 • 9 •9 • 9 • 1 • 9•9 

杓杓悼w:1：杓：1：I 攪乱,.,.,.,.,.,.,.,.,...,..,,.,., 
9 •9 •9 •9 • 1 •I • I • 1 • 1 • 1 • 1 • 9 • I • t • 
9• 1 • 1 • 1 • 1 • I • I : 1 : I • 1 • 1 • 1 • 1 • 1 • I 

5. 遺物図の縮尺及びスクリーン・トーンは次の通りである。

(1) 遺物図中におけるスクリーン・トーン

熙嚢礫層
ゞぶ沿9.0入祁

シルト

瓢謬息漆付着
対．；紹骸啜院

須恵器断面 ー鉄器断面

(2) 遺物図中における縮尺については、以下の縮尺を用いた。

1/1……古銭 1/2……玉類、鉄器
J/3 スケール

粘土

1/4 スケール

1/3……坪、碗、高坪、小型甕、縄文土器破片、砥石 : ゜
1/4……大型甕、甑、大型鉢、縄文土器

''~• 
20cm 

1/6……各種石器

6. 竪穴住居跡の床面積算出については、 1/20平面図でプラニメーター（ローラー極式・レンズ式）による計測

を 2 回行い平均値を使用し、小数点以下 2 桁は四捨五入してある。

7. 土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修財団法人日本色彩研究所色票監修

「新版標準土色帳 1988版』を使用した。

8. 本書中にある火山灰は以下のとおり略記した。

•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· ．．．．．．？・・・・・······浅間山噴出火山灰 1108年（天仁元年）噴火火山灰……As-B ：：寄：寄：寄：
:•:•:•:•:•:•:•:•:•:• 
.•.•·•·•·•·•·•·•·•·• 

1783年（天明 3 年）噴火火山灰……As-A



9. 主軸方位については、竃を有する竪穴住居跡は竃方向を主軸とし計測を行った。鼈を有しない竪穴住居跡

は長辺を主軸方位として計測を行った。掘立柱建物跡は、棟方向（長辺）

土坑については、長辺を主軸方位とし計測を行った。

を主軸方向とし計測を行った。

10. 竪穴住居跡及び掘立柱建物跡の各部の名称及び各計測値は以下に示した図を参照されたい。
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6. 10号土坑全景 (G • H 区） P L52 19号住居跡出土遺物

7. 11号土坑全景 (G • H 区） P L53 19号住居跡出土遺物

8. 11号土坑土層 (G • H 区） P L54 19 • 20号住居跡出土遺物
9. 12号土坑全景 (G • H 区） P L55 20~22号住居跡出土遺物

10. 13号土坑全景 (G • H 区） P L56 23 • 24号住居跡出土遺物
11, 14号土坑全景 (G • H 区） P L57 24号住居跡出土遺物

12. 15号土坑全景 (G • H 区） P L58 30号住居跡出土遺物

P L28 1. 1 号溝全景 P L59 31 • 32号住居跡出土遺物
2. 1 号溝土層 P L60 32~34号住居跡出土遺物

3. 1 号溝土層 P L61 34号住居跡出土遺物

4. 1 号溝遺物出土状況 P L62 34~36号住居跡出土遺物

5. 3 号溝全景 P L63 36号住居跡出土遺物

6. 3 号溝土層 P L64 36 • 37号住居跡出土遺物
7. 3 号溝土層 P L65 37 • 38号住居跡出土遺物

P L29 1. 4 号溝全景 P L66 38 • 39号住居跡出土遺物
2. 4 号溝土層 P L67 40号住居跡出土遺物

3. 5 号溝全景 P L68 40号住居跡出土遺物

4. 6 号溝全景 P L69 掘立・土坑．墓坑・溝出土遺物

5. 7 号溝全景 P L70 溝出土遺物

P L30 1. 1 号古墳全景 p L71 古墳・グリッド出土遺物
2. 1 号古墳葺石確認状況 P L72 グリッド出土遺物

3. 1 号古墳土層 P L73 グリッド出土遺物（縄文）

4. 1 号古墳遺物出土状況 p L74 埋設・グリッド出土遺物
5. 1 号古墳遺物出土状況 p L75 グリッド出土遺物（石器）

P L31 1.グリッド遺物出土状況 (Go-31) 埋甕 p L76 グリッド出土遺物（石器）
2. グリッド遺物出土状況 (Gq-4l) p L77 早道場遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真
3. グリッド遺物出土状況 (Go-33) PL78 早道場遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真

4. グリッド遺物出土状況 (Gs-27)



抄録

1.遺跡の概略

善慶寺早道場遺跡は、群馬県甘楽郡甘楽町大字善慶寺字早道場に所在する。遺跡地は東端の農道を境に富岡

市田篠に接し、西側は下川を境に富岡市内匠とに接する。

発掘調査は、昭和63年度に群馬県教育委員会により試掘調査が実施され、同年 4 月から 10月にかけて第 1 次

調査を行い、平成元年10月から平成 2 年 4 月にかけて第 2 次調査を行った。

本遺跡地は鏑川右岸部に位置し、同河川右岸部に一般的に見られる上下 2 段の段丘面は見られず、扇状地形

が形成されている。この扇状地形は、遺跡南西を東流していたと考えられている旧野上川と北流する下川の両

河川により上位段丘面が削平され、扇状地形が形成されたと考えられている。また、同扇状地東方を北流する

雄川でも小幡を扇頂部とする扇状地形が形成されている。当地域では、両扇状地の堆積物である砂礫や粘質土

層等が地表下 lm弱で入り組んだ状態で堆積している。

周辺遺跡には、上位段丘面の南側を削られ独立丘陵となった通称『離れ山」と呼ばれる内匠・高瀬丘陵が西

接し、先端部に中世の内匠城を含む内匠上之宿遺跡が立地する。また、当遺跡と農道を挟んで東接する縄文時

代の配石遺構が検出された田篠中原遺跡や古墳及び集落等を検出した田篠上平遺跡等が立地する。その他に、

南方には善慶寺古墳群が所在する。

本遺跡で検出された遺構は、古墳時代後期から平安時代にかけての竪穴住居跡36軒と掘立柱建物跡 6 棟、縄

文時代中期の遺物を含む土坑 3 基とその他時期不明の土坑25基及び溝 7 条を検出した。また、遺跡東端部では、

田篠中原遺跡から続く縄文時代中期の遺物包含層を検出した。

2. 遺構数量

種 別 時 代 数量 備 考

竪穴住居跡 古墳時代後期 18 

奈良•平安時代 16 

掘立柱建物跡 奈良•平安時代 6 

土 坑 縄文時代中期 3 

時期不明 24 

溝 時期不明 7 

遺物包含層 縄文時代中期 1 カ所

3. まとめ

本遺跡は鏑川右岸部、旧野上川及び雄川により形成された扇状地扇央部の西縁に立地し、既に調査済みの田

篠中原・田篠上平両遺跡と併せ、路線は扇央部に東西トレンチを入れた恰好となった。この扇状地扇央部では

田篠中原遺跡が所在し、縄文時代中期の配石遺構が検出され、本遺跡の包含層はその西端部に位置する。

その後、本遺跡では 6~9 世紀代に集落が展開し、扇状地東縁部の雄川寄りの田篠上平遺跡では、田篠古墳

群中に位置する 7 世紀代の古墳 3 基とその古墳の両側に展開する 8~10世紀代の集落を検出した。

本遺跡の南に展開する善慶寺古墳群は、本集落の墓域の可能性が考えられる。
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第 1 章発掘調査に至る経過

第 1 章発掘調査に至る経過

第 1 節発掘調査に至る経緯

関越自動車道上越線は首都圏と上信越地方を結ぶ

高速自動車国道として、日本道路公団によって建設

される。起点を東京都練馬として新潟県上越市まで

総延長280km（内練馬～藤岡間は関越自動車道新潟線

と併用）である。今回（平成 5 年 3 月 27 日）開通した

藤岡インター～佐久インター間は約69kmで群馬県藤

岡市 (5.6km）、吉井町 (6.3km) 、甘楽町 (4.3km) 、富

岡市 (11.6km) 、妙義町 (2.5km) 、松井田町(19.5km) 、

下仁田町 (5.3km) 、長野県佐久市 (11. 9km) の各市町

を通過する。

群馬県藤岡市～長野県佐久市間の基本計画は昭和

47年に策定され、同54年建設大臣により日本道路公

団が施行命令を受けている。同56年群馬県藤岡市・

吉井町・甘楽町・富岡市・下仁田町（東部） •松井田

町（東部）、同57年松井田町（西部）・下仁田町（西

部） •長野県佐久市までの路線が発表された。 関越

自動車道上越線全体にかかる埋蔵文化財の取り扱い

及び調査経過は次のとおりである。

昭和49年度 藤岡市～下仁田町間に存在する埋蔵文

化財について、群馬県教育委員会は県企画部幹線交

通課に対し文化財保護法の遵守、国・県・市町村の

指定文化財をさけること、文化財に関係する事項は

県教委文化財保護課と協議すること等の考え方を示

した。

昭和55年度 県教委文化財保護課は路線通過地周辺

の埋蔵文化財包蔵地の調査を行い、その結果は同年

3 月藤岡～松井田間、同年11月松井田～下仁田間に

ついて、「関越自動車道上越線関連公共事業調査報告

書」として群馬県（企画部交通対策課）より報告さ

れた。

昭和59年度建設工事の具体化に伴い、路線内の埋

蔵文化財についてより具体的な調査の依頼が道路公

団より県教育委員会にあり、県教委文化財保護課は

包蔵地の詳細分布調査を行った。

昭和60年度 県教育委員会は分布調査の結果、包蔵

地を濃い分布地・淡い分布地・試掘調査を必要とす

る地域に区分し、発掘調査必要面積を約100万面と想

定し、 55遺跡を認定した。（後の試掘により 52遺跡に

変更）そして、埋蔵文化財発掘調査にかかる基本方

針を次のように策定した。

① 発掘調査終了年度を昭和65年度末（平成 2

年度末）とする。

② 群馬県埋蔵文化財調査事業団を中核機関と

い対応できない部分に調査会方式を導入、

関係市町村には進捗状況を考慮しながら協

力を求める。

③ 事業団の出張所（上越線調査事務所）を開

設し、整理作業も併せ行う。

④ 機関別対応面積は次のとおりとする。

埋文事業団約76万面富岡市以東を受け

持つ。面積は変動の可能性あり。

調査会約22万面妙義町・下仁田

町・松井田町。面積は変動の可能性あり。

なお、調査実施方法は次のとおりである。

日本道路公団東京第二建設局は群馬県教育委員会

に調査の依頼を行い、年度毎に委託契約を締結する。

県教育委員会はそれを受け、群馬県埋蔵文化財調査

事業団及び、各遺跡調査会等に再委託のかたちで委

託契約を締結し、調査を実施する。

昭和61年度 4 月、埋文事業団上越線調査事務所を

吉井町南陽台3-15-8 に設置し、 4 班15人体制で発足。

調査を開始する。以後、 6 班22人体制（昭62) 、 9 班

36人体制（昭63) 、 12班45人体制（平元）、 12班45人

体制（平 2 ）。平成 2 年度までに一部を残し発掘調査

は終了した。整理作業は昭和63年度より併行して実

施していたが、平成 3 年度からは本部においても整

理作業が始まり、現在 2 か所11班体制で実施してい

る。調査事務所は今年度で事業を終了し、以後本部

のみで実施され、平成 8 年度全事業終了予定である。
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第 1 章発掘調査に至る経過

第 2節調査経過

本遺跡は、甘楽郡甘楽町大字善慶寺字早道場に所

在し、ステーション (ST)No.188~191の間、全長約280

m、最大幅90m、面積約21,520面を対象に発掘調査

を実施した。調査期間は、昭和63年 4 月から 10月ま

でを 1 次調査、平成元年10月から平成 2 年 4 月まで

を 2 次調査として発掘調査を行った。

昭和63年度の 1 次調査では、南北に横断する町道

西側部分約9,100面を調査対象とした。調査地は、エ

事用道路や廃土置き場等の関係により調査区を 2 分

割し調査を実施した。竪穴住居跡25軒、掘立柱建物

跡 1 棟、土坑十数基、溝 5 条等を検出した。

平成元年度から 2 年度にかけての 2 次調査では、

町道東側部分の12,450m'を調査対象とした。調査地

は 1 次調査同様、工事用道路や町道付け替え部分の

工程により調査地を分割し調査を行った。遺構は、

竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡 4 棟、土坑十数基、

溝 2 条等を検出し、また、整理報告済みの東接する

田篠中原遺跡の縄文時代配石遺構と関係すると思わ

れる縄文土器包含層を検出した。

調査区及び工程は、以下の図・表を参照されたい。

第 1 次調査

恥
作 業

表土 杭打 遺構 空中
備 考投 ち調査写真

1988年 5/13 公団との打合せ

目 II 竪穴住居調査開始
5 月 E 

6 月

1-—-- L---

7/4 小幡小学校生徒見学
7 月

8/4 バルーンによる空撮
8 月 8E/! 4 8/26 盛土部分協議

1-一
9/27 盛士移動

9 月

蕊L
9 /29 遺構確認

四

i 
L--

10/27 盛土下全景写真
10月

L---
_ _ 

11/ 5 調査終了
11月

第 2 次調査

1989年

10月

11月

12月

1990年

1 月

2 月 1 目

3 月

4 月

5 月

10月下旬工事用道路部分より
調査開始(G • H 区）

11/29 1 号古墳周堀調査

__ L ______________ _ 

e—『言―王事｀｀――----'
I /II 工事用道路部分明渡

2/14 バルーン空撮
2/27 町道迂回路部分明渡

-------------
3/9 農道切り替し部分調査
3/20 ハイライザー全景写真
3/22 構造物部分明渡

1
ぃ
2
5
0
0

Il I llIl llI l l l l l l l『\’レ

ーー→一ーヤt-』1 ・ lit-――→---------------
5/8 調査終了

1
0
0
m
 

第 2 図調査工程図

4
 



第 3 節調査方法

第3節調査方法

1.遺跡名称

本遺跡は、甘楽郡甘楽町大字善慶寺字早道場に所

在する。当事業団では、遺跡の呼称については大字

小字併記を原則としており、本遺跡は善慶寺早道場

遺跡と呼称する。しかし、本遺跡の東端部にある農

道は富岡市と甘楽町とを区分する行政境界となって

おり、農道東側は富岡市田篠字中原となる。この田

篠字中原では、同事業に伴う発掘調査が実施され、

田篠中原遺跡が確認されている。田篠中原遺跡では、

縄文時代の配石遺構が確認され、遺構の広がりは当

遺跡までおよぶことが分かり、同一遺跡内に含まれ

るとされたが、諸般の事情により遺跡名を異にし、

整理報告を行った。

2. グリッドの設定

グリッドの設定は、東接する田篠中原遺跡やその

更に東に位置する田篠上平遺跡等の調査時に用いた

100mの大グリッドと 5mの小グリッドの配置を本遺

跡でも延長し使用した。

グリッドの設定には、田篠上平遺跡南東200m に設

置された原点（国家座標X=26700、 Y =-82100) か

ら引用した。グリッドラインは、 100mの大グリッド

と 5mの小グリッドを設定し、両者を組み合わせ東

西ラインを呼称する。南北ラインは、 5m単位で南

から北に向かって数字を用い区切る。当遺跡の東西

ラインは Go からJiまでであり、南北は 6 から 45

までである。グリッド呼称は南東隅の交点を用いる。
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第 3 図 グリッド配置図
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第 2 章地理的・歴史的環境

第 2 章地理的・歴史的環境

第 1 節地理的環境

遺跡地は、鏑川右岸部の東西を北流する雄川と下

川に挟まれた標高170m前後の平坦地に立地する。

本地区に西接する富岡市内匠・下高瀬地区にある

上位段丘面（俗称「離れ山」）の標高は約200~240m

を測り、本遺跡地との間には下川により侵食された

比高差40m~50mの急峻な崖線が見られる。また、

雄川を挟み東接する甘楽町上野から白倉地区の上位

段丘面では、標高190m程の平坦面が形成され、南か

ら北へ緩く傾斜している。

段丘面の発達は南岸の相対的な隆起により流路の

移動侵食作用によるものであり、上位段丘面の形成

は数万年から十数万年前の洪積世末期と考えられて

いる。その後、約 2 万年前から始まる浅間火山噴出

物による上部ローム層が堆積し始める頃には、鏑川

は下位段丘面を氾濫原としていたと考えられてお

り、そのため下位段丘面にはローム層の堆積は見ら

れないとされている。また、この地殻の傾動運動に

よる鏑川の北への移動に伴い、南の多野山系から流

れ込む河川も流路を北に変え上位段丘面を浸食・分

断している。本地域では、古くからの信仰の山であ

る稲含山（標高1,370m) の東腹に源を発する雄川が、

甘楽町秋畑地区の山間部を東北方向に流下し、小幡

地区を扇頂とする扇状地形を形成し、扇端部は下田

篠付近にて鏑川に注いでいる。この扇状地は「小幡

扇状地」あるいは「雄川扇状地」と呼ばれている。

そのほか、かつて富岡市額部・岡本を東流していた

と推察されている旧野上川や、内匠地区の上位段丘

東崖下を北流する下川によっても扇状地形が形成さ

れたと考えらている。その領域は甘楽町町谷～小幡

付近を扇頂部として北に扇形が広がり、扇端部は東

が甘楽町福島、西は下川、北は原田篠・下田篠地区

にて鏑／ 1|下位段丘面に接している。扇状地の長さは

南北 2~2.5km、幅は東西約 2 kmにわたっている。標

高は扇頂付近が約200m、扇端部付近が約160m程で

ある。富岡市内匠・下高瀬と甘楽町上野の間の上位

段丘面はこの扇状地形成時に浸食・分断されたと考

えられる。当遺跡は、この小幡扇状地中央部に位置

し、路線は東西に横断する形で設定されている。

扇状地には上位・下位段丘面とほぼ同様に砂礫層

の厚い堆積が見られる。ただし、雄川・下川・野上

川等の河川の上流域山間地帯が、馬山金井線と呼ば

れる構造線の南側および下仁田以東に広がる三波川

変成帯に属しているために、そこから運ばれてくる

堆積物には、緑泥片岩・石墨片岩をはじめとする三

波川結晶片岩と総称される変成岩類（いわゆる‘'長

瀞系、と称される礫種）が大方を占めているのが特

色である。一方、鏑川本流域については、源流であ

る南牧／ 1| 流域が秩父古生層帯に属することから、

チャート・輝緑凝灰岩など、いわゆる‘‘秩父系、と

称される礫種がその堆積物に多く含まれているのが

特色である。この傾向は上位・下位段丘面、現流路

を問わずに見られる。したがって、鏑川本流が下位

段丘面を流路としたのち、雄川・旧野上川等が上位

段丘面を浸食しながら北流する時に秩父系の礫種を

含む堆積物を伴う可能性があるほかは、小幡扇状地

の場合その堆積物では長瀞系の礫種が支配的である

という特徴が窺える。

砂礫層の上には黒褐色土が40~70cm程度堆積して

いる。耕作土としても利用されているが、高操な土

地柄ゆえ、扇状地一帯には主に桑畑とコンニャク畑

が広がっている。また、富岡市高瀬や甘楽町福島な

どの下位段丘面や、旧野上川流域の額部・岡本地区

等、小幡扇状地を取り巻く周辺部には水田耕作が見

られるが、扇状地域内では雄／ 1|下流河床低地沿いに

若干行われているほかは、ほとんど見られない。

参考文献

木崎喜雄・野村 哲・中島啓治編著 「群馬のおいたちをたずね
て」上・下 1977 上毛新聞社

『富岡市史」自然編 原始・古代・中世編 1987 

「かぶらの自然」 1972 かぶら理科研究会

「田篠中原遺跡」 群馬県埋蔵文化財調査事業団
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第 2 章地理的・歴史的環境

第 2 節歴史的環境

当遺跡周辺は、関越道上越線地域関連の大規模な

発掘調査が行われ、隣接する田篠中原遺跡や田篠上

平遺跡や下川対岸の上位段丘面の独立丘陵である通

称『離れ山j上には内匠上之宿遺跡等の遺跡が調査

され、調査報告書が刊行されている。周辺遺跡はそ

れら調査報告書に詳述されている。それらを参照し、

本遺跡の立地する小幡扇状地を中心に、富岡市域か

ら甘楽町周辺の遺跡の様相を時代別に概観したい。

先土器時代 独立丘陵上に立地する内匠日影周地

遺跡や下高瀬寺山遺跡で若干の遺物が出土してい

る。また、関越道上越線甘楽PA内の白倉下原遺跡

や天引向原遺跡では、姶良Tn 火山灰 (AT) 下層

から各種石器を含む環状ブロック群が出土してい

る。

縄文時代鏑川の上位段丘面及び丘陵地に遺跡の

分布が見られる。草創期には、下高瀬寺山遺跡や松

葉・慈学寺遺跡で石器が出土し、早期には、下高瀬

上之原、内匠日向周地、松葉・慈学寺の各遺跡で遺

物が出土している。前期は、内匠諏訪前、白倉下原、

天神 I 、内匠諏訪前、内匠日影周地、下高瀬上之原、

下高瀬寺山、中高瀬観音山、中高瀬庚申山、白倉下

原の各遺跡で遺構・遺物が出土している。中期前半

は確実に集落を形成するようになるが、遺構の調査

例はそれほど多くない。内匠諏訪前、日影周地、内

匠上之宿、白倉下原、天引向原の各遺跡で遺構・遺

物が検出されている。中期後半になると遺構の検出

例は増加し、東接する田篠中原遺跡で加曽利 E式期

の環状列石・敷石住居・配石遺構群が検出されてい

る。後期には、内匠上之宿、天神 I • II 、白倉下原

の各遺跡で遺構・遺物が検出されている。

弥生時代 この時代は、上位段丘面とともに下位

段丘面にも遺跡が増加する。しかしながら、遺跡数

は縄文時代に比べ少なく、発掘調査が行われている

遺跡も少ない。中期の遺構は、中高瀬観音山、白倉

下原遺跡で遺構が検出されている程度である。後期

（樽式、赤井戸式）の遺構調査例は多く、住居跡が

検出されているのは、内匠日影周地、下高瀬上之原、

下高瀬寺山、中高瀬観音山、白倉下原の各遺跡が上

げられる。特に中高瀬観音山遺跡は100軒以上の大規

模な拠点的集落であると言えよう。

古墳時代 この時代になると下位段丘面にも古墳

群や集落が展開するようになる。前期には、内匠日

影周地、下高瀬上之原、中高瀬観音山、西原、松葉・

慈学寺、白倉下原、天引向原の各遺跡で集落が検出

され、内匠日影周地遺跡では方形周溝墓も検出され

ている。中期の古墳については、関越道上越線の調

査により内匠日影周地遺跡で 1 基、下高瀬上之原遺

跡で 5 世紀後半～ 6 世紀初頭の群集墳 (7 基）が検

出されている。また同期の集落は、中高瀬観音山、

西原、松葉・慈学寺、白倉下原、天引向原の各遺跡

で検出されている。後期には下位段丘面の各所に古

墳群を形成されるようになり、塚原古墳群、上田篠

古墳群、善慶寺古墳群、長久保古墳群、桐渕古墳群、

芝宮古墳群等がある。同時代の集落は、本遺跡をは

じめ、内匠諏訪前、内匠日影周地、下高瀬上之原、

中高瀬観音山、松葉・慈学寺、天神 I • II 、白倉下

原、天引向原の各遺跡で検出されている。下高瀬上

之原遺跡では、谷頭の水場に接し埴輪窯が検出され、

天引向原遺跡では粘土採掘坑が検出されている。

奈良•平安時代集落は古墳時代後期から継続し

て営まれている場合が多く、内匠、原田篠、田篠上

平、内匠日向周地、下高瀬上之原、下高瀬寺山、中

高瀬観音山、中高瀬庚申山、西原、松葉・慈学寺、

白倉下原、天引向原の各遺跡で集落が検出されてお

り、下位段丘面に更に多くの集落が新しく開始され

るようになる。白倉下原遺跡や天引向原遺跡では墨

書土器や刻書土器が出土しており、天引向原遺跡で

は「福天寺」と書かれた墨書土器が瓦と共に出土し

ている。また、 As-B降下以前の水田が内匠日向周地

遺跡で検出されている。

中世 中世の遺跡の調査例は少ないが、内匠日向

周地遺跡では中近世の水田 2 面が検出され、白倉下
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第 2 章地理的・歴史的環境

原遺跡では谷津部分のAs-B混土下から畠跡が検出

され、道状遺構も検出されている。鏑川の両岸には

多くの城郭跡がある。地形の影響があるためか、立

地は丘城と山城がほとんどで、平城はない。内匠上

之原遺跡では内匠城の外堀の調査が行われた。

近世以降近世以降の遺跡の調査例は少ないが、

関越道上越線関係で調査例が増加した。内匠諏訪前、

田篠上平、下高瀬上之原、中高瀬庚申山の各遺跡で

住居や墓塙等が検出されている。また、 As-A により

埋没した畑が下高瀬前田遺跡で検出されている。

周辺主要遺跡一覧表

Nu 遺跡名 時 代 種別 備 考

1 善慶寺早道場遺跡 古墳～平安時代 集落跡 古墳時代後期以降の集落。

2 田篠中原遺跡 縄文時代 集落跡 「田篠中原遺跡」（財）群埋文 1990 

3 田篠上平遺跡 古墳、奈良•平安時代 墳墓・集落 「田篠上平遺跡」（財）群埋文 1989 

4 西原遺跡 弥生～平安時代 集落跡 山武考古学研究所年報 Nu8 1991 

5 松葉・慈学寺遺跡 古墳～平安時代 集落跡 山武考古学研究所年報 No9 1992 

6 天神 II遺跡 縄文・古墳時代 集落跡 山武考古学研究所年報 Nu9 1992 

7 天神 I 遺跡 縄文・古墳時代 集落跡 山武考古学研究所年報 Nn8 1991 

8 白倉下原遺跡 先土器～近世 集落跡 古墳～平安の大集落。滑石製工房跡検出。

9 天引向原遺跡 先土器～近世 集落跡

10 天引狐崎遺跡 弥生・古墳時代、中世 集落・墳墓

11 天引 □明塚遺跡 古墳時代 墳墓 「神保下條遺跡J （財）群埋文 1992 

12 内匠上之宿遺跡 縄文～古墳時代、中世 集落・城跡 当該遺跡

13 内匠諏訪前遺跡 縄文～古墳時代、近世 集落跡 「内匠諏訪前遺跡・内匠日影周地遺跡」（財）群埋文 1992 

14 内匠日影周地遺跡 縄文・弥生・古墳時代 集落・墳墓 「内匠諏訪前遺跡・内匠日影周地遺跡J （財）群埋文 1992 

15 内匠日向周地遺跡 古墳～平安時代、中世 生産跡 平安時代・中近世の水田。木製品多数出土。

16 下高瀬上之原遺跡 縄文～平安時代 集落・墳墓 古墳～平安時代の集落、中期古墳群、埴輪窯跡を検出。

17 下高瀬寺山遺跡 縄文・弥生•平安時代 集落跡 縄文前期の小規模集落。

18 中高瀬観音山遺跡 縄文・弥生～奈良時代 集落跡 弥生時代後期の拠点的集落。

19 中高瀬庚申山遺跡 縄文・弥生～平安時代 集落跡 平安時代の住居跡から須恵器の水瓶出土。

20 中村遺跡 縄文時代、弥生時代 包蔵地

21 久保遺跡 古墳時代 祭祀遺跡 滑石製模造品多数出土。

22 原田篠遺跡 古墳～平安時代 集落跡 r上田篠古墳群・原田篠遺跡J富岡市教委 1981 

23 内匠遺跡 古墳～平安時代 集落跡 「内匠遺跡」富岡市教委 1982 

24 向山遺跡 古墳時代 集落跡

25 陣屋遺跡 古墳時代 集落跡

26 一本木遺跡 古墳時代 包蔵地

27 塚原古墳群 古墳時代 墳墓 33基の円墳から成る。 7 世紀代の築造。

28 天皇塚古墳 古墳時代 墳墓 前方後円墳。竪穴系の主体部と考えられる。 5 世紀前半の築造。

29 笹の森稲荷塚古墳 古墳時代 墳墓 周濠をもつ軸長100mの前方後円墳。両袖型横穴式石室をもつ。

30 二日市古墳群 古墳時代 墳基 20基程の円墳が残る。 5 世紀後半からの築造。

31 上田篠古墳群 古墳時代 墳墓 「上田篠古墳群•原田篠遺跡」富岡市教委 1981 30数基現存。

32 善慶寺古墳群 古墳時代 墳墓 約20基現存。かつては50基以上存在。

33 芝宮古墳群 古墳時代 墳墓 「芝宮古墳群J富岡市教委 1992 105基存在。

34 桐渕古墳群 古墳時代 墳墓 45基程存在。

35 長久保遺跡 古墳時代 墳墓

36 下城跡 中世 城館跡

37 中城跡 中世 城館跡

38 上野城跡 中世 城館跡

39 大類屋敷跡 中世 城館跡

40 浅湯城跡 中世 城館跡

41 仁井屋城跡 中世 城館跡

42 倉内城跡 中世 城館跡

43 熊井戸屋敷跡 中世 城館跡

44 国峰城跡 中世 城館跡

45 岡本堀ノ内 中世 城館跡

46 内匠城跡 中世 城館跡

47 富岡陣屋跡 中・近世 城館跡

48 佐久間遺跡 縄文時代 集落跡 「佐久間遺跡」 山武考古学研究所 1988 

49 坂詰遺跡 縄文、古墳～平安時代 集落跡 「新井・坂詰遺跡j 富岡市教育委員会 1990 

10 



第 3 節 基本土層

第 3 節 基 本 土 層

遺跡地は、地理的環境でも述べたように雄川や旧

野上川により形成された扇状地上に乗っているた

め、周辺部には畑や桑園が広がる。扇状地礫層は、

地表下数十cmから lmの所で波状に凹凸が見られ、

凹面上には黄褐色のシルト質土が堆積し凹凸面を埋

めている。その上層には粘性の強い褐色土が堆積し、

遺構掘削面となっている。 またこの褐色土中には土

師器の坪・甕類の破片が多く含まれ上流部から運ば

れてきたものと考えられる。褐色土上面にはAs-Bの

堆積が見られ、 34号住居などでは竪穴住居の埋没途

中に降下堆積した状況が見られる場所もある。現在

の耕作土中にはAs-Aが多量に含まれる。

Ia 

II 

Illa 

Illb 

Na 

Nb 

Ib 

早道場遺跡住居跡土層説明

基本土層

I a. 現耕作土

I b. 現耕作土

II. 黒褐色土

IIIa ．暗褐色土

III b. 暗褐色土

!Va. 褐色土

桑園及び畑耕作土。

As-A混土。鉄分

沈着見られる。

As-B混土。所に

より火山灰層含む。

土質緻密。粘性強い、

土師器片含む。

（遺構確認面）

礫を含み、粘性、

しまり弱い。

土質緻密。粘性強い。

（調査区東端部縄文土

器片混入）

!Vb. 褐色土 v層との漸位層。

V. 黄褐色シルト質土

VI. 礫層

Ib 
卜—----

L=167.0m 
II 

III 

叩’
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の

竺
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。
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N
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＞
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第 6 図 基本土層
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第 3 章検出された遺構・遺物

第 3 章検出された遺構・遺物

第 1 節竪穴住居跡

1.竪穴住居跡の概要

竪穴住居の遺構番号は、第 1 次調査では27軒の住

居跡を検出したが、 25号住居以降の住居に関しては

住居かどうか不明瞭であったため、第 2 次調査開始

段階で30号住居から遺構番号を付し、本書でも調査

段階での遺構番号をそのまま使用したため、 26号住

居～29号住居まで欠番となった。

第 1 次調査で検出された竪穴住居跡は25軒、第 2

次調査で検出された竪穴住居跡は11軒を数え、合わ

せて36軒の竪穴住居跡が検出された。遺構は主に調

査区西側部分に集中し、北東部から東側部分にかけ

善慶寺早道場遺跡住居跡一覧表

闘 位住 居置 主軸方位
規模 (m. rn') 

長辺 短辺 深さ 面積

1 号 lr-15 N-oｷ 5.0 3. 7 0.38 13.1 
2 号 [q-7 N-25ー -W 北壁5.4 南壁44 0.2 24.3 
3 号 Ja-14 N-4· —E 5.1 4.2 0.50 14.8 
4 号 Ir-12 N-3"-W 5.0 3.2 0.50 12.0 
5 号 It-21 N-78ー -E 5.4 0.36 24.0 
6 号 Im-9 N-3"-W 4.5 0.38 15.2 

j こ

て遺構は見られなくなる。竪穴住居跡の時期は、古

墳時代後期から奈良時代にかけての集落である。

住居の掘り方は、西側では扇状地礫層が盛り上が

り掘り込みは浅く、中央南側では礫層が深く上面に

は黄褐色粘質土が堆積し、この粘質土を掘り込む住

居は掘り込みが深い。住居中の埋没土は礫層を掘り

込んでいる為に礫が多量に混入するものが多く、中

には人為的に投げ込まれたような状況で大礫出土し

ている住居も見られる。またAs-B下の褐色土中に

は、多量の土師器片が含まれ、包含層が見られる。

住形 状居 町位蔵穴置 麟 重 複 住時居廃絶期 i 備 考

横長長方形 なし なし なし 8~9世紀代

台形 北東隅 4 なし 不明 」南北長5.0m
横長長方形 北東隅 4 1 号溝 8 世紀代

横長長方形 なし なし なし 7~8世紀代

正方形 2 コ東南隅 8 なし 7 世紀代 I 礫投入
正方形 なし 4 なし 7 世紀代

/ 

Ik 

゜

第 7 図竪穴住居跡配置図
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第 1 節竪穴住居跡の概要

7 号 Is-13 N-3•-W 5 1 4.3 0.24 17.1 横長長方形 北東隅 なし 13号住 8 世紀代

8 号 lo-12 N-20ー -W 4.3 4.3 0.30 13.5 正方形 南東隅 4 なし 7 世紀代

9 号 Id-18 N-18ー -W 5.3 0.16 21.3 正方形 北東隅 4 なし 7 世紀代 礫投入

10号 lo-15 N-oｷ 4.5 3.1 0.20 10.0 横長長方形 北東隅 4 23住 7 世紀代

11号 Je-15 N-47ー -W 6.0 5.6 0.40 26.9 横長長方形 なし 4 12住 7 世紀代 竃付替

12号 Jf-16 N-66ー -W 6.2 5.8 0.27 33.9 縦長長方形 北東隅 6 11住・ 17住 7 世紀代

13号 Ja-13 N-55ー -W 6.0 0 56 30.6 正方形 竃右脇 8 1 号溝 7 世紀代

14号 Je-14 N-40ー -W 6.2 (3.0) 0.46 (16.8) 竃右 2 なし 7 世紀代

15号 In-16 N-76"-E 5.0 5.0 0.18 20.3 正方形 東壁両限 4 なし 6 世紀代

16号 Jc-12 N-26ー -W 5.8 (4.0) 0.36 (21.6) 北隅 4 7世紀代 礫投入

17号 Jg-16 N-66° —E 6.8 6.6 0.40 (41.1) （正方形） 北東隅 3 12住 •8坑 7 世紀代

18号 Im~12 N-93ー -E 4.4 3 7 0.20 13.1 横長長方形 なし 2 8 世紀代

19号 11-21 N-oｷ 5.8 3.9 0.34 16.9 横長長方形 なし 4 なし 8 世紀代 石組、建替

20号 Ip-23 N-24ー -W 6 9 6.7 0.40 41.9 正方形 北東隅 , なし 6~7世紀代 建替

21号 lo-20 N-100· —E 3.0 2.7 0.20 6.0 台形 なし なし 22住近接 7 世紀代

22号 In-21 N-2T-W 5.8 4.2 0 30 17. 9 横長長方形 北東隅 7 なし 7 世紀代

23号 lo-14 N-5° —w 4.0 0.14 34.1 正方形 なし 4 10住 7 世紀代

24号 Im-11 N-68ー -W 6.3 6.1 0.30 11 5 正方形 なし 4 18住 6~7世紀代 竃複数、建替

25号 Il-24 N-10ー -E 3.3 3.0 0.40 8.1 横長長方形 なし なし なし 不明 礫投入

26号 欠番

27号 欠番

28号 欠番

29号 欠番

30号 Hs-15 N-10· —E 5.2 4.1 0.40 16.2 縦長長方形 北東隅 4 なし 8 世紀代 礫投入、竃複数

31号 Hs-17 N-0ー  5.4 4.3 0.46 14.9 横長長方形 なし なし なし 8 世紀代 礫投入

32号 Hm-20 N-24ー -W 5.2 5.0 0.60 19.9 正方形 北壁隅 5 なし 8 世紀代 上面As-B堆積

33号 Hq-19 N-0ー  4.0 3.7 0.22 10.3 横長長方形 なし なし なし 8 世紀代 礫投入

34号 la-14 N-3° —W 4.7 4.0 0.80 12.5 横長長方形 北東隅 4 なし 8 世紀代 上面As-B堆積

35号 Hi-19 N-0ー  5 0 3.0 0.40 11. 9 台形 北東隅 なし なし 8 世紀代 礫・土器片投入

36号 Hh-21 N-15° —W 3.5 3.3 0.40 8.8 正方形 北東隅 1 なし 8 世紀代 礫•土器片投入

37号 Hi-22 N-11ー -E 4 7 3.9 0.70 14.4 横長長方形 なし なし なし 8 世紀代 礫投入

38号 Hj-27 N-28ー -W 6.0 5.9 0.40 30.5 正方形 北東隅 4 なし 8 世紀代 焼失家屋

39号 Hl-17 N-lT-W 5.7 5.1 0. 75 24.1 横長長方形 南東隅 5 なし 7~8世紀代 焼失家屋（廃棄）

40号 Hc-26 N-0ー -E 5.1 3. 7 0.50 15.4 横長長方形 •竃右袖協 3 なし 7~8世紀代 礫投入

“/ 

。 100m 
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第 3 章検出された遺構・遺物

善慶寺早道場遺跡炉及び竃一覧表（単位cm)

燃焼部計測値闘 （炉燃焼・部竃位位置置）
奥行き 幅 深さ 長さ

1 号 北壁（住居内） 59 

2 号 北壁中央東寄り 40 

3 号 北壁中央やや東寄り（住居内） 28 

4 号 北壁中央（住居内） 43 

5 号 東壁（住居内） 75 

6 号 北壁中央（住居内） 43 

7 号 北壁中央東寄り 40 

8 号 北壁中央壁際

9 号 北壁中央（住居内） 50 

10号 北壁東寄り（住居内） 55 

11号 北壁中央（住居内）

12号 北壁中央やや東寄り

13号 北壁中央（住居内） 35 

14号 北壁（住居内） 46 

15号 東壁中央（住居内） 83 

16号 北壁（住居内） 66 

17号 北壁中央（住居内） 68 

18号 東壁中央南寄り（住居内） 51 

第 1 竃北壁（住居内） 33 
19号

第 2 竃北壁（住居内） 37 

20号 北壁ほぼ中央（住居内） 54 

21号 東壁中央やや南寄り（住居内） 96 

22号 北壁中央壁面

23号

24号 東壁中央やや南寄り 60 

25号 北壁中央やや南寄り（住居内） 33 

第 1 竃北壁東寄り（住居内） 37 
30号

第 2 竃南東隅（住居内） 54 

31号 北壁東寄り壁面（住居内） 76 

32号 北壁中央（住居内） 60 

33号 北壁中央（壁延長） 52 

34号 北壁東隅寄り（住居内） 69 

35号 北壁東隅寄り（延長上） 62 

36号 北壁ほぼ中央 51 

37号 北壁中央やや東寄り 54 

38号 北壁中央（住居内） 74 

39号 北壁中央（住居内） 62 

40号 北壁中央（住居内） 57 

2. 竪穴住居跡遺構・遺物

1 号住居跡（PL5 • 32 • 33) 

35 

31 

37 

45 

30 

38 

23 

51 

49 

37 

38 

21 

60 

46 

38 

39 

36 

34 

60 

68 

44 

30 

40 

36 

36 

53 

32 

57 

45 

41 

56 

41 

29 

40 

44 

位置 Ir-15グリッド 床面積 13.lm'

主軸方位 N-0 ゜重複なし

32 

25 

35 

55 

76 

34 

25 

18 

21 

15 

18 

49 

42 

17 

47 

28 

23 

26 

18 

28 

44 

25 

40 

45 

43 

66 

26 

71 

42 

36 

61 

14 

45 

41 

規模と形状長辺5.0m、短辺3.7m、残存壁高0.38

m を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土 近現代の耕作溝の攪乱が縦横に走り、部分的

に床面まで達する。土器片、礫が多量に含まれる。

床面 住居中央部から鼈前にかけ、黄色細砂塊を含

む踏み締められた貼床面を確認した。

柱穴 掘り方調査段階で 4 カ所円形の地山の乱れを

確認したが、各柱穴とも計測不能であった。

14 

76 

45 

56 

63 

lll 

45 

19 

48 

133 

122 

66 

84 

55 

39 

77 

109 

63 

115 

106 

煙道部 袖
備 考

幅 立ち上がり醸 有・憮 構 築 材

28 42ー 有 地山塊貼付

55ｷ 無 地山塊貼付

12 無 地山塊貼付 1 号溝との重複

45ー 有 袖先端部礫、石組 煙道部甕利用

有 焚口部板状礫組

20 27ー 有 地山塊貼付 天井部崩落

21 5ｷ 有 焚口部石組

36ー 無 竃部分平夷

38 30ー 有 竃部分破壊

36ー 有 竃部分破壊

有 灰褐色粘質土 第2竃煙道部のみ

無

21 74ｷ 有 焚口部石組

35ー 有 袖先先端部礫組

60ー 有 袖先先端部礫組

17 55' 有 焚口部礫組

18 有 地山塊貼付

85ー 有 地山塊貼付

40ー 有 焚口部石組

30ー 有 地山塊貼付

59ｷ 有 袖先端部石組

57ー 有 焚き口天井部板状礫 破壊

36 42ー 有 地山塊貼付 破壊

無

33 65ー 無 焚き口板状礫石組 第 2 、第 3 竃煙道器のみ

70ー 有 地山掘り残し

50ー 有 黄褐色土塊貼付 煙道部甕使用

50ー 有 人頭大石組

52ー 有 黄褐色土塊貼付 天井部崩落

25 58ー 有 黄褐色土塊貼付 天井部崩落

45ｷ 有 地山掘り残し

23 73ｷ 有 煙道部石組 破壊

52ー 有 右袖石組

58ー 有 煙道部甕使用

23 59ｷ 有 地山塊貼付

32ー 有 焚き口板状礫石組

17 54ｷ 有 焚き口板状礫石組 天井部崩落

17 50ー 有 焚き □板状礫石組 天井部崩落

It Ir 

16 

14 

貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されなかった。

掘り方 地山シルト及び砂礫層が乱れた状態で堆積

し、掘り方面は軟・硬により起伏が見られる。



第 1 節竪穴住居跡の概要
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4 号住居

叫 oi遺物と接合u/ 叫 叫

A
 

゜
L=167.70m 2m 

1.褐色土粘性しまりなし。

2. 褐色土 土器片・礫・白色粒・黄色微粒を多く含む。

3. 褐色土粘性少、軽石の混入非常に少ない。

4. 黄褐色土 シルト質粘性あり。

5. 褐色土 粘性ややあり、黄色微粒を少旦含む。

①．貼床黄白色小塊。細砂混じり、しまるが粘性なし。

②．暗褐色土 上半小礫、下半に河原砂を多く含む。

③．褐色土砂礫を多凪に含む。

④．黄色砂層礫混じり。

第 8 図 1 号住居跡

叫 叫 鼈跡 北壁中央やや左寄り住居内に燃焼部を有する

鼈が付設される。燃焼部内には焼土塊を含む褐色土

が見られ、天井部崩落土と考えられる。鼈内及び前

方部への灰・焼土の堆積は見られない。煙道部へは

緩やかに立ち上がり壁外に伸びる。

出土遺物 埋没土中に多量に含まれ、床面上にも全

体に散在する。

時期 8 世紀代

1 a. 褐色土 焼土小塊・白色粒・黄色粒を含む。赤色気味。

1 b. 褐色土焼土粒・白色粒・黄色粒を含む。赤色がかる。

1 C. 褐色土焼土粒をlb 陪より多く含む。白色粒・黄色粒含む。

2. 褐色土 白色粒・黄色粒を含む。

3. 褐色土 炭化物粒・白色粒・黄色粒を含む。

<t:I .,::I ゜
L=167.60m lm 

第 9 図 1 号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第11図 1 号住居跡出土遺物 (2)

1 号住居跡出土遺物観察表 (PL32 • 33) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北西 ほぼ完 口 14 0 高4.3 ①にぶい橙②酸化焙 平底。口縁部及び内底面立ち上がり部強いナデ。

坪 11 形 底8.5 ③細砂粒・粘土粒含む 体部横位ヘラ削り、底面ヘラ削り。

2 土師器 鼈左袖 ほぼ完 口15 0 晶 4.2 ①にぶい黄橙②酸化焙 口縁部及び内底面立ち上がり部強いナデ。内面放

杯 10 形 底9.6 ③細砂粒・粘土粒含む 射状暗文。体部横位ヘラ削り、底面ヘラ削り。

3 土師器 南東 完形 口13 0 高3.7 ①橙②酸化焙 平底。口縁部及び内底面立ち上がり部強いナデ。

坪 士0 底8.5 ③細砂粒・粘土粒含む 器面磨滅。

4 土師器 竃左袖 % 口 14.5 高4.5 ①橙②酸化焔 口縁部強いナデ。やや外反。体部横位ヘラ削り、

坪 11 底9.7 ③細砂粒・粘土粒含む 底面ヘラ削り。

5 土師器 覆土 口縁片 口 (122) ①にぶい黄橙②酸化焙 口唇部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底面ヘラ削り。

坪 高一 底一 ③細砂・粘土粒含む 内面放射状暗文。

6 土師器 南西 底部片 ロー 高一 ①にぶい黄橙②酸化 内面放射状暗文。体部及び底面ヘラ削り。 外面一部煤

坪 2 底 (9.1) 焔③細砂・粘土粒含む 付着

7 土師器 南 口～底 口10.8 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部にかけて手持ちヘラ削

坪 6 % 高2.6 底一 ③細砂粒含む り。内面 2 本の平行な強いナデ。

8 土師器 覆土 口～体 口 (20.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部斜位ヘラ削り。内面細かな放

坪 部片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 射状暗文。, 土師器 中央東 ロ～体 口 (14.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部指ナデ。体部から底部ヘラ削

坪 14 部 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む り。肥厚。

10 土師器 南 ロ～底 ロ (1 1. 0) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。口唇部強いナデ。体部横位、底部

坪 7 % 高5.3 底一 ③細砂粒含む 手持ちヘラ削り。内面ナデ。

17 



第 3 章検出された遺構·遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 祉

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

11 須恵器 南東壁 底部片 ロー 高一 ①灰白②還元焙 輔櫨整形。底面回転ヘラ調整後、高台部貼付。

塊 20 底(13.0) ③砂粒含む

12 土師器 南 胴部片 ロー 高一 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部内湾、横ナデ。球形胴を呈し、斜位ヘラ削
小型台付甕 2 底一 ③細砂・粘土粒含む り。

13 土師器 中央 口縁片 口(13.4) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く直立。口唇部面取り。胴上半斜位ヘラ
小型甕 1 高一 底一 ③細砂粒・小礫含む 削り。

14 土師器 中央 ロ～胴 口 18.0 高一 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部短く外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り、
甕 士 0 部片 底一 ③細砂粒含む 内面横ナデ。

15 土師器 鼈左袖 口縁片 口(17.5) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ、頸部指頭痕顕著。胴上半斜縦位へ
甕 10 高一 底一 ③砂粒含む ラ削り。

16 土師器 南西 口～胴 口 (183) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。内面ナデ。

鉢 4 部片 高一 底一 ③粗砂粒含む

17 土師器 鼈右袖 口～胴 口16 9 高一 ①明褐②酸化焙 口縁部短く外反、横ナデ。胴部縦位ヘラ削り、内

甕 15 部片 底一 ③細砂粒含む 面横ナデ。

18 土師器 南西 口～胴 口 (18.3) ①橙②酸化焔 口縁部短く外反、頸部にかけ横ナデ。胴ハの字状

甕 4 部片 高一 底一 ③砂粒含む に開き、上半斜縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

19 土師器 北東 口～胴 口 (14.0) ①黒褐②酸化焙 口縁部短く外反、頸部にかけ横ナデ。胴部縦位へ
甕 2 部片 高一 底一 麟砂粒・小礫含む ラ削り。器肉薄く器形歪む。

20 土師器 鼈左袖 ロ～胴 口 (2 1. 8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く外反、頸部強い横ナデ。胴上半縦位へ

甕 9 上部片 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む ラ削り。内面横ナデ。

21 土師器 北東 口縁片 口 (22.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部大きく外反横ナデ。胴上半横位ヘラ削り。

甕 2 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面横ナデ。

22 土師器 鼈内 口縁片 口 (22.0) ①橙②酸化焔 口縁部僅かに外傾、横ナデ。頸部強いナデ。内面

甕 士 0 高一 底一 ③細砂粒・小礫含む 横ナデ。球形胴。

23 土師器 東 口縁片 口 (20.7) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く外反、横ナデ。胴上半斜縦位ヘラ削り。
甑 16 高一 底一 ③細砂粒含む 内面丁寧な横ナデ。

24 土師器 鼈左袖 口縁片 口 (23.0) ①橙②酸化焔 口縁部僅かに外傾、横ナデ。頸部強いナデ。胴上

甕 12 高一 底一 ③細砂粒・小礫含む 半ヘラ削り。内面横ナデ。球形胴。

25 土師器 南 口縁片 口 (24.2) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面

甕 7 高一 底一 焔③細砂粒含む 横ナデ。

26 土師器 北東 口～底 口20.4 高5.7 ①にぶい褐②酸化焔 体部指ナデ及び押え。底部ヘラ削り。内面ナデ。
甕 2 ｽ 底1 1. 0 麟砂粒・粘土粒含む 割れ部分剥離によるものか。

27 土師器 南西 口縁片 口 (32.6) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面

甑 9 高一 底一 ③砂粒含む 丁寧な横ナデ。

28 土師器 中央 底部片 端部(10.4) ①橙②酸化焔 開口部2度面取り。胴部下半斜縦位ヘラ削り。内面
甑 15 ③粗砂粒含む 横ナデ。

29 土師器 南東 底部片 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 円盤状底部に腰部やや丸味をもつ。腰部指ナデ、 4住と住居

甕 7 底6.2 ③小砂礫含む 指押え。底面木葉痕状の線刻。 間接合

30 土師器 南東 底部片 ロー 高一 ①明赤褐②酸化焔 体部斜縦位ヘラ削り。底面丸底、一方向ヘラ削り。

甕 2 底60 ③小砂礫含む 内面丁寧なナデ。

31 鉄製品 西 柄部 く計測値＞長8.2、幅0.7、厚0.45、重6.11g く特徴＞刀子の柄。角棒状を呈する。

刀 子 19 

32 鉄製品 西 柄部 く計測値＞長3.0、幅0.8、厚0.5、重2.94 g く特徴＞刀子の柄、角棒状を呈する。
刀 子 19 両端欠

33 石製品 覆土 破片 く計測値＞長5.0、幅1. 5、重27.5 g く石材＞砥沢石 く特徴＞磨石。あまり平滑でない。

砥 石

34 石製品 南西 完形 く計測値＞長4.3、幅4.3、厚1. 8、重60 g、 穿孔径0.7 く石材＞滑石

紡錘車 -2 く特徴＞断面台形状を呈し、穿孔部周辺磨耗。

2 号住居跡 (PL5 • 33) 

位置 Iq- 7 グリッド 床面積 24.3m'

主軸方位 N-25ー -W 重複北西隅路線外

埋土 15cm~25cm大の礫が多量に混じる。埋没途中

に混入したものと考えられる。

規模と形状北壁5.4m、南壁4.4m、南北長5.lm 、

壁高0.2m を測り、北壁の長い台形状を呈する。

18 

床面 住居中央部に硬化面を確認した。



第 1 節竪穴住居跡の概要

鼈跡北壁中央東寄り部分に壁を掘り込みV字形を

呈する燃焼部を検出した。覆土中に焼土塊を含む。

柱穴 住居各隅寄りで 4 本確認した。覆土中には礫、

黄褐色土塊等を含み部分的に根石状の礫が底面に見

られる。

規模 p 1 長辺34cm、深さ 40cm

p 2 長辺30cm、深さ 40cm

p 3 長辺30cm、深さ 40cm

P4 長辺40cm、深さ 40cm

貯蔵穴北東隅部に位置し、規模は長径66cm、短径

58cm、深さ 51cmを測り、形状は円形を呈する。

壁下周溝東壁から南壁にかけて巡る。

掘り方 地山礫及びシルト層を掘り込み若干の起伏

It Ir Ip In 

8
 

6
 

が見られる。

出土遺物 床面や鼈内などからの出土遺物はなく、

埋没土中より土師器坪・小型甕・須恵器甕出土。

時期不明
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L=168.30m 2m 

1.黒褐色土 小指大の礫を乱雑に含む。粘土塊も若干混入。

2. 茶褐色土 茶褐色土塊、米粒大の礫等を含む。きめは細かい。

3. 黒褐色土米粒大の細礫（楕円）を多く含む。

4. 暗褐色土焼土粒・細礫を少量含む。硬くしまる。

5. 暗褐色土 竃第1次埋没土と考えられよう。

第12図 2 号住居跡
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第13図 2 号住居跡
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畠

①．黒褐色土粘性強い。黄褐色土粒を塊状に含む。

②．黒褐色土 黄褐色土塊を多量に含む。粘性強く、硬質。

③．黒褐色土 2 層に炭化物・焼土粒を含む。

④．黒褐色土 5 cm前後の礫を多く含む。

⑤．オリープ褐色土 シルト質。均質で硬くしまる。央雑物少ない。

貯蔵穴

1.黒褐色土

2. 黒褐色土

竃

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 黒褐色土

5. 黒褐色土

大礫を多く含む。黄褐色粘土塊混じり。

大礫を 1 より多く含む。やや砂質。

焼土塊を含む。粘性あり。硬質。

焼土粒を僅かに含む。小礫を含む。

2 層に近似するが、焼土粒が多い。

粘性を有し、焼土粒を僅かに含む。

礫を含む。粘性あり。硬質。

lm 

ー／
第14図 2 号住居跡鼈
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ー、
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10cm 20cm 

第15図 2 号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要

2 号住居跡出土遺物観察表 (PL33)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 鼈内 % 口 (140) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部と体部の境に段状の稜を持つ。口縁上部強

坪 覆土 高一 底一 ③細砂粒含む いナデ。体部ヘラ削り。器面もろく剥落。

2 土師器 鼈内 口縁片 口(11.9) ①赤褐②酸化焙 口縁部直立気味、口縁から頸部横ナデ。胴上端横

甕 覆土 高一 底一 ③片岩粒・粗砂粒含む 位、上半縦位ヘラ削り。

3 須恵器 覆土 胴部片 ロー 高一 ①黄灰②還元焔 外面、タタキ締めによるカキ目。内面、円弧状の

甕 底一 ③砂粒少且含む 当て具痕。

3 号住居跡 (PL6 • 33 • 34) 

位置Ja-14グリッド 床面積 14.8m'

主軸方位 N-4°―E 重複 1号溝に掘り込まれる。

規模と形状長辺5.15m、短辺4.2m、残存壁高0.5

m を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土 10cm~30cmの大礫を多量に含み、中層には白

色粒や黄色粒が混じり、人為的な埋土と考えられる。
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F 12 3 F' 

ー冒―
D 貯蔵穴 D' 

1 ．褐色土 粘土・白色粒・黄色粒を多く含む。

2. 褐色土 小礫・白色粒・黄色粒を多く含む。

3. 明褐色土 礫を北に多く含む。白色粒・黄色粒を多く含む。

4. 褐色土 白色粒・黄色粒を多く含む。焼土粒少撮混入。

第16図 3 号住居跡

麟
ピット・貯蔵穴

1.褐色土 白・黄色粒を多く含む。

2. 黄褐色土砂質・小礫混じり。

3. 黒褐色土黒色を帯び、礫混じり。

゜
L=167.70m 2m 
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第 3 章検出された遺構・遺物

床面 地山礫層の露出が顕著であり、貼床等の硬化

面は検出できなかった。

鼈跡 1号溝との重複部分に当たり、焼土範囲等によ

り煙道部や燃焼部の痕跡が認められる程度である。

燃焼部は住居内に構築され、袖が付設されていたと

考えられる。覆土中には黄色粒、焼土塊等を含む。

lo:i I to 

柱穴 住居各隅を結ぶ対角線上に4本確認した。柱間

は東西長2m、南北長1. 5m を測る。

規模

p 1 長辺38cm、深さ 40cm P 2 長辺40cm、深さ 25cm

P3 長辺40cm、深さ 30cm P 4 長辺38cm、深さ 40cm

貯蔵穴北東隅に位置し、規模は長辺0.8m、短辺0.

42m、深さ 0.16m を測る。隅丸長方形を呈する。

壁下周溝竃部分を除き全周する。

掘り方 床面と同一であり、部分的に礫層が露出。

出土遺物 南東隅寄りの上層から下層にかけて土師

器坪・甕・甑等が出土し、須恵器脚付盤出土。

時期 8 世紀代

□
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B
、

A
 

I ロ
A'C  L=167.50m 

窟

1 a. 黄褐色土 炭化粒・白・黄色粒・焼土粒を含む。

1 b. 1 a 層よりも白黄色粒の混入が少ない。

※ 1 a~1 b 層は類似し境界も不明確。竃崩落土か。

①．褐色土（竃袖部） 白・黄色粒を含む。炭化物・焼土塊を含む。

2. 暗褐色土 白・黄色粒を多く含む。

C' 3. 黒褐色土黄色粘土が混入。
4. 暗褐色土 2 層土に似るが、大きめの白色粒が上手に

混入。

5. 黒褐色 3 層土より、黄色粘土の混入が多い。

0 L=l67.60m 
第17図 3 号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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゜第19図 3 号住居跡出土遺物(2)

3 号住居跡出土遺物観察表 (PL33 • 34) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) 

1 土師器 西壁際 口～底 口(143) ①にぶい黄褐②酸化

坪 -6 部片 高一 底一 焙③砂粒含む

2 土師器 東 口～底 口 13.0 高一 ①橙②酸化焔

坪 5 部片 底一 ③砂粒含む

3 土師器 鼈前 口～底 口 (15.6) ①橙②酸化焔

坪 3 部片 高5.0 底1 1.2 ③細砂粒・粘土粒含む

4 土師器 覆土 口縁片 口 (15.6) ①にぶい橙②酸化焙

坪 高一 底一 ③細砂粒僅かに含む

5 土師器 授土 口縁片 口 (17.0) ①橙②酸化焔

皿 高一 底一 ③細砂粒僅かに含む

6 土師器 南東 ほぼ完 口 18.4 高4.4 ①橙②酸化焔

坪 8 形 底4.0 ③砂粒混じり

7 須恵器 南西 ％高台 ロ (24.2) ①灰②還元焙

脚付盤 11 部欠 ③砂粒含む

8 土師器 中央 口～胴 口 (12.6) ①明赤褐②酸化焔

小型甕 16 部片 高一 底一 ③粗砂粒含む

9 土師器 覆土 口～胴 口 02.0) ①にぶい赤褐②酸化

小型甕 部片 高一 底一 焔③砂粒含む

10 土師器 東 底部片 ロー 高一 ①橙②酸化焔

小型甕 4 底 (5.9) ③砂粒含む

11 土師器 中央 底部 ロー 百回一 ①明褐②酸化焔

甕 16 底5.0 ③粗砂粒含む

12 土師器 中央 底部片 口一 高一 ①にぶい赤褐②酸化

甕 33 底 (7.4) 焔③粗砂粒含む

13 土師器 中央 口縁片 口 (270) ①明褐②酸化焔

甕 32 高一 底一 ③粗砂粒含む

14 土師器 中央 口縁片 口 (28.0) ①にぶい橙②酸化焔

甕 10 高一 底一 ③粗砂粒含む

15 土師器 東壁際 口～胴 口 (23.5) ①橙②酸化焙

甑 41 部片 高一 底一 ③粗砂粒含む

16 土師器 中央 口～胴 口 (22.0) ①橙②酸化焔

甕 20 部片 高一 底一 ③粗砂粒含む

4 号住居跡 (PL6 • 34 • 35 • 36) 

位置 lr-13グリッド

主軸方位 N-3ｰ-W 

床面積 12.0m' 

重複なし

規模と形状長辺5.0m、短辺3.2m、残存壁高0.5m

を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土 桑根や耕作等の攪乱多く、壁際は地山崩落の

三角堆積が見られる。しまり弱く砂礫が混入する。

床面 黒褐色土を貼床状に貼ったと思われるが固く

踏み締められた部分は見られない。

器形・整形の特徴

口縁と体部の境に弱い稜を持つ。口縁部横ナデ。

体部から底部手持ちヘラ削り。内面丁寧なナデ。

口縁部横ナデ。体部から底部にかけ手持ちヘラ削

り、内面ナデ。

器表面もろく、調整痕不明瞭。口縁部横ナデ。体

部内湾気味。底面平底状を呈する。

皿状を呈する。口縁部横ナデ。体部未調整。底部

ヘラ削り。内面丁寧なナデ。

口縁部横ナデ。体部から底部ひずみ見られる。内

面丁寧なナデ。

口唇部内屈、断面三角形を呈する。器表面もろく、

調整痕不明瞭。

輔輯整形。口唇頂部強いナデ、断面三角形の受部。

腰部回転ヘラ削り。底面回転ヘラナデ。

口縁部短く外反、横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。

口縁部から頸部横ナデ、胴上部横位指ナデ。胴中

央から下半縦位ヘラ削り。内面丁寧なナデ。

器表面もろく調整痕不明瞭。腰部横位ヘラ削り。

底面ヘラ削り。内面円弧状のナデ。

器表面調整痕不明瞭。底部肥厚。

胴部下端横位ヘラ削り。底面ヘラ削り。内面斜縦

位ヘラナデ。

口縁部外反、胴部直立気味、斜縦位ヘラ削り後、

口縁部横ナデ。

口縁部外反、横ナデ。胴部直立気味、斜縦位ヘラ

削り。内面斜位指ナデ。

口縁部短く外反。胴部縦位ヘラ削り後、口縁部横

ナデ。内面横ナデ。

口縁部緩く外反。胴上半斜縦位ヘラ削り後、口縁

部横ナデ。内面横位ナデ。

It Ir 
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第 3 章検出された遺構・遺物
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A' 1. 暗褐色砂質 炭化物、土器片、黄・白色粒少量

含む。

2. 暗褐色土 黄・白色粒を多く含む。小礫混入。

3. 暗褐色土大礫を多く含む。

4. 暗褐色土 小礫、白・黄色粒多く含む。砂質が

C' 強い。

5. 暗褐色土 白・黄色粒をやや多く含む。

6. 暗褐色土 混入物はかなり少ない。

7. 暗褐色土全体に黄色を帯びる。

8. 暗褐色土 白・黄色粒、小礫を多く含む。

a. 暗褐色土（やや黒色） 砂質。白・黄色粒、小

礫を多く含む。

b. 暗褐色土（やや黒色） 白・黄色粒を含む。土

器片の混入が目立つ。下端は礫が集

中。

①．暗褐色土 礫、白・黄色粒も多く密にしまる。

貼り床か。

②．黄色砂礫層 暗褐色土塊含む。

③．黄色砂礫層 （地山）

! 
第20図 4 号住居跡
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第21図 4 号住居跡出土遺物(1)
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第 1 節竪穴住居跡の概要

鼈跡北壁中央部住居内に燃焼部を有する竃が付設

される。焚口部には補強用に礫が埋置される。燃焼

部内には天井部崩落土と思われる焼土混じりの黄褐

色土が観察できた。煙道部へは緩やかに立ち上がり、

煙道部はNo.16 • 21 • 22の土師器甕が用いられ壁外へ

伸びる。

柱穴・貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されない。

出土遺物 竃前から北東隅にかけて、土師器坪・甕

を中心に出土し、須恵器蓋は上層より出土している。

掘り方礫層を掘り込み構築され、あまり起伏は見

られない。床面とほとんど同一である。

時期 7~8 世紀代

lm 

1 ．暗黄褐色土 白・黄色粒、焼土粒、炭化物、凝灰岩の細片含む。

2. 1 層土を主体とし、焼土粒を多く含み、赤色をおびる。

3. 黒褐色土 白・黄色粒を多く含み、焼土粒、礫、砂岩を含む。

①．礫（巾 l~5 cm) を主体とし、黒褐色土が少量混じる。地山土。

第22図 4 号住居跡鼈
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第23図 4 号住居跡出土遺物（ 2) 12 、 13、 15~19
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第24図 4 号住居跡出土遺物 (3)

4 号住居跡出土遺物観察表 (PL34 • 35 • 36) 

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 土師器 覆土 胴～底 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 体部縦位指ナデ。底部未調整、丸底。
手づくね % 底2.0 ③細砂粒含む

2 須恵器 南西 摘～口 口 (16.0) ①灰②還元焙 鞘櫨整形。頂部回転ヘラ削り。口縁部屈曲。内面
蓋 43 縁％ 高一 底一 ③砂粒少量含む 強いカエリを持つ。リング状摘み。

3 土師器 鼈月IJ ほぼ完 口 11.2 高3.9 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部やや内湾。器表面もろく調整不明瞭。
坪 1 形 底一 ③細砂粒含む

4 土師器 覆土 口～底 口(12.8) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。器表面もろく調整不明瞭。
坪 % 高一 底一 ③細砂粒含む

26 



番号 器種
出土位置

残存
法 量：

(cm) (cm) 

5 土師器 竃前 口～底 口 16.0 高21 

皿 29 % 底一

6 土師器 鼈前 口～体 口(18.0)

坪 13 部片 高一 底一

7 土師器 北西 口縁片 口(15.5)

坪 44 高一 底一

8 土師器 鼈前 口～胴 口 (8.6)

小型甕 49 ｽ 高一 底一, 土師器 北東 口～底 口16.0 高62 

坪 17 ｽ 底一

10 土師器 南西 口～胴 口 (8.5)

小型甕 43 % 高一 底一

11 土師器 南 脚部％ ロー 高一

台付甕 9 底(10.0)

12 土師器 北東 ほぼ完 口 13.7高 16.2

小型甕 15 形 底一

13 土師器 南東 口～胴 □ (22.0) 

鉢 17 部片 高一 底一

14 土師器 北東 口～胴 口(1. 8)

小型甕 9 % 高一 底一

15 土師器 竃前 口縁片 口 (26.8)

甕 18 高一 底一

16 土師器 煙道 口～胴 口 (22.6)

甕 54 部片 高一 底一

17 土師器 北東 口～胴 口 (2 1. 0)

甕 34 % 高一 底一

18 土師器 北東 口～胴 口 (245) 

甕 32 部片 高一 底一

19 土師器 竃前 口～胴 口 (256) 

甕 17 上位％ 高一 底一

20 土師器 竃前 口～胴 口 (2 1. 6)

甕 14 % 高一 底一

21 土師器 煙道 口～胴 口22.0 高一

甕 51 % 底一

22 土師器 煙道 頸～胴 口一 高一

甕 50 ｽ 底一

23 土師器 中央 口～胴 口(19.0)

甕 7 ｽ 高一 底一

24 土師器 鼈前 口縁片 口 (210) 

甕 22 高一 底一

25 土師器 北東 口縁片 口 (244) 

甕 30 高一 底一

26 土師器 鼈前 口縁％ 口 (22.0)

甕 15 高一 底一

27 土師器 北東 底部片 ロー 高一

甕 32 底一

28 土師器 鼈前 底部％ ロー 高一

甕 18 底一

5 号住居跡 (PL7 • 36 • 37 • 38) 

位置 lt-21 グリッド

主軸方位 N-78'-E 

床面積 24.0m' 

重複なし

①色調②焼成③胎土

①黄橙②酸化焙

③細砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③細砂粒含む

①明黄褐②酸化焔

③細砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③砂粒・粘土粒含む

①橙②酸化焔

③細砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③細砂粒含む

①明褐②酸化焔

③細砂粒含む

①明赤褐②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①橙②酸化焙

③砂粒含む

①にぶい橙②酸化焙

③片岩粒·粗砂粒含む

①橙②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③片岩粒・粗砂粒含む

①にぶい黄橙②酸化

焙③片岩・粗砂粒含む

①明赤褐②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①褐②酸化焔

③片岩粒・粗砂粒含む

①橙②酸化焙

③片岩粒・粗砂粒含む

①橙②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③片岩粒・粗砂粒含む

①明赤褐②酸化焔

③片岩粒・粗砂粒含む

①橙②酸化焔

③片岩粒．粗砂粒含む

①橙②酸化焙

③片岩粒．粗砂粒含む

①明赤褐②酸化焔

③砂粒含む

①にぶい橙②酸化焔

③砂粒含む

規模と形状 長辺5.4m前後、短辺5.0m、残存壁高

0.36m を測り、横長長方形を呈する。

埋土 人頭大から、小礫まで大小様々な礫と土器片

が投げ込まれたような状態で出土。

第 1 節竪穴住居跡の概要

器形・整形の特徴 備考

口縁部強いナデ。底部やや肥厚。内底面円形の凹

線。器表面もろく調整不明瞭。

口縁部僅ずかに直立気味、横ナデ。体部から底部

手持ちヘラ削り。

口縁部横ナデ、口唇部やや内屈。口縁部下未調整。

底部手持ちヘラ削り。

胴部から頸部にかけ内傾。口縁部直立気味。胴上

部斜位ヘラ削り後、頸部横ナデ。

口縁部横ナデ、口唇部強いナデにより内湾。体部

から底部手持ちヘラ削り。内面丁寧なナデ。

胴部から口縁部にかけ内湾し、頸部に稜を有する。

口縁部短く直立する。胴部横位ヘラ削り。

裾部大きく開き横ナデ。内面放射状指ナデ。

胴上半斜位、下端横位ヘラ削り。頸部強いナデに

より直立。口縁端部僅ずかに外屈。内面ナデ。

口縁部短く外反。胴部斜位ヘラ削り後、口縁部横

ナデ。

口縁直下に 1条の沈線巡る。胴上部斜縦位ヘラ削り

後、頸部強いナデ。

口縁部大きく外反、横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。

内面横位ナデ。

口縁部外反。胴部斜縦位ヘラ削り後、口縁部横ナ

デ。内面横位ナデ。

口縁部外反。胴部斜縦位ヘラ削り後、口縁部横ナ

デ。内面横位ナデ。

口縁部外反。胴部斜縦位ヘラ削り後、口縁部横ナ

デ。内面横位ナデ。

口縁部強く外反。横ナデ後、胴部縦位ヘラ削り。

内面横位ナデ。

口縁部外反。頸部にかけ横ナデ。胴上部縦位、下

半斜位ヘラ削り。内面斜位ナデ。

口縁部強く外反。胴部縦位ヘラ削り後、口縁部横

ナデ。内面横位ナデ。

胴部縦位ヘラ削り。内面斜位ナデ。

口縁部外反、口唇部外屈。頸部にかけ横ナデ後、

胴部縦位ヘラ削り。内面横位ナデ。

口縁部僅かに外反、横ナデ。胴部球形を呈し、内

面横位ナデ。

口縁部緩かに外反。頸部にかけ横ナデ。胴部球形

を呈し、上半斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

口縁部僅かに外反、横ナデ。胴部球形を呈し、内

面横位ナデ。

胴下端横位ヘラ削り。底面不定方向ヘラ削り。内

面横位ナデ。

胴下端横位ヘラ削り。底面不定方向ヘラ削り。内

面横位ナデ。

床面 壁寄り部分は地山が露出し、住居中央部のみ

地山粘土層を含む黒褐色土が貼られる。

鼈跡東壁住居内に燃焼部を有する竃が付設され

る。焚口部には鳥居状に礫が組まれ、袖部分は黒褐

色土及び灰褐色土等の混土により構築される。壁面

等の焼けは弱く、調査時に右袖を削平した。
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第 3 章 検出された遺構・遺物

柱穴 計 8 本の柱穴を検出し、内側に等間隔の柱間 It 

をもつ4本柱穴と外側に東西方向にやや長い柱間を

もつ4本柱穴がある。建て替えによる配置と考えら

れ、新旧は内側4本が古く、外側4本が新しい。

規模 p 1 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

長辺0.37m、短辺0.32m、深さ 0.33m

長辺0. 70m、短辺0.67m、深さ 0.38m

長辺0.53m、短辺0.43m、深さ 0.30m

長辺0.31m、短辺0.24m、深さ 0.24m

長辺0.36m、短辺0.35m、深さ 0.35m

長辺0.22m、短辺0.20m、深さ 0.08m
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貯蔵穴 l
L=166.80m F' 

量
P4 

Pl 

瓢大小の礫が乱雑に積み重なり混入。人為的投入か。
米粒大～親指大の礫を多く含む。

粒は細かくしまりがあり、親指大の礫が点在。

粒は細かくしまりがあり、砂礫層の影響を受け、部

分的に砂利を含む。床の部分と思われる。

第25図

瓢
一

蔵貯
貯蔵穴 2

G L=I66.80m G' ..  

1 ．黒褐色土

2. 黒褐色土

3. 黒褐色土

4. 黒褐色土

゜
L=l67.20m 2 ill 

貯蔵穴1. 2 

l ．黒褐色土 大小礫を含む。ややしまっている。

2. にぶい褐色～にぶい橙色粘質土。

5 号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡の概要

D
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A
 

A' 

B
 

``‘ L=166.90m 

貯蔵穴東南隅部と柱穴脇の 2 カ所で検出した。柱

穴同様建て替えにより新旧があり貯蔵穴 1 が新、貯

蔵穴 2 が旧。貯蔵穴 1 の規模は長辺0.60m、短辺0.54

m、深さ 0.28m を測り、貯蔵穴 2 の規模は長辺0.64

m、短辺0.52m、深さ 0.35m を測る。

壁下周溝 東壁竃右脇で確認した。

出土遺物 中央から南寄りのP2~P5 の柱間部分

に集中し、埋没土中・上層より出土が多く、礫と共

に投げ込まれた可能性が考えられる。 No. l の土師器

坪は、鉢に近い大型の坪を再加工して木葉状の坪と

なる。 No.22の高坪は P4 付近から出土。滑石製臼玉

や土製小玉等は北西隅から住居外にかけて出土して

いる。

掘り方砂礫層を掘り込み構築され、床面とほぼ一

致し、起伏は余り見られない。

lm 時期 7 世紀代

①．褐色土粒子は細かくしまりがある。

②．黒褐色土 親指大の礫や灰白色粒子、褐色粒子を含む。

第26図 5 号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物

5 号住居跡出土遺物観察表 (PL36 • 37 • 38) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 南東 ｽ 口 15.4,10.2 ①橙②酸化焙 船底状を呈する坪。長側縁は水平をなし、坪の再 木葉型

坪 土〇 高一 底一 ③砂粒含む 加工により平面木葉状を呈する。

2 土師器 南東 % 口 13.4 高3.7 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部直立、横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。

坪 45 底一 焔③粘土粒含む 底部平底状を呈し、器高浅い。

3 土師器 中央 口縁％ 口(13.6) ①橙②酸化焔 口縁部直立、横ナデ。弱い稜を持つ。体部から底

坪 29 高一 底一 ③細砂粒僅かに含む 部手持ちヘラ削り。平底状を呈する。

4 土師器 北西 口縁％ 口(132) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部 2 段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体

坪 -2 欠損 高4.9 底一 ③砂粒含む 部から底部手持ちヘラ削り。

5 土師器 貯穴 % 口 13.1 高4.5 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ、口唇端部内屈。体部との境に弱い

坪 34 底一 焔③砂粒含む 稜を持つ。体部から底部手持ちヘラ削り。

6 土師器 北西 % 口15.5 高一 ①明赤褐②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 50 底一 ③砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

7 土師器 南西 % 口 14. 6 高一 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 30 底一 ③砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

8 土師器 北西 完形 口13 4 高4.8 ①橙②酸化焙 器表面もろく調整不明瞭。口縁と体部境に稜を持

坪 7 底一 ③細砂粒・粘土粒含む つ。

9 土師器 南東 % 口 15.0 高49 ①明赤褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 41 底一 ③砂粒少鼠含む 底部手持ちヘラ削り。

10 土師器 鼈左脇 ｽ 口 14 6 高一 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 土〇 底一 ③砂粒含む 部から底部手持ちヘラ削り。

11 土師器 中央 % □ (12.8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 10 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。

12 土師器 南東 口～体 口 04.6) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部 2 段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体

坪 60 部片 高一 底一 ③細砂粒僅かに含む 部から底部手持ちヘラ削り。

13 土師器 南西 % 口 (15.8) ①橙②酸化焙 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 24 高一 底一 ③粗砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

14 土師器 鼈前 % 口 (13.1) ①橙②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 45 高一 底一 ③細砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

15 土師器 南東 % 口 (11.5) ①橙②酸化焙 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 40 高一 底一 ③細砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

16 土師器 北西 口～体 口(130) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 22 % 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。

17 土師器 中央 % 口(120) ①橙②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 26 高一 底一 ③細砂粒含む から底部手持ちヘラ削り。

18 土師器 南東 % 口 15 0 高5.2 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部

坪 35 底一 ③粗砂粒少旦含む から底部手持ちヘラ削り。

19 土師器 中央 % 口 (14.0) ①赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 20 高60 底一 ③粗砂粒混じり 底部手持ちヘラ削り。

20 土師器 南西 ほぽ完 口 14.8 高4.8 ①橙②酸化焔 口縁部2段の横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。

坪 27 形 底一 ③砂粒少量含む 体部から底部手持ちヘラ削り。

21 土師器 中央 % 口 (11.7) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 17 高3.3 底ー ③砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。

22 土師器 北東 口～脚 口(12 2) 裾 ①橙②酸化焙 器表面もろく調整不明瞭。坪部は体部との境に稜 坪部尚3.8cm

高 坪 土〇 % (11.4) 高 12.3 ③砂粒・粘土粒含む を持つ。脚部ラッパ状に開き、内面輪積み痕残る。 脚部高8.5cm

23 土師器 中央 脚部 裾172 ①橙②酸化焔 ラッパ状に開く。縦位ヘラ削り。裾端部は横ナデ、

高 坪 16 ③細砂粒・粘土粒含む やや受口状を呈する。内面ヘラナデ及びヘラ削り

24 土師器 南東 口～胴 口 (126) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ後、胴部縦位のナデに近いヘラ削り

甕 48 % 高一 底一 焔③細砂粒僅かに含む 調整。内面丁寧なナデ。

25 土師器 鼈左 口～胴 口(130) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

甕 6 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む

26 土師器 中央 口縁％ 口(160) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ後、胴部縦位ヘラ削り。内面刷毛目

甕 29 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む 状横ナデ。

27 土師器 北西 ほぽ完 口17 6高360 ①明赤褐②酸化焔 口縁部緩やかに外反。頸部にかけ横ナデ。胴部縦

甕 8 形 底4.8 ③片岩粒．粗砂粒混入 位ヘラ削り。胴下端横位ナデ。内面横位ヘラナデ。

28 土師器 中央 口縁片 口 (23.8) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部緩やかに外反。横ナデ、胴部縦位ヘラ削り。

甑 22 高一 底一 焔③粘土粒少鼠含む 内面丁寧なナデ、平滑。

29 土師器 北東 胴～底 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 片岩粒・小砂礫多凪に混じる。底部肥厚、削り出

甕 土〇 % 底60 ③片岩粒・粗砂粒混入 し状。胴外面縦位ヘラ削り、内面横位ナデ。

30 土師器 南東 胴部片 口一 高一 ①褐②酸化焔 長胴形をなす。胴部縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

甕 15 底一 ③片岩粒・粗砂粒混入 片岩粒・粗砂粒器表面に露出。調整不明瞭。
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第 1 節竪穴住居跡の概要

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

31 土師器 南東 ほぼ完 口24.3 端部 ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部外反、横ナデ。胴部上、中、下で、三段階 内面黒色。

甑 土〇 形 10.2 高28.4 ③細砂粒僅かに含む 縦位ヘラ削り。開口端部面取り。内面横位ナデ。

32 土師器 鼈内 底部片 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下端斜縦位ヘラ削り。内面指ナデ。

甕 28 底4.8 ③粗砂粒含む

33 土師器 南東 底部片 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 底面木葉痕状の沈線見られる。 2次焼成を受ける。

甕 6 底 (8.0) ③細砂粒含む

34 土師器 南西 胴～端 端部11.0 ①橙②酸化焔 胴部斜縦位ヘラ削り。内面縦位ナデ。開口部内面

甑 45 部％ ③粗砂粒含む 面取り。

35 土師器 南西 胴～端 端部58 ①にぶい黄橙②酸化 胴部下半部斜縦位ヘラ削り。底部焼成後、穿孔？ 穿孔径長2.

甑 37 部 焙③粗砂粒含む 楕円形を呈する。 7 短2.5

36 土師器 鼈 底部片 端部 (6.0) ①橙②酸化焔 胴部下半部斜縦位ヘラ削り。底部複数の小孔を内

甑 48 ③砂粒含む 外面から開ける。

37 土師器 中央 底部片 端部 (12.6) ①橙②酸化焔 胴部下半部斜縦位ヘラ削り。開口部内外反、面取

甑 19 ③砂粒含む り。

38 須恵器 中央 口縁片 口 (22.0) ①灰褐②還元焙 口唇部強いナデ。 1条沈線巡る。口縁部1条の隆線

甕 38 高一 底一 ③細砂粒含む はさみ上下に波状文。

39 須恵器 北東 体部片 ロー 高一 ①灰黄褐②還元焙 輔轄整形。回転ヘラ削り。回転凹線見られる。

蓋 23 底一 ③細砂粒含む

40 土製品 北西壁際 完形 く計測値＞長0.4、幅0.5、厚0.3、孔0.1、重0.1g く特徴＞超小型品。棒に粘土巻き付け

小 玉 31 焼成することにより円孔あける。

41 石製品 北西壁際 完形 く計測値＞長1. 1、幅1. 1、厚0.6、孔0.2、重1. 2 g く石材＞滑石 く特徴＞円筒形。中央

臼 玉 31 部穿孔。あまり研磨されず、仕上げは荒い。

42 土製品 北西壁際 完形 く計測値＞長0.8、幅0.8、厚0 6、孔0.1、重0.3 g く特徴＞棒に粘土巻き付け焼成するこ

小 玉 31 とにより円孔あける。

43 土製品 北西壁際 完形 く計測値＞長1 1、幅1. 2、厚1. 8、孔0 2、重08g く特徴＞棒に粘土巻き付け、焼成によ

小 玉 31 り円孔あける。

44 土製品 北西壁際 ｽ く計測値＞長(1. 0) 、幅（1. 0) 、厚ー、孔0 2、重03g く特徴＞棒に粘土巻き付け焼成す

小 玉 31 ることにより円孔あける。

45 土製品 北西壁際 完形 く計測値＞長1. 1、幅1. 3、厚1. 1、孔0.2、重1. 1g く特徴＞算盤玉状を呈する。棒に粘土

小 玉 31 巻き付け焼成することにより円孔あける。

46 石製品 北西壁際 一部欠 く計測値＞長1.1、幅1 1、厚0.6、孔0.1、重13g く石材＞片岩 く特徴＞不定形。河原

小 玉 31 損 石を穿孔し、小玉として利用。

47 石製品 北西壁際 ほぼ完 く計測値＞長4.4、幅4 4、厚1.1、重314g く石材＞片岩 く特徴＞紡錘車の未製品と

紡錘車 31 形 思われる。円盤状を呈し片面中央部に剥離見られ、穿孔時の痕跡か？。

6 号住居跡 (PL8 • 38 • 39) 

位置 Im-9 グリッド 床面積 15.2m'

主軸方位 N-3°-W 重複なし

規模と形状一辺4.5m前後、残存壁高0.38m を測

り、正方形を呈する。

埋土 1~10cm程の礫を含む黒褐色土で埋没し、全

体に均ーな土層である。壁際では壁崩落の三角堆積

が見られる。

床面 全体に地山の土質に影響を受け、硬．軟によ

り多少の起伏が見られる。北壁寄りは地山が礫層で

あるため礫面が露出し、鼈周辺部は竃構築土の黄褐

色粘質土小塊の広がりが見られ、下層の黄褐色土小

塊混じりの黒褐色土は床面に薄く貼り込まれ、やや

硬化している。住居中央南側は掘り方面をそのまま

利用している。

鼈跡 北壁中央部西より住居内に燃焼部を有する鼈

が付設される。焚口部には板状礫が立石状態で埋置

され補強材として利用され、芯材には礫混じりの暗

褐色土を用い、その上に若干黒褐色土が混じる黄褐

色粘質土をかぶせ構築されている。燃焼部内の火床

面直上には、天井部崩落土である底面の焼土化した

黄褐色土の堆積が見られた。燃焼部内壁の焼けは弱

ぃ。煙道部は壁を掘り込み緩く立ち上がる。

柱穴 各隅対角線上に 4 本確認した。ほぼ円形を呈

し、掘り込みは深い。

規模 p 1 長辺0.4m、短辺0.35m、深さ 0.28m

P2 長辺0.3m、短辺0.28m、深さ 0.45m

P3 長辺0.35m、短辺0.35m、深さ 0.4m

P4 長辺0.42m、短辺0.33m、深さ 0.35m

33 



第 3 章検出された遺構・遺物

貯蔵穴検出されなかった。

壁下周溝 鼈周辺や南西隅及び東壁一部を除く部分

に巡る。

出土遺物 P 2 • 3 周辺にも大礫が集中して出土し

た。土器は、竃前から中央部にかけて土師器坪・甕・

甑等が散乱して出土し、 P3 周辺でも若干土器が出

土している。

掘り方 礫層及びシルト質土の地山を掘り込んでい

るため土質により、若干の起伏が見られるがほぼ平

坦に掘られている。

時期 7 世紀代
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1 a. 黒褐色土軟質、 1~10cm大の礫を多く含む。

1 b. 黒褐色土 1 a より粘性あり。礫含む。

2. 黒褐色土礫を少量含む。

3. 黒褐色土小礫を多く含む。

①．黒褐色土 2~5 cm大の亜角礫を多く含む。

②．黒褐色土軟質。細礫僅かに含む。

③．礫を含む。

第30図 6 号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡の概要

叫 叫
1.暗褐色土 粘土粒・焼土粒を僅かに含む。

大礫を含む。

2. 褐色土 袖構築粘土の崩落。焼土粒。小塊

を含む。

3. 暗褐色土 粘土粒・焼土粒を含む。天井部

崩落土。

①．黒褐色土礫を多く含む。竃外側構築土。

②．暗褐色土礫を多く含む。粘土粒を僅かに

含む。竃構築材土。

量
A ul 

A'B  
叫
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第31図 6 号住居跡鼈
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第32図 6 号住居跡出土遺物 (1)
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第33図 6 号住居跡出土遺物（ 2)

6 号住居跡出土遺物観察表 (PL38 • 39) 

番号 器種
出土位置

残存
法 旦

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 土師器 北西 ほぽ完 口 13.5 高47 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持ち、体部から

坪 6 形 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。内面横ナデ。

2 土師器 北西 % 口 02.4) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。内傾気味に立ち上がる。体部との境

坪 6 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む に弱い稜を持つ。体部から底部手持ちヘラ削り。

3 土師器 南 口縁一 口 12 5 高4.3 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部未調整。底部手持ちヘラ削り。

坪 6 部欠損 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面指頭痕残る。底部肥厚。

4 土師器 北西 % 口 13 4 渦一 ①明褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持ち、体部から

坪 6 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。内面横ナデ。

5 土師器 北西 % 口(14.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部未調整。底部手持ちヘラ削り。

坪 6 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面指頭痕残る。

6 土師器 覆土 % 口 02.8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削り。

坪 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

7 土師器 覆土 口～底 口(13.0) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部未調整。底部手持ちヘラ削り。
坪 部片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面指頭痕残る。底部肥厚。

8 土師器 南西 完形 口2.7 高3.7 ①にぶい黄褐②酸化 口縁部横ナデ。胴上半指ナデ。胴下半から底部未

手づくね 6 底一 焔③細砂粒少量含む 調整。
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番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) , 土師器 北西 ほぼ完 口 10.8 高6.0 ①にぶい黄橙②酸化

坪 6 形 底一 焔③粘土粒含む

10 土師器 北西 ｽ 口 (14.4) ①にぶい橙②酸化焔

坪 6 高52 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

11 土師器 南西 ｽ 口 10.8 高5.6 ①にぶい橙②酸化焔

坪 6 底一 ③粘土粒含む

12 土師器 北西 % 口(13.0) ①橙②酸化焔

鉢 6 高一 底一 ③細砂粒少量含む

13 土師器 竃左 ほぼ完 口 14.2 高8.8 ①橙②酸化焔

碗 6 形 底一 ③砂粒含む

14 土師器 中央 % 口 10.2 高9.0 ①にぶい橙②酸化烙

小型甕 6 底3.6 ③片岩粒・粗砂粒混入

15 土師器 北東 胴一部 口12.4高11.0 ①にぶい黄橙②酸化

小型甕 6 欠損 底5.0 焙③砂粒含む

16 土師器 鼈前 口～胴 口 (22.8) ①明赤褐②酸化焙

甕 6 % 高一 底一 ③砂粒含む

17 土師器 北東 胴～底 ロー 高一 ①橙②酸化焔

甕 6 % 底4.3 ③片岩粒．粗砂粒混入

18 土師器 南西 口縁片 口 (20.1) ①にぶい橙②酸化焙

鉢 6 高一 底一 ③小礫混じり

19 土師器 中央 口縁片 口 (216) ①にぶい褐②酸化焔

鉢 6 高一 底一 ③細砂粒少麓含む

20 土師器 鼈前 胴～底 端部8.2 ①明赤褐②酸化焔

甑 6 ｽ ③砂粒含む

21 土師器 南西 ロ～胴 口 (27.3) ①橙②酸化焔

甕 6 % 高一 底一 ③砂粒含む

22 土師器 南東 底部片 端部 (1 1. 0) ①にぶい橙②酸化焙

甑 6 ③細砂粒少量含む

7 号住居跡 (PL8 • 39 • 40) 

位置 Is-13グリッド 床面積 17.lm'

主軸方位 N-3ｰ-W 

重複 2 号土坑に切られ、 13号住居を掘り込む。

規模と形状長辺5.lm、短辺4.3m、残存壁高0.24

mを測り、東西に長い横長長方形を呈する。東壁か

ら南壁にかけては削平され浅くなる。

埋土全体に小礫混じりの褐色土により埋没し、下

層には大礫多く含まれ、壁際には壁崩落土の三角堆

積が見られる。

床面礫層上面の粘性の強い地山暗褐色土を利用し

床面とする。西壁中央部には黄褐色粘質土を貼り込

み、緻密で堅く締まっている部分あり。

鼈跡 北壁中央東寄りの壁を僅かに掘り込み鼈が付

設される。焚口部には礫が出土し、補強材として利

用されていたと考えられる。袖は黄白色粒混じりの

暗褐色土が利用され、良く締まる。壁面の焼けは前

方部に顕著に見られる。煙道部は壁外に水平に伸び

る。

第 1 節竪穴住居跡の概要

器形・整形の特徴 備考

口縁部横ナデ。体部から底部にかけて、成形時のひ 内面黒色

ずみ残る。体部ナデ。内面上半横ナデ、下半ヘラナデ。

口縁部 2 段の横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削

り。

口縁部横ナデ。体部から底部にかけて成形時のひ

ずみ残る。体部ナデ。内面上半横ナデ、下半ヘラナデ。

口縁部横ナデ。球形胴。ヘラ削り後ナデ。底部へ

ラ削り。内面丁寧なナデ。

口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。体部丸底未調

整。内面上半横ナデ、下半ヘラナデ。

器表面粗砂粒、片岩粒露出。口縁部横ナデ。胴部

斜位ヘラ削り。内面横ナデ。

胴部斜縦位ヘラ削り後、口縁部横ナデ。内面横ナ

ア。

口縁部横ナデ。胴上部縦位ヘラ削り、内面横ナデ。

片岩粒・粗砂粒多量に外表面露出。調整不明瞭。

胴下部屈曲、底部へ移行。内面横ナデ。

器表面、小礫露出。胴部斜位ヘラ削り後、口縁か

ら頸部にかけ横ナデ。

口縁部横ナデ。体部斜位ヘラ削り後ナデ。内面丁

寧なナデ、平滑。

長胴形をなし、下部屈曲し底部へ移行。中位縦位、

下半斜位ヘラ削り。内面横ナデ。開口部面取り。

口縁から頸部横ナデ後、再度ナデ。胴部縦位ヘラ

削り後、同方向にナデ。内面横ナデ。

胴部直線的に開く、縦位ヘラ削り。内面下半横ナ

T--。

Jb It Ir 

14 

12 

柱穴・貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されない。

出土遺物 住居中央部に土師器・坪・小型甕など散

在する。底部回転ヘラ調整、削り出し高台の須恵器

坪も中央部で出土している。

掘り方 粘性の強い暗褐色土を礫層直上で掘り残し

ている。部分的に礫が露出する。

時期 8 世紀代
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第 3 章 検出された遺構・遺物
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1.褐色土小礫、白・黄色粒を含む。

2. 礫が多く、大礫を疎らに含む。

3. 暗褐色土 白・黄色粒を少鼠含む。

4. 黄褐色土 白・黄色粒、炭化物粒を少量含む。黄色粘土混入。

第34図

①．暗褐色土

②．暗褐色土

白・黄色粒を少旦含む。 (2 号土坑フク土）

大礫が多量に入る。廃絶後周辺からの礫等の流れ込

みの際に攪乱されたものか。

③．全体に大礫が多い。

7 号住居跡
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第35図 7 号住居跡出土遺物 (1)
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第36図 7 号住居跡鼈
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。 L=167. 70m 

1.明褐色土焼土を全体に含み、赤色をおびる。白色粒混じり。

2. 褐色土 白色粒を含む。焼土粒小塊を含む。

3. 褐色土 焼土粒、白色粒を少量含む。

4. 褐色土 白色粒を含み、焼土粒を微量含む。

5. 褐色土 やや黒色が強く、白色粒を多く含む。

①．暗褐色土 白・黄色粒を多く含む。外側下部はやや黄色帯びる。

②．暗褐色土 中心部に白色粒多く含む。竃西裾部 1 層と同様。
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第37図 7 号住居跡出土遺物（ 2)
10~13 • 15 

7 号住居跡出土遺物観察表 (PL39 • 40) 

番号 器種
出土位置

残存
法 盤

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 須恵器 南西 % 口 (15.0) ①灰黄②還元焔 鞘櫨整形。底部回転ヘラ切り離し後、ヘラナデ。

塊 , 高4 2底 (8.8) ③黒色細粒含む 高台部削り出し、両側ヘラ削り痕。

2 土師器 北西 完形 口12.8 高4.1 ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。口縁部横ナデ。内面横

坪 士 0 底一 ③砂粒含む ナデ。

3 土師器 覆土 口～底 口(128) ①明褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部及び底部器表面もろく、調整

坪 部片 高一底（7.6) ③細砂粒・粘土粒含む 不明瞭。

4 土師器 南西 口～体 口(13.6) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面丁寧なナ

坪 7 パ 高一 底一 ③細砂粒含む ァ。

5 土師器 中央 ほぼ完 口 14.2 高4.1 ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。口縁部横ナデ。内面横

坪 5 形 底8.8 ③細砂粒・粘土粒含む ナデ。内底面立ち上がり部強いナデ。

6 土師器 南東 ｽ 口(17.4) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部から底部にかけてヘラ削り。

坪 10 高3.0 底ー ③細砂粒含む 内面丁寧なナデと底面から口縁部にかけ暗文。

7 土師器 南西 % 口(106) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部強いナデ。体部器表面もろく調整不明瞭。

小型甕 7 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

8 土師器 覆土 % 口 (7.6) 高41 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部から体部にかけ内湾。口縁部横ナデ。器表

坪 底 (7.0) ③細砂粒含む 面剥落ナデ。, 土師器 南西 % 口一 高一 ①にぶい赤褐②酸化 鉢状を呈する。体部から底部にかけて横位ヘラ削

坪， 7 底 (6.5) 焙③細砂粒含む り、内面横位ナデ。
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量：

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

10 土師器 南西 口～胴 口 (34.0) ①橙②酸化焔 口縁部外屈、横ナデ。体部調整不明瞭、横位ヘラ

鉢 7 % 高一 底一 ③細砂粒含む 削り。内面横ナデ。

11 土師器 南西 口～胴 口 (21.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く外反、横ナデ。胴部球形状を呈する。

甕 7 % 高一 底一 ③細砂粒含む 胴部斜位ヘラ削り、内面横ナデ。

12 土師器 覆土 口縁片 口 (21.4) ①橙②酸化焔 体部から口縁部直線的に開く。口縁部横ナデ。器

鉢 高一 底一 ③粘土粒含む 表面調整痕不明瞭。

13 土師器 北東 口縁片 口(19.6) ①橙②酸化焔 口縁部外屈、水平方向に開く。胴部長胴形。口縁

甕 土〇 高一 底一 ③細砂粒含む 部横ナデ、胴部縦位ヘラ削り。

14 土師器 北西 脚部片 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。ラッパ状に開き、裾部

高 杯 -2.8 底一 ③細砂粒含む 水平に開く。

15 土師器 覆土 底部％ ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴下位、斜位ヘラ削り。内面ナデ。

甕 底 (5.7) ③砂粒含む

8 号住居跡 (PL9 • 40) 

位置 Im-13 グリッド 床面積 13.5m'

主軸方位 N-20'-W 重複なし

規模と形状一辺4.3m、残存壁高0.3m を測り、正

方形を呈する。

埋土砂礫を含むが、比較的均質な土層である。壁

際に壁崩落土の三角堆積が見られる。

床面硬化面や焼土・灰などの広がりは見られず、

掘り方の地山砂礫層が部分的に露出する。

鼈跡 北壁中央壁際住居内に焼土・炭粒・黄褐色小

Ip In II 

14 

12 

塊を含む黒褐色土と下層より天井崩落土と思われる

焼土を含む暗褐色粘質土の堆積が見られ、また断面
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1.暗褐色土軟質。小亜角礫を多く含む。

2. 暗褐色土 地山の黄褐色土を含む。

3. 暗褐色土礫多く 1 よりやや粘性あり。

4. 暗褐色土礫・黄褐色土粒含む。

①．黒褐色土黄褐色土粒含む。

0 L=168.30m 2m 
第38図 8 号住居跡
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には同様な土質を用いた袖の痕跡を確認した。

柱穴各隅寄りに位置し、同一の柱間を有する。

規模 p 1 長辺0.5m、深さ 0.34m

P2 長辺0.62m、短辺0.48m、深さ 0.16m

P3 長辺0.48m、深さ 0.4m
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第 1 節竪穴住居跡の概要

P4 長辺0.7m、短辺0.4m、深さ 0.4m

貯蔵穴南東隅に位置し、規模は長辺0.6m、短辺0.

47m、深さ 0.6m を測り、形状は長円形を呈する。

壁下周溝 竃及び南壁両隅を除き全周する。周溝内

に径 5~10cm程の小穴があるが、間隔はまちまち。

出土遺物 No. l の須恵器坪は、底部回転ヘラ削り、

稜が明瞭な口縁部内傾する。No. 2 の土師器盤状坪は、

胎土は精緻であり内面に指撫で痕が明瞭に残る。

掘り方地山礫層上面で止められ、中央部がやや高

まり壁際は礫層に達する。

時期 7 世紀代

叫 1.黒褐色土 軟質。焼土粒、黄褐色粘土粒、炭化物を含む。

2 a. 暗褐色土 1 より粘土粒を多く含む。

2 b. 暗褐色土粘性あり。密。

第39図 8 号住居跡鼈
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第40図 8 号住居跡出土遺物 (1)
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第41図 8 号住居跡出土遺物 (2)

8 号住居跡出土遺物観察表 (PL40)

番号 器種
出土位置

残存
法 黛

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 須恵器 南東 完形 口 10.6 高3.4 ①灰②還元焔 輛櫨整形。口縁部内傾。底部右回転ヘラ削り。

坪 4 底13.0 ③砂粒混じり

2 土師器 南東 % 口 (15.7) ①明赤褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部から底部ヘラ削り後ナデ。内

皿 4 高2.5 底ー ③精選 底面一方向指ナデ。

3 土師器 南西 完形 口 1 1. 5 高5.4 ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部ナデ、歪みあり。底面一方向ヘラ 器肉厚い。

坪 -2 底4.0 ③粗砂粒含む 削り。内面丸底気味、ヘラナデ後横ナデ。

4 土師器 左袖 ほぼ完 口 12.4 高4.2 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部直立横ナデ。体部との境に弱い稜をもつ。体

坪 21 形 底一 焔③細砂粒含む 部から底部にかけナデに近い弱い削り。内面横ナデ

5 土師器 右袖 完形 口 12.6 高5.3 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部ナデ、歪みあり。底面ヘラ削 器肉厚い。

坪 15 底8.0 ③粗砂粒含む り。内面丸底気味、ナデ。

6 土師器 北東 % 口(1 1.7) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り後ナデ。底部弱

坪 2 高5.4 底一 ③精選、若干細砂粒含 いヘラ削り。内面ナデ。

7 土師器 南西 完形 口12 4 高6.1 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部ヘラナデに近い削り、歪みあ 器肉厚く重

坪 6 底8.0 ③粗砂粒含む り。内面斜位ヘラナデ。 黛感あり。

8 土師器 南西 ほぼ完 口12 6 高4.8 ①にぶい橙②酸化焔 ロ縁部横ナデ。体部歪みあり。調整不明瞭。内面

坪 7 形 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 剥落。, 土師器 覆土 口縁片 口(12.4) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部 2 段の横ナデ。体部ヘラ削り。内面ナデ、

坪 高一 底一 ③粘土粒多く含む 放射状暗文あり。

10 土師器 中央 % 口(150) ①橙②酸化焔③精選、 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部 器肉やや厚

坪 4 高一 底一 若干細砂粒含む ナデ、底部弱いヘラ削り。 め。

11 土師器 覆土 口縁片 口(15.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 高一 底一 ③砂粒含む 部表面剥落。深めの坪。

12 土師器 覆土 底部片 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 底部肥厚、調整不明瞭。体部ナデ、歪みあり。

坪 底一 ③粗砂粒小礫含む

9 号住居跡 (PL9 • 40 • 41 • 42) 

位置Jd-17グリッド 床面積 21.3m2

主軸方位 N-18°-W 重複なし

規模と形状一辺5.3m前後、残存壁高0.16m を測

り、正方形を呈する。

埋土耕作痕が一部床面まで達し遺存状態は悪い。

各壁際には多量の大礫が投げ込まれた状態で出土。

床面 中央北から南にかけて砂礫層露出、南西隅に

粘質土、北西隅は小砂礫含む黒褐色土が堆積する。

柱穴 各隅対角線上に円形の掘り方を持つ 4 本の柱

穴を検出した。

規模 p 1 長辺0.48m、深さ 0.36m

p 2 長辺0.56m、深さ 0.49m

42 

Jf Jd Jb 

18 

16 

P3 長辺0.5m、短辺0.46m、深さ 0.45m

P4 長辺0.46m、深さ 0.46m

P 2 内より No.6の土師器坪が石を抱えるように出

土。



貯蔵穴北東隅に位置し、規模は長辺0.4m、深さ約

O.lm を測り、形状は円形を呈する。

壁下周溝西壁中央部の一部切れる。

出土遺物 土師器甑のNo.1 9が中央やや北寄り鼈前か

ら出土し、またNo.18土師器甕が南壁中央壁際から出

第 1 節竪穴住居跡の概要

土。土師器坪類も壁寄りに散在する。

掘り方砂礫層が北西隅から南東隅にかけて堆積

し、ほぼ平坦に掘り込まれる。

時期 7 世紀代
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1.暗褐色土 灰白色土粒、淡褐色土塊が混入。非常に固くしまる。

2. 暗褐色土粘土状の灰白色土塊を多く含む。

第42図 9 号住居跡
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①．黒褐色土礫上層に散在。

②．褐色土地山粘質土の崩れ込み。

③．暗褐色土粒子細かく、緻密。

貯蔵穴

1.黒褐色土礫と共に埋められる。

2. 黒褐色土小礫混じり。

゜
L=167.60m 2m 
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第 3 章 検出された遺構・遺物
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9 号住居跡遺物出土状況
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竃跡 北壁中央部住居内に燃焼部を有する竃

1~ 1~ 

A
 

が付設される。袖は灰褐色粘質土を用い構築

するが、攪乱を受け遺存状態が悪い。埋土中

には灰褐色土に焼土塊の混土層が見られ、天
A' 
.—―井崩落土と思われる。火床面はほぽ床面と同

レベルであり、薄く焼土の堆積が見られる。

煙道部は壁を掘り込み緩く立ち上がり、壁面

焼土化する。

A' 

。
L~167.60m lm 

1.暗褐色土

2. 黒褐色土

①．灰褐色土

灰褐色土塊、焼土塊などがまだらをなす。

細礫を若干含む。

粘性強い。竃の袖固めに使用。一部焼土化。

第44図 9 号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第45図 9 号住居跡出土遺物 (1)
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第46図 9 号住居跡出土遺物(2)

9 号住居跡出土遺物観察表 (PL40 • 41 • 42) 

20cm 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北東 口縁ー 口 14.4 高5.5 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 6 部欠損 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

2 土師器 南壁際 % 口 10.0 高5.5 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ、僅かに内傾。体部から底部手持ち 内黒土器？

坪 19 底一 ③細砂粒・粘土粒含む ヘラナデ。内面黒色。

3 土師器 南西 ｽ 口 (12.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く内湾、横ナデ。体部から底部ヘラ削り。

坪 5 高4 3 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

4 土師器 南東 ｽ □ 14.0 高一 ①橙②酸化焙 口縁部 2 段の横ナデ、口唇部内湾。体部器表面も

坪 5 底一 ③細砂粒・粘土粒含む ろく調整不明瞭。

5 土師器 北東 ｽ 口 12.7 高4.3 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持ち凹線

坪 18 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 巡る。体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

6 土師器 南東（ビッ 口縁片 口 04.4) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。口唇部内湾。体部ヘラ削り。

坪 ト内） 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

7 土師器 南東 % 口(13.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部との境に段状の稜を持ち凹線

坪 16 高一 底一 ③細砂粒含む 巡る。体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

8 土師器 北東 % 口 (11.2) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部短く内傾。体部一部未調整、底部にかけ手

坪 18 高一 底一 ＠澗砂粒・粘土粒含む 持ちヘラ削り。, 土師器 北東 底部一 口 12.6 高4.5 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ。体部から底部ナデ。内底面ヘラナ

坪 4 部欠損 底一 焔③細砂粒・粘土粒含 T一。
10 土師器 北東 % ロ ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部との境に稜を持つ。体部調整

坪 20 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 不明瞭。

11 土師器 東壁際 % 口 (12.0) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 16 高一 底一 ③細砂粒・粗砂粒含む 部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

12 土師器 鼈右袖 % 口 (14.4) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ、体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 8 高一 底一 焔③細砂粒・粘土粒含 調整不明瞭。

13 土師器 南東 ｽ 口一 尚一 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部から底部にかけ手持ちヘラ削

杯 4 底一 ③細砂粒・粘土粒含む り。内底面平底状。

14 土師器 北東壁際 ｽ 口 (10.8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。口唇部内湾、体部との境に弱い稜

坪 26 高3.5 底一 ③細砂粒・粘土粒含む を持つ。体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

15 土師器 鼈右袖 % 口 (1 1. 0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、内傾。体部調整不明瞭。

坪 14 高35 底一 ③細砂粒含む

16 土師器 鼈右袖 % 口 (10.6) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ。体部手持ちヘラ削り。

坪 11 高3.1 底一 焙③細砂粒含む
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第 1 節竪穴住居跡の概要

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

17 土師器 北西 % 口24.3高37.0 ①橙②酸化焔 口縁部外は横ナデ。胴部長胴、縦位ヘラ削り。底

甕 47 底6.0 ③粗砂粒・小礫含む 部へは丸味を持ち移行する。

18 土師器 南西 % 口 19.2高37.6 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部長胴、縦位ヘラ削り。

甕 2 底7.2 ③粗砂粒・小礫含む

19 土師器 北西 口縁％ 口27.0高351 ①橙②酸化焙 口縁部外反、横ナデ。体部直線的、縦位ヘラ削り、

甑 3 欠損 端部12.2 ③砂粒含む 下半斜位ヘラ削り。内面ナデ。開口部、面取り。

20 土師器 中央 下端部 口26.2 高一 ①にぶい褐②酸化焔 ロ縁部外反、口唇部ナデ。胴部縦位ヘラ削り後、

甑 17 欠損 底一 ③砂粒含む 斜位ヘラ削り。内面ナデ。

10号住居跡 (PL9 • 42) 

位置 lo-15グリッド 床面積 10.0m2

主軸方位 N-0 ゜ 重複 23住を掘り込む。

規模と形状長辺4.5m、短辺3.lm、残存壁高0.20

m を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土礫を含むしまりの弱い黒褐色土により埋没

し、壁際には壁崩落による三角堆積土が見られる。

床面 全体的に平坦面であるが、東半部はやや凹む。

鼈跡 北壁東寄りに住居内に燃焼部を有する竃が付

設される。袖は暗褐色の粘質土を用い構築するが、

遺存状態は悪い。竃前に30cm程の長礫が出土し、天

井石の可能性が考えられる。火床面はやや凹む。

柱穴 南西隅を除き各隅に小穴があり、隅柱穴と考

えられる。

Ir Ip In 

16 

14 

規模 p 1 長辺0.56m、短辺0.4m、深さ 0.26m

p 2 長辺0.4m、深さ 0.13m

p 3 長辺0.4m、深さ 0.05m

p 4 長辺0.4m、深さ 0.18m

貯蔵穴北東隅に柱穴と思われる小穴と重複する。

形状は隅丸長方形を呈する。規模は長辺不明、短辺
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1.黒褐色土 大小の礫多星に混入。

2. 黒褐色土 黄褐色粘土粒、礫を多く含む。

3. 黒褐色土 黄褐色粘土の小塊を僅かに含む。

゜
L=167.90m 2m 

第47図 10号住居跡
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第 3 章 検出された遺構・遺物

叫 i:AI 0.54m、深さ O.llm を測る。

壁下周溝

出土遺物

掘り方

時期

なし

出土遺物に関する記録が残っておらず、

出土位置、高さ等が不明であるが、住居の深さから

床面付近で出土したと考えられる。主な出土遺物は、

土師器甕・甑類であり、鉢・坪が少量出土している。

礫層上面で止められ、床面と同一。

7 世紀代

A 
叫

叫
A' 

疇 ゜
L=169.00m 

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

①．暗褐色土

②．黒褐色土

焼土粒を僅かに含む。

1 より粘土をやや多く含み、硬質。

焼土粒・炭化物粒を僅かに含む。粘土粒が多い。

粘土を主とし、礫・焼土粒を含む。袖残存部分。

軟質、焼土粒を僅かに含む。

lm 
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10号住居跡出土遺物観察表 (PL42)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) 

1 土師器 中央 % 口(14.4) ①橙②酸化焔

坪 士 0 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

2 土師器 貯穴付近 口～体 口 (19.8) ①にぶい赤褐②酸化

坪 覆土 部片 高一 底一 焔③粗砂粒含む

3 士~師器 貯穴付近 口～体 口 (25.4) ①にぶい橙②酸化焔

坪 覆土 部片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

4 土師器 中央 底部欠 口 13.8 高一 ①橙②酸化焔

小型甕 土〇 損 底一 ③粗砂粒含む

5 土師器 貯穴付近 口～胴 口 (224) ①明褐②酸化焔

甕 覆土 % 高一 底一 ③粗砂粒含む

6 土師器 貯穴付近 口～胴 口 (2 1. 0) ①橙②酸化烙

甕 覆土 部片 高一 底一 ③砂粒含む

7 土師器 貯穴付近 口～胴 口 (28.6) ①橙②酸化焔

甑 覆土 部片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

8 土師器 貯穴付近 口縁％ 口(11.3) ①明赤褐②酸化焔

甕 覆土 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

9 土師器 貯穴付近 口縁片 口 (22.8) ①橙②酸化焔

甑 覆土 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

10 土師器 貯穴 口縁％ 口 (19.0) ①にぶい褐②酸化焔

甕 覆土 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

11 土師器 中央 底部 ロ― 高一 ①橙②酸化焔

小型甕 土〇 底 (5.0) ③粗砂粒含む

11号住居跡 (PLlO • 42 • 43 • 44) 

位置Je-15グリッド 床面積 26.9m'

主軸方位 N-4T-W 重複 12号住居に掘り

込まれる。

規模と形状長辺6.0m、短辺5.6m、残存壁高0.40

m を測り、東西にやや長い横長長方形を呈する。

埋土 上層は小礫混じりの粘性の強い黒褐色土が堆

積し、下層は礫混じりのしまりが弱い暗褐色土が堆

積する。北壁寄りは土層が乱れる。

床面 全体的に平坦面であり、東半分は礫露出する。

鼈跡第 1 竃は、西壁中央部住居内に燃焼部を有す

る鼈が付設されるが、 12号住居により煙道部は壊さ

れる。袖は灰褐色のシルト質土を芯材として利用し

ているが痕跡は断面のみで確認した。また鼈内には、

袖同様の天井部崩落土の灰褐色シルト質土が堆積し

ている。第 2 鼈は、東壁中央部壁外で煙道部のみを

確認した。火床面等の痕跡は見られない。

柱穴各隅対角線上に 4 本検出した。

規模 p 1 長辺0.43m、短辺0.33m、深さ 0.38m

第 1 節竪穴住居跡の概要

器形・整形の特徴 備考

体部から口縁部にかけ直線的に開く。平底を呈す

る。調整不明瞭。

口縁部横ナデ。体部縦位ヘラ削り。内面斜横位ナ
プ．~。

鉢状の坪。口唇端部ナデ。口縁から底部にかけへ

ラ削り。内面横ナデ。

胴部から口縁部直線的に開く。口縁部横ナデ。胴

部縦位ヘラ削り。内面横ナデ後、部分的縦位ナデ。

口縁部から頸部横ナデ。胴上部縦位ヘラ削り後、

斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

口縁部外反。胴上部縦位ヘラ削り後、口縁部横ナ

デ。内面横位ナデ。

口縁部短く外反、横ナデ後、胴上部斜縦位ヘラ削

り。内面横位ナデ。

口縁部外反、横ナデ後、胴上部縦位ヘラ削り。内

面横ナデ。

口縁部外反、横ナデ。駒上部縦位ヘラ削り。内面

ナデ後ヘラ磨き。

口縁部横ナデ、直立気味。胴上部斜位ヘラ削り。

球形胴。内面横位ナデ。

下位ナデ状のヘラ削り。底部4条のヘラナデ。内面

黒色処理。

Jg Je Jc 

16 

P2 長辺0.50m、短辺0.48m、深さ 0.2m

P3 長辺0.56m、短辺0.52m、深さ 0.35m

P4 長辺0.57m、短辺0.45m、深さ 0.24m

貯蔵穴検出されなかった。

壁下周溝第 1 鼈右脇から南隅を除き全周する。

出土遺物 住居中央部に遺物が集中するがやや浮い

た状態で出土している。

掘り方床面と一致する。

時期 7 世紀
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第 3 章検出された遺構・遺物
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① a. 黒褐色土 米粒大～親指大の礫が混入。

① b. 黒褐色土 固くしまる。小礫混入。

② a ．黒褐色土 米粒大～親指大の礫が混入。

② b. 黒褐色土親指大～径 5cm程の礫が混じる。

1 a. 黒褐色土大礫を含む。

1 b. 黒褐色土礫混じり。

2. 黒褐色土粘性少なく、やや軟質。

3. 暗褐色土粘性あり。軟質。大礫を少黛含む。

4. 黄褐色土 竃構築材の崩落土と思われる。

5. 黒褐色土小細礫を多く含む。

第50図 11号住居跡

50 



第 1 節竪穴住居跡の概要

叫 12引主居 叫 叫 :;,:1 

第 1 竃

三＼
¥ | 

A ｝位
¥¥.I 

\ / 

I I 
I I 
I I 

I¥JI 

A' 

l
9
1
=
"J 

叫 叫
A' —L=167.30m 

叫
第 1 竃

1.黒褐色土 褐色土塊、灰白色粒子、細礫含む。

2. 黒褐色土 褐灰白色土塊、褐色土塊が一部に混入する。

3. 灰褐色土 にぶい褐色土と明褐色土の混土。竃天井部の崩落土。

4. 暗褐色土 褐色土の混土。焼土小塊少量含む。

①．灰褐色土 竃袖部。きめの細かい粘性土が火をうけて乾燥。

第 2 竃

1.暗褐色土 黄色粒・焼土粒塊混じり。

第51図 11号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第54図 11号住居跡出土遺物（ 3)

11号住居跡出土遺物観察表 (PL42 • 43 • 44) 

番号 器種
出土位置

残存
法 猷

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 中央 % 口(17 .0) ①橙②酸化焙 口縁端部面取り状のナデ。体部から底部ヘラ削り。 木葉型

坪 37 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む

2 須恵器 中央 % 口 (13.0) ①灰白②還元焔 輌櫨整形。体部との境に稜を持つ。体部から底部

蓋 39 高一 底一 ③砂粒含む 器表面もろく調整不明瞭。

3 須恵器 中央 % 口 (13.2) ①灰白②還元焔 輔櫨整形。体部との境に稜を持ち、直下にも強い

蓋 39 高一 底一 ③細砂粒含む ナデを施す。頂部僅ずかにヘラ削痕見られる。

4 土師器 中央 % 口 13. 9 高4.9 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ、体部との境に稜を持つ。体部から

坪 20 底一 ③砂粒含む 底部にかけて手持ちヘラ削り。

5 土師器 南東 ｽ 口 13.3 高53 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部との境に弱い稜を持つ。体部 器肉厚い。

坪 2 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む から底部調整不明瞭。

6 土師器 南西 ｽ 口 (12.6) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 27 高3.6 底一 ③砂粒・粘土粒含む から底部調整不明瞭。

7 土師器 南東 % 口 (17.0) ①にぶい赤褐②酸化 口縁部 2 段の横ナデ、体部との境に稜を持つ。

坪 35 高一 底一 焔③粗砂粒・粘土粒含 体部手持ちヘラ削り。

8 土師器 中央 % 口 (15.2) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 23 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む から調整不明瞭。, 土師器 北東 % 口 02.0) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ、口唇部僅かに外反。体部との境に

坪 12 高一 底一 焔③粗砂粒・粘土粒含 弱い稜をもつ。

10 土師器 南西 % 口 (13.2) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ、やや内湾。体部指頭圧痕及び指ナ

坪 16 高一底（7.5) 焔③粗砂粒・粘土粒含 ァ。

11 土師器 南西 口縁片 口(14.4) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部から底部調整不明瞭。

坪 37 高一 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む

12 土師器 西 口縁一 口15.2 高5.6 ①橙②酸化焔 器表面もろく、調整不明瞭。底部平底、内面丸底。

坪 8 部欠損 底7.0 ③粗砂粒含む 体部から口縁にかけ直線的に開く。

13 土師器 中央 ほぼ完 口 (5. 7) 高3.8 ①にぶい橙②酸化焔 体部下半横ナデ、上半指押え。口唇端部内側に折

手づくね 37 形 底4.4 ③細砂粒・粘土粒含む り返し。

14 土師器 中央 脚部片 ロー— 高一 ①にぶい黄橙②酸化 裾部ハの字に開く、縦位ヘラ削り後、横ナデ。内

高 坪 42 底一 焔③細砂粒・粘土粒含 面ヘラナデ。

15 土師器 中央 脚部片 ロー 高一 ①橙②酸化焔 器表面もろく、調整不明瞭。脚部直線的に開く。

高 坪 16 底一 ③砂粒含む 内面縦位ヘラナデ。器肉厚い。

16 土師器 西 ロ縁片 ロ (16.0) ①橙②酸化焔 口縁部直線的に開く、輪積み痕あり。

甕 38 高一 底一 ③粗砂粒混じり

17 土師器 中央 ロ縁片 口 (2 1. 8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部斜位ヘラ削り。

鉢 35 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

18 土師器 南 % 口 18.2 高一 ①橙②還元焔 整形雑。全体に指頭圧痕見られる。底部から口縁

鉢 13 底一 ③粗砂粒含む 部にかけ内湾気味に立ち上がる。内面横ナデ。

19 土師器 西 口～胴 口 (21.5) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。内面ナデ。

甑 12 部片 高一 底一 ③粗砂粒混じり
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

20 土師器 中央 ロ～胴 ロ（13.6) ①橙②酸化焙 口縁部短くやや外反、横ナデ。胴部斜縦位ヘラ削

甕 13 % 高一 底一 ③粗砂粒混じり り。内面輪積み痕明瞭に残る。

21 土師器 中央 口～胴 口(18.0) ①赤褐②酸化焔 口縁部緩やかに外反。頸部にかけ指頭圧痕。嗣部

甕 15 % 高一 底一 ③片岩・粗砂粒混じり 縦位ヘラナデ、数条。

22 土師器 中央 胴部片 口一 高一 ①にぶい赤褐②酸化焔 外面輪積み痕明瞭。部分的縦位指ナデ。内面横位

甕 22 底一 ③砂粒・粘土粒含む ナデ後、縦位指ナデ。

23 土師器 北東 口～胴 口 (15.8) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。胴部斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

甕 11 % 高一 底一 ③粗砂粒混じり

24 土師器 中央 底部％ 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下半縦位ヘラ削り。下端横位ヘラナデ。内面黒

鉢 10 底 (5.0) ③粗砂粒含む 色処理。

25 土師器 中央 口～胴 口 (20.0) ①明赤褐②酸化焔 口縁部緩やかに外反、横ナデ。胴部斜縦位ヘラ削

甕 17 ｽ 高一 底一 ③片岩・粗砂粒混じり り。内面斜・横ナデ。長胴形。

26 土師器 中央 胴～底 口一 展一 ①にぶい橙②酸化焙 胴部斜縦位ヘラ削り。底部肥厚。内面指ナデ、下

甕 26 % 底6.0 ③粗砂粒含む 半ヘラナデ。

27 土師器 中央 底部％ 口一 尚一 ①にぶい橙②酸化焔 体部斜縦位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面黒色処

鉢 28 底 (6.0) ③砂粒・粘土粒含む 理か、やや平滑。

28 土師器 中央 底部％ ロ― 高一 ①浅黄橙②酸化焔 胴下半縦位、下端やや強く横位ヘラ削り。内面横

甕 14 底 (5.0) ③片岩粒含む ナデ。

29 土師器 西 胴～底 口一 高一 ①橙②酸化焔 器表面もろく、調整不明瞭。底部台状を呈する。 肥厚。器肉

甕 12 % 底 (4.5) ③片岩・粗砂粒混じり 厚い。

30 土師器 西 底部 ロー 高一 ①にぶい褐②酸化焔 胴下端斜位ヘラ削り。底面未調整。

甕 8 底5.0 ③砂粒含む

31 土師器 鼈付近 底部％ 口一 高一 ①赤褐②酸化焔 胴下端部ナデ。底部台状を呈する。 肥厚。器肉

甕 21 底 (5.0) ③砂粒含む 厚い。

32 土師器 中央 底部％ 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴下半丸味を持って底部へ移行。ヘラ削り後ナデ。

甕 15 底5.5 ③片岩・粗砂粒混じり 内面横位ヘラナデ。

33 土師器 中央 口縁部 口19 5 局一 ①赤橙②酸化焔 器表面もろく、調整不明瞭。頸部指頭圧痕。内面

甕 5 底一 ③片岩・粗砂粒混じり 胴上半縦位ナデ。球形胴を呈する。

34 土師器 南東 頸部％ ロー 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。頸部から胴部へ強い屈曲。球形胴

甕 52 底一 ③粗砂粒混じり を呈する。

35 土師器 南 底部％ ロー 高一 ①橙②酸化焔 球形胴を呈す、胴下半斜位ヘラ削り。底面ヘラ削

甕 52 底8.0 ③粗砂粒混じり り。内面丁寧な横ナデ。

36 土師器 西 底部％ ロ― 高一 ①黒②酸化焔 胴下半部黒色を呈し、磨き状の不定方向ヘラナデ。

甕 31 底5.8 ③粗砂粒混じり 内面小口状工具によるナデ。

37 石製品 覆土 ｽ く計測値＞長7.4、幅4.5、厚2.1、重120 g く石材＞砥沢石 く特徴＞四面使用。端部骨

砥 石 端部状を呈する。

12号住居跡 (PLlO • 44 • 45) 

位置Jf-16グリッド 床面積 33.9m'

主軸方位 N-25ー -W 重複 11住、 17号住居を

掘り込み、鼈部分は6号土坑に掘り込まれる。

規模と形状長辺6.2m、短辺5.8m、残存壁高0.27

m を測り、やや南北に長い縦長長方形を呈する。

埋土 北壁側の土層が乱れ、上層は礫を多く含み、

下層は礫が少なく粘性が増す。

床面 小砂礫混じりの地山暗褐色土を利用し、床面

を構築する。竃前方に焼土の広がりが見られ、若干

硬化している。

鼈跡 6 号土坑により大半は掘り取られ、若干煙道

部と竃前に焼土塊の広がりが見られる。北壁中央や

や東寄り壁を僅かに掘り込み燃焼部を構築してい

54 
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る。

柱穴各隅対角線上に 4 本検出した。またp 1 と P

3 の内側に小穴を検出した。

規模 p 1 長辺0.48m、短辺0.40m、深さ 0.37m

P2 長辺0.46m、短辺0.42m、深さ 0.44m

P3 長辺0.46m、短辺0.34m、深さ 0.46m



第 1 節竪穴住居跡の概要
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第55図 12号住居跡

叫

1.黒褐色土 l~10cm大の礫

を多く含む。

2. 黒褐色土礫が 1 に比べて

少なく、粘性が

やや増す。

3. 黒褐色土粘性強く軟質。

礫を少鼠含む。

4~7 17号住居土層参照。

゜
L=167.50m 2 ill 
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第 3 章検出された遺構・遺物

P4 長辺0.44m、短辺0.34m、深さ 0.38m

P5 長辺0.30m、短辺0.26m、深さ 0.25m

P6 長辺0.30m、短辺0.26m、深さ 0.35m

貯蔵穴 p 1 右脇で確認した。規模は長辺0.54m 、

短辺0.46m、深さ 0.26m を測り、円形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 北東部及び南壁際に土師器坪・皿・鉢等

が出土し、皿状の土師器坪は木葉状を呈する。

掘り方 小砂礫混じりの地山暗褐色土で止められ、

そのまま床面として利用している。

時期 7 世紀
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第 1 節竪穴住居跡の概要

12号住居跡出土遺物観察表 (PL44 • 45) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

l 土師器 中央 口～底 ロー 高一 ①橙②酸化焔 皿状の坪。底部から口縁部へ緩やかに立ち上がる。 木葉型？

坪 , 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 口唇部横ナデ、体部から底部手持ちヘラ削り。

2 土師器 17住居内 口～底 ロー 高一 ①橙②酸化焙 皿状の坪。底部から口縁部へ緩やかに立ち上がる。 木葉型？

坪 39 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 口唇部横ナデ、体部から底部手持ちヘラ削り。

3 土師器 南 ロ～底 口(12.0) ①浅黄橙②酸化焙 皿状の坪。口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜

坪 4 ｽ 高一 底一 ③粘土粒含む を持つ。体部短く底部平底状を呈する。

4 土師器 北東 ほぼ完 口 11. 1 尚4.2 ①浅黄橙②酸化焙 口縁部広く、平底状の底部へ移行。口縁部横ナデ。

坪 11 形 底9.4 ③砂粒・粘土粒含む 底部ヘラ削り。

5 土師器 北東 % 口 02.0) ①橙②酸化焔 口縁部広く、弱い稜を持ち底部へ移行。口縁部横

坪 30 高4.6 底ー ③細砂粒・粘土粒含む ナデ、底部手持ちヘラ削り。

6 土師器 南東 % 口 (12.5) ①橙②酸化焔 ロ縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 13 高4.1 底4.5 ③細砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。

7 土師器 中央 ｽ 口(1. 8) ①橙②酸化焔 口縁部内湾気味、横ナデ。体部との境に稜を持つ。

坪 17 高（4.3) 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 体部から底部手持ちヘラ削り。

8 土師器 南東 ほぼ完 口 12.0 高4.8 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 -4 形 底30 ③細砂粒・粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。, 土師器 北東 % 口 (13.2) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部広く、弱い稜を持ち底部へ移行。口縁部横

坪 30 高4.8 底ー ③細砂粒・粘土粒含む ナデ、底部手持ちヘラ削り。

10 土師器 北西 % 口 (14.0) ①にぶい赤褐②酸化 器表面粗砂露出、調整不明瞭。口縁部横ナデ。体

坪 3 尚一 底一 焔③粗砂粒混じり 部との境に弱い稜を持つ。

11 土師器 南西 口～胴 口 (170) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ、体部斜縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

鉢 14 部％ 高8.6 底ー ③粗砂粒・粘土粒含む ヘラナデ部分的に見られる。

12 土師器 南東 口～胴 口 (25.6) ①橙②酸化焔 口縁部広く、緩やかに外反。胴部斜位ヘラ削り。 Nul3 と類似

鉢 19 部片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面丁寧なヘラナデ。

13 土師器 南西 口縁片 口 (26.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部広く、緩やかに外反。胴部斜位ヘラ削り。

鉢 7 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面丁寧なヘラナデ。

14 土師器 南 脚部 口一 高一 ①橙②酸化焔 緩やかにラッパ状に開く。器表面もろく調整不明

高 坪 7 底一 ③粘土粒含む 瞭。内面螺旋状巻き上げ痕。上部指ナデ痕。

15 土師器 中央 口縁片 口 (19.6) ①にぶい橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。口縁部直線的に開き、

甕 3 高一 底一 ③粘土粒含む 頸部屈曲強く、球形胴を呈すると思われる。

16 土師器 中央 底～胴 ロー 高一 ①灰褐②酸化焔 胴下端部丸味を持ち、底部へ移行。未調整。底部

甕 21 底5.0 ③粗砂粒含む 一方向ヘラ削り。内面縦位ナデ。

17 石製品 南西 完形 く計測値＞長5 6、幅4.3、厚2 5、重100 g く石材＞砥沢石く特徴＞スタンプ状を呈し、

砥 石 6 全面磨面。

13号住居跡 (PLlO • 45~47) 

位置Ja-13グリッド 床面積 30.6m'

主軸方位 N-55ー -W 重複 1 号溝に北隅か

ら竃部分、東隅を 7 号住居で掘り込まれる。

規模と形状長辺6.4m、短辺6.lm、残存壁高0.56

mを測り、ほぽ正方形を呈する。

埋土 住居中央部に多量の礫出土し、埋没土全体に

小礫が混じり、下層には大礫を多く含む。土層の乱

れ、地山塊の混入は見られず礫のみの投棄か？

床面 小砂礫混じりの粘性の強い地山暗褐色土を床

面に利用している。炭化物が散在する。

鼈跡 北壁中央部の住居内に燃焼部を有する竃が付

設される。両袖先端部に立石が埋置され、前方には

天井部に掛けられた板状砂岩が落下し出土してい

Jc Ja Is 

14 

4 住

12 

る。燃焼部は短く、煙道部は住居内より始まり壁を

僅かに掘り凹め立ち上がる。袖は地山掘り残し構築

されている。

柱穴 各隅寄りに 4 本検出した。また北東壁際に 4

本の小穴並ぶ。
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第 3 章検出された遺構・遺物

規模 p 1 長辺0.50m、短辺0.36m、深さ 0.30m

P2 長辺0.54m、短辺0.50m、深さ 0.35m

P3 長辺0.62m、短辺0.48m、深さ 0.44m

|口

゜伍
`4  — 2 

P4 長辺0.52m、深さ 0.38m

P5 長辺0.38m、短辺0.30m、深さ 0.19m

P6 長辺0.56m、短辺0.42m、深さ 0.21m
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1.暗褐色土硬質、粘性あり。

細礫、焼土粒、

炭粒を多く含む。

2. 暗褐色土 1 よりやや粘性 C C' 

強く軟質。大礫
狐 P4 Pl 

を多く含む。

3. 暗褐色土地山の黄褐色土

粒を含む。

ビット 1

1.黒褐色土 白・黄色粒、礫

を多く含む。
D '9999999999999999999999999999ヽヽヽヽ9999ヽヽ999ヽヽヽヽ999999999999999999ヽ9999999999999ヽ9ヽ99999' D' 

2. 暗褐色土 黄褐色土を含む。
綴 P3 P2 

細礫を主体とし、

礫も混入。

゜
L=167 70m 2m 

第57図 13号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡の概要

14 12 E
 

貯蔵穴 l

L=167.10m 

“置
[G-“ 

L=167.20m L=167.20m 

冒且 ー ヽ

貯蔵穴 1

1 ．黒褐色土 白・黄色粒を多く含み、風化礫を含む。

2. 黒褐色土 白・黄色粒を含む。

3. 暗褐色土細礫を主体とする。

貯蔵穴 2

1 ．黒褐色土 白・黄色粒を多く含み、炭化物・焼土粒を含む。

2. 黒褐色土小礫を多く含み、細砂混じる。

ビット

1 • 2 は貯蔵穴参照。

3. 暗褐色土砂礫主体。

゜
2m 

第58図 13号住居跡

I Oj 厄
貯蔵穴鼈右脇に位置し、規模は長辺O.Sm、短辺0.

55m、深さ 0.3m を測り、形状は円形を呈する。また

竃と対壁に一辺0.7m、深さ 0.3m を測る上端方形の

土坑を検出した。上面に板状礫が出土している。

壁下周溝途切れながら各壁下に巡る。

出土遺物 漆付着のNo. 1 土師器坪は東壁際床面直上

より出土し、No.12の甑は竃内から前方部にかけ出土。

No.13 • 14の土師器甕はそれぞれp 1 ・左袖脇より出

土している。また三角透しを有する No. 6 の上師器高

坪やNu 7 、 9 、 18などは埋土中層より出土している。

掘り方小砂礫混じりの地山暗褐色土まで掘り込

I ロ
み、礫層の上面で止められている。

|口
時期 7 世紀代

A A' 

゜
L=167.60m lm 

第59図 13号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第61図 13号住居跡出土遺物（ 2)

13号住居跡出土遺物観察表 (PL45 • 46 • 47) 

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

l 土師器 北東 % 口 13 2 渦4.2 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。底部にか 内面漆付着

坪 4 底一 ③細砂粒含む け手持ちヘラ削り。内面ヘラナデ。

2 土師器 西 口～底 口13 3 高4.3 ①橙②酸化焔 口縁部 2 段横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。

坪 8 一部欠 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 底部にかけ手持ちヘラ削り。

3 土師器 南東 口～底 口 (120) ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。口縁部横ナデ。体部と

坪 7 ％残 高一 底一 ③細砂粒僅かに含む の境に弱い稜を持つ。

4 土師器 西 口～底 口 (13.2) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 9 % 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。

5 土師器 北 ％欠損 口 14.0 高8.0 ①橙②酸化焔 器表面粗砂粒多量に露出。口縁部横ナデ。内傾気

坪 -2 底一 ③粗砂粒混じる 味。

6 土師器 西 底～脚 ロー 高一 ①橙②酸化焙 脚部ラッパ状に開く長脚。三角形透かし、三ヶ所

高 坪 30 部 底19.5 ③砂粒・粘土粒含む に開けられる。内面縦位指ナデ。

7 土師器 中央 胴～底 口一 高一 ①にぶい褐②酸化焙 胴下端部斜位ヘラ削り。脚部縦位ヘラ削り。裾部

台付甕 20 底13.0 ③粗砂礫含む 横ナデ。内面指ナデ。胴部球形。

8 土師器 北東 口縁部 口 (24.4) ①橙②酸化焙 器表面粗砂礫混じり。調整不明瞭。口縁部緩やか

甑 10 破片 高一 底一 ③粗砂礫含む に外反。胴上部縦位ヘラ削り。, 土師器 西 底部片 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 体部下端斜縦位ヘラ削り後指ナデ。底部肥厚。内

鉢 28 % 底 (5.6) ③粗砂礫含む 面丁寧なナデ。

10 土師器 西 口～胴 口 (26.4) ①橙②酸化焙 器表面粗砂礫混じり。調整不明瞭。口縁部緩やか

甕 20 破片 高一 底一 ③細砂礫含む に外反。胴上部縦位ヘラ削り。

11 土師器 中央 底部片 ロー 高一 ①赤褐②酸化焔 胴下端部斜位ヘラ削り。開口端部及び内面の 2 カ

甑 7 底 (1 1. 0) ③粗砂粒含む 所面取り。

12 土師器 北西 口～胴 口 (26.0) ①橙②酸化焔 器表面粗砂礫混じり。調整不明瞭。口縁部緩やか

甑 7 下部％ 高一 底一 ③粗砂礫含む に外反。胴上部縦位ヘラ削り。

13 土師器 北 胴部一 口22.0高38.0 ①橙②酸化焔 器表面粗砂礫混じり。調整不明瞭。口縁部外反。

甕 2 部欠損 底5.4 ③粗砂礫含む 胴下端斜位ヘラ削り。
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

14 土師器 西 口～底 口 (25.4) 高 ①にぶい橙②酸化焔 器表面粗砂礫混じり。調整不明瞭。口縁部外反。

甕 , 灰 36.3 底 (4.5) ③粗砂礫含む 下端斜位ヘラ削り。

15 須恵器 覆土 口縁片 口 (8.4) ①黒褐②還元硬質 2条の凹線巡る。自然釉付着。断面小豆色。

壺 % 高一 底一 ③堅緻

16 須恵器 覆土 脚部 ロー 高一 ①黄灰②還元硬質 直線的な脚部から八字状に開く裾部。三方に透か

高 坪 破片 底一 ③堅緻 し。断面小豆色。

17 土師器 覆土 底部片 口一 高一 ①にぶい黄橙②酸化焔 胴下端部斜位ヘラ削り。底部穿孔底面ヘラ削り。 円孔径2cm

甑 底6.0 ③粘土粒少量含む 内面吸炭黒色なす。

18 土師器 南西 底部の ロ― 高一 ①橙②酸化焔 器表面粗い。下端部指頭痕等残り雑なつくり。底

甕 29 み 底6.8 ③粗砂礫含む 面以外二次焼成痕あり。

14号住居跡 (PLll • 47) 
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I.基本土層参照

1 a. 暗褐色土細礫多く含む。硬質。

1 b. 暗褐色土砂～細礫を含む。

2. 黒褐色土 As-A混じり、亜角礫を含む。

3. 暗褐色土 As-A混じり、亜角礫を含む。

4. 暗褐色土 3 とほぼ同質だが、やや軟質で粘性をもつ。

5. 黒褐色土 やや粘性あり。硬質。亜角礫を含む。

6. 黒褐色土粘性強く、軟質。礫はほとんど含まない。

7. 黄褐色土 粘質土の塊。竃崩落によるもの。
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貯蔵穴

1.暗褐色土 白・黄色粒を非常に多く含む。

2. 暗褐色土 白・黄色粒を含む。礫を含む。

3. 暗褐色土混入物少なく、やや砂質。

第62図 14号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡の概要

14号住居跡 (PLll • 47) 

位置Je-14グリッド 床面積（16.8)m2

主軸方位 N-40ー -W 重複 西1/2 は調査区外

規模と形状長辺6.2m、短辺 (3.0)m、残存壁高0.

46m を測る。形状不明。

埋土 全体に礫が混じり、北東隅には大礫が投げ込

まれたような状態で出土している。また土層の各層

は入り乱れ塊状に入り、 3 層まで後世の攪乱を受け

ている。

床面 薄く床面が貼られるが、部分的に地山礫が露

出している。鼈前には薄く焼土・灰等の広がりが見

られ、僅かに硬化している。

鼈跡北壁住居内に燃焼部を有する竃が付設され

る。袖前方には礫が立石状態で埋置されており、焚

口部補強材として使用されている。燃焼部の焼けは

弱く、焼土・灰の堆積は見られない。煙道部へは緩

やかに立ち上がり、奥壁は焼土化する。煙道部は水

平方向に壁外に伸びる。

柱穴東壁に平行して2本検出した。

規模 p 1 長辺0.39m、深さ 0.26m

P2 長辺0.31m、深さ 0.12m

貯蔵穴竃右側に位置し、規模は一辺0.7m、深さ 0.

18m を測り、形状は隅丸方形状を呈する。土層は白

色、黄色粒を多く含み、礫を少量含む。サクサクし

た層が入る。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物破片類が散乱する。

掘り方 地山礫層上面で止められ部分的に礫が露出

する。

時期 7 世紀代

Jc 

14 

叫

¥
 

I
¥
`
 

｀
ー
＼
＼

¥
 

叫

゜
|< <CI 

゜
L=167.20m lm 

1.暗褐色土 2~10mmの細礫を多く含む。

2. 暗褐色土焼土塊含む。

3. 黒褐色土炭・焼土粒含む。

4. 黒褐色土 3 に近似するが 2 に近い。

第63図 14号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第64図 14号住居跡出土遺物

14号住居跡出土遺物観察表 (PL47)

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎上 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北東 口～底 口 (9.8) ①橙②酸化焔 口縁端部面取り状横ナデ。体部から底部ヘラ削り。

皿 12 % 高14 底一 ③粘土粒含む

2 土師器 中央 口縁部 口 (11.6) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 21 破片 高2.5 底ー ③細砂粒僅かに含む から底部にかけヘラ削り。やや平底状。

3 土師器 中央 口縁部 口(16.4) 尚一 ①黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 8 破片 底(14.4) ③細砂粒僅かに含む から底部にかけヘラ削り。やや平底状。

4 土師器 南東 口～底 口(15.2) 高一 ①橙②酸化焙 器表面もろく、多鼠のクレーター状の凹み見られ、

坪 5 部％ 底 (l2.6) ③細砂粒含む 調整不明瞭。体部との境に弱い稜を持つ。

5 土師器 貯蔵穴付 口～底 口(15.6) 高一 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。器

坪 近 23 ｽ 底 (13.0) ③砂粒含む 表面もろく、調整不明瞭。

6 土師器 P-1付近 ロ～底 口 (12.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 34 高3.3底 (9.4) ③細砂粒僅かに含む 部から底部にかけヘラ削り。やや平底状。

7 土師器 鼈付近 口縁部 口 (198) ①明赤褐②酸化焙 器表面粗砂礫多量に露出。調整不明瞭。口縁部横

甕 14 破片 高一底一 ③粗砂礫混じり ナデ。口唇端部面取り。

8 土師器 中央 底部 ロー 回ロ一 ①にぶい橙②酸化焙 底部台状を呈する。球形胴か。

甕 39 底10.0 ③粗砂粒含む

9 須恵器 憲右袖付 胴～底 ロー 高一 ①灰②還元焔 胴上部2条の凹線間に連続斜押圧施文。胴下半部カ

長頸壺 近 7 % 底 (50) ③細砂粒含む キ目痕。下端部ナデ。底部高台剥離痕。

10 土師器 鼈内 胴～底 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 器表面粗砂礫多量に露出。調整不明瞭。球形胴。

甕 5 底一 ③粗砂礫混じり 下半部斜横位ヘラ削り。

15号住居跡 (PLll • 47 • 48) 

位置 In-16グリッド 床面積 20.3m'

主軸方位 N-76°― E 重複なし

規模と形状一辺5.0m、残存壁高0.18m を測り、正

方形を呈する。

埋土 砂礫混じりの層による埋土であり、壁際に壁

崩落土の三角堆積が見られる。

床面 全体に砂礫層が露出し、細かな凹凸面が見ら

れる。

柱穴各隅対角線上に4本検出した。

規模 p 1 長辺0.38m、深さ 0.38m

P2 長辺0.48m、短辺0.36m、深さ 0.52m

P3 長辺0.60m、深さ 0.44m
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第 1 節竪穴住居跡の概要

P4 長辺0.46m、深さ 0.4m

貯蔵穴 東壁両隅で検出した。南隅を貯蔵穴 1 、北

隅を貯蔵穴 2 とする。貯蔵穴 l の規模は、一辺0.6m 、

深さ 0.62m を測り、形状は円形を呈する。貯蔵穴 2

は長辺0.7m、短辺0.58m、深さ 0.58m を測り、形状

は長円形を呈する。

壁下周溝 部分的に途切れる所が見られるが、鼈部

分を除きほぼ全周する。

出土遺物 鼈右袖前からp 1 にかけて、土師器坪、

高坪、小型甕や天井部に X 印の線刻される須恵器蓋

が出土している。

18 

掘り方地山礫層まで達している。

時期 6 世紀代
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l ．黒褐色土大礫含みやや軟質。

2. 黒褐色土 大礫多く含む。

3. 黒褐色土粘土粒含む。竃崩落土。

貯蔵穴

1.黒褐色土 5~10cm大礫を多く含む。

2. 黒褐色土礫は少ない。

3. 黒褐色土砂礫が多い。

゜

第65図 15号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

到 叫
鼈跡 東壁中央部住居内に燃焼部を有する竃が付設

される。鼈先端部に20cm前後の大礫複数出土。竃に

使用された石か？。燃焼部内から高坪の坪部が反転

／（図 C、l l A' 国馴して出土し、支脚として利用されたと考えられる。A 
火床面の痕跡と考えられる凹みと、土層断面観察に

よる袖部の位置のズレは鼈付替えによるズレの可能

性が考えられる。煙道部は壁面を僅かに掘り込む。

`‘‘ 
叫 叫

A A' 

L=167.90m 1 ill 

1. 黒褐色土 細礫を僅かに含む。天井陥没後の堆積土。

2. 黒褐色土 粘土粒・焼土粒・細礫を含む。

3. 暗褐色土 粘土粒・焼土粒が多い。

4. 暗黄褐色土粘質。部分的に焼ける。

5. 黒褐色土 粘質土混じり。焼土粒・小塊僅かに含む。

①．黒褐色土細礫を多く含む。

` —·ユ
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第66図 15号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第68図 15号住居跡出土遺物 (2)

15号住居跡出土遺物観察表 (PL47 • 48) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 南 ほぼ完 口 13.8 高4.6 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体部 内面黒斑状

坪 4 形 底一 ③細砂粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。内面放射状暗文。 漆？

2 土師器 南 ほぼ完 口13.5 尚45 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体部

坪 2 形 底一 ③細砂粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。内面放射状暗文。

3 土師器 中央 口縁一 口 (13.6) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体部

坪 9 部欠損 高4.2 底一 ③細砂粒・粘土粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。内面放射状暗文。

4 土師器 南東 口～底 口 (15.6) ①橙②酸化焔 口縁部 2 段横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。

坪 12 % 高5.8 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 体部から底部調整不明瞭。

5 須恵器 鼈内 口縁一 口(12.4) 高 ①灰黄②還元焔 輛櫨整形。頂部回転ヘラ削り。口縁部横ナデ。体 「X」線刻

蓋 5 部欠損 4.3 底（16.6) ③細砂・片岩小礫含む 部との境に段状の稜を持つ。

6 土師器 南東 ほぼ完 口 14.8 ①明赤褐②酸化焔 底部から口縁部にかけ緩やかに開く。口縁部横ナ

鉢 8 形 高10.6 底一 ③粗砂粒・片岩混じり デ。胴部斜位ヘラ削り。内面横ナデ。

7 土師器 南東 口～胴 口 11.2 ①灰褐②酸化焙 胴部から口縁部にかけやや内傾気味。口縁部横ナ

小型甕 18 高一 底一 ③粗砂粒・片岩含む デ。胴上端斜縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

8 土師器 竃内 脚部の ロー 高一 ①橙②酸化焙 脚部ラッパ上に開く。裾端部面取り状のナデ。器

高 坪 2 み 底17.3 ③細砂粒・粘土粒含む 表もろく調幣不明瞭。, 土師器 南東 口～底 口 16.4 ①淡橙②酸化焙 口縁部横ナデ。胴部やや下膨れ。斜縦位ヘラ削り。 2次焼成受

小型甕 8 高19.2 底8.6 ③粗砂粒・片岩含む 胴下半、摩耗痕巡る。 ける。

10 土師器 南東 端部破 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下端縦位ヘラ削り。端部面取り。内面丁寧なナ

甑 , 片 底11.5 ③砂粒混じり プ-•。

11 土師器 南東 底部の 口一 高一 ①赤褐②酸化焙 底部周辺部ナデ。内面指ナデ。 底面木葉

甕 7 み 底5.5 ③粗砂粒含む 痕。

12 土師器 南東 胴～底 ロー 高一 ①橙②酸化焔 球形胴。下半部斜位、下端斜横位ヘラ削り。内面

甕 17 底6.5 ③細砂粒含む 横ナデ。
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第 3 章検出された遺構・遺物

16号住居跡 (PLll • 48 • 49 • 50) 

位置Jc-12グリッド 床面積 (21. 6)m' 

主軸方位 N-26ー -W 重複西側は、調査区外

へ伸びる。

規模と形状長辺5.8m、短辺 (4.0) m、残存壁高0.

36m を測る。形状不明。

埋土 住居南から中央部の中層から下層にかけて多

量の大礫と黄褐色土塊が混じる。礫や黄褐色土の出

土状態から人為的な埋土と考えられる。壁際には壁

崩落土の三角堆積が見られる。

14 

12 

貯蔵穴

I ] 
D L=l67 20m D' 

貯蔵穴

“ 
1.黒褐色土砂礫含む。焼土粒

叫 を僅かに含む。

2. 黒褐色土砂礫を主とする。
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叫
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』 |11鬱 ul 
叫

I a. 灰褐色土耕作土層。

I b. 黒褐色土 As-A軽石。

1.黒褐色土数ミリ～20cm大の礫を含む。

2. 黒褐色土 黄褐色土粒、礫含む。大礫大鼠に混じる。

3. 黒褐色土 粘性強く、黄褐色土粒少量含む。

第69図 16号住居跡
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床面 全体的にはフラットに仕上げられているが、

部分的に砂礫層が露出する。竃前は焼土、灰が薄く

堆積し、やや硬化している。

鼈跡北壁住居内に燃焼部を有する鼈が付設され

る。焚口部は礫を補強材として用い鳥居状に組まれ

る。天井石は中央部から割れ崩落している。燃焼部

内中央部には、支脚に用いられた小礫が埋置されて

いる。また燃焼部内の壁は焼土化し、やや袋状を呈

する。火床面は床面よりやや下がり灰の堆積が見ら

れる。煙道部へは急角度で立ち上がり、奥壁はやや

焼土化している。煙道部は水平方向に壁外へ伸びる。

柱穴 各隅対角線上に 3 本検出した。南壁中央部壁

際には小穴があり、出入口部に利用された小穴と考

えられる。

第 1 節竪穴住居跡の概要

規模 p 1 長辺0.40m、深さ 0.17m

p 2 長辺0.42m、深さ 0.20m

P3 長辺0.36m、深さ 0.30m

p 4 長辺0.34m、深さ 0.13m

貯蔵穴北隅に位置し、規模は長辺0.72m、短辺0.

60m、深さ 0.28m を測り、形状は長円形を呈する。

砂礫を含み、僅かに焼土粒含む。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 竃周辺部では坪．甑、中央部に坪部が皿

状を呈する土師器高坪と No.22の大型土製紡錘車が出

土し、 No.23の土製紡錘車は東壁際にて出土している。

甕類はやや浮いた状態で出土している。

掘り方砂礫混じりの粘性の強い地山暗褐色土を僅

かに掘り込む。部分的に礫層露出する。

時期 7 世紀代
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1.暗黄褐色土 白・黄色粒、小塊、炭化物を含む。

2. 暗褐色土 小砂礫少鼠含む。

3. 暗黄褐色土 シルト質。炭化物・赤色粒を含む。

゜
L=167.40m lm 

第70図 16号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第72図 16号住居跡出土遺物 (2)

16号住居跡出土遺物観察表 (PL48 • 49 • 50) 

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 土師器 南 ほぽ完 口 12.6 高4.6 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 22 形 底一 焔③砂粒・粘土粒含む 部から底部手持ちヘラ削り。

2 土師器 鼈内 口縁 口 13.0 高5.0 ①橙②酸化焙 口縁部直立気味。体部から底部にかけ歪み見られ、

坪 26 ％欠 底4.0 ③片岩小礫•砂粒含む 若干ナデ痕あり。未調整。

3 土師器 竃右袖 % 口 13.6 高4.8 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 12 底一 ③砂粒・粘土粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。

4 土師器 覆土 口～底 口 (13.6) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 % 高57 底一 ③砂粒・粘土粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。

5 土師器 鼈両袖脇 % 口 (16.0) ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 5 高6.5 底一 焔③粘土粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。

6 土師器 南西 % 口 (15.8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 37 高4.2 底一 ③片岩粒•砂粒含む 浅く、平底状の底部へ移行する。

7 土師器 覆土 % 口 (13.0) ①橙②酸化焔 口縁部内湾。体部との境凹線巡る。体部から底部

坪 高4.3 底一 ③細砂・雲母少輩含む 調整不明瞭。

8 土師器 竃右袖 口縁 口 (13.3) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部浅く、平底状の底部へ移行す

坪 -19 ｽ 高3.6 底ー ③粘土粒少量含む る。, 土師器 覆土 % 口 (15.2) ①赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 高40 底一 ③細砂粒含む から底部にかけ手持ちヘラ削り。

10 土師器 覆土 口縁 ロ― 高一 ①明褐②酸化焔 浅く皿状を呈する。口唇部面取り横ナデ。端部引 木葉型

坪 % 底一 ③細砂粒含む き上げ。

11 土師器 南 ｽ 口(140) ①橙②酸化焔 口縁部から体部直線的に開く。底面強いヘラナデ

坪 38 高4.2 底一 ③砂粒含む 痕。

12 土師器 南東 % 口 (9.0) 高 ①にぶい黄橙②酸化 底部肥厚。内面ヘラナデ。体部指頭圧痕。

手づくね 35 5.7 底 (5.0) 焙③細砂粒含む

13 土師器 中央 坪部％ 口 (23.7) ①橙②酸化焔 坪部皿状を呈し、外面僅かな稜を持つ。脚部ラッ

高 坪 26 脚部％ 高17.6底17.8 ③粗砂粒含む バ状を呈し、裾部大きく開く。器表面もろい。

14 土師器 鼈右袖 ｽ 口 21. 0 ①橙②酸化焔③粗砂 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。内面丁寧なナ

甑 -24 高13.5 底4.5 粒・片岩小礫含む デ。底面及び開口部ヘラ削り。
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

15 土師器 覆土 脚部片 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 脚部横ナデ。八字状に開く。

高 坪 底一 ③粘土粒含む

16 土師器 南西 口～胴 口 (19.0) ①明赤褐②酸化焔③ 口縁部横ナデ。胴上半横位ヘラ削り後、縦位ナデ。

甕 25 % 高一 底一 粗砂粒・片岩小礫含む

17 土師器 南 胴～底 ロー 高一 ①にぶい赤褐②酸化 胴下半縦位ヘラ削り。底部との境ナデ。内面ヘラ 底面木葉痕

甕 19 破片 底58 焙③粗砂・片岩小礫含 ナデ。 状の線刻。

18 土師器 南 口縁 口 18.4 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部直線的に開き、胴部球形を呈する。器表面

甕 36 % 高一 底一 ③粗砂粒含む もろく調整不明瞭。

19 土師器 南 胴部 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 球形を呈する。胴上半斜位ヘラ削り。内面横位ナ

甕 26 ｽ 底一 ③粗砂粒・片岩小礫含 ァ-• 。

20 土師器 南東 底部片 ロ― 高一 ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。体部から底部へ丸味を

坪 43 底6.0 ③細砂粒・粘土粒含む 持ち移行。底部肥厚。

21 土師器 覆土 底部片 ロ― 高一 ①橙②酸化焔 胴下半部縦位ヘラ削り。下端部横位ヘラ削り。内

甑 底12.0 ③粗砂粒含む 面横ナデ。

22 土製品 中央 完形 上5.3 下12.8 ①橙②酸化焔 台形状を呈し、側面横ナデ。棒状工具粘土塊巻き

紡錘車 24 高3.1 ③細砂粒含む 付け成形。

23 土製品 南 完形 上4.5 下5.0 ①橙②酸化焔 台形状を呈し、側面横ナデ。棒状工具粘土塊巻き

紡錘車 22 高3.0 ③粘土粒含む 付け成形。

24 土製品 鼈左袖脇 完形 径1. 0厚0.8孔 ①オリープ黒②酸化 棒状工具粘土小塊巻き付け成形。

小 玉 15 0.15重0.60 g 烙③粘土粒含む

25 土製品 覆土 一部欠 径1 2厚0. 7 孔 ①オリーブ黒②酸化 棒状工具粘土小塊巻き付け成形。

小 玉 損 0.1重080g 焔③粘土粒含む

26 土製品 覆土 一部欠 径1.1厚0 8 孔 ①オリープ黒②酸化 棒状工具粘土小塊巻き付け成形。

小 玉 損 0 1重056g 焙③粘土粒含む

17号住居跡 (PL12 • 50) 

位置Jg-16グリッド 床面積（41.1)m2

主軸方位 N-30° —E 重複 12号住居に掘り込

まれる。

規模と形状長辺6.8m、短辺6.6m、残存壁高0.36

m を測り、ほぼ正方形状を呈する。

埋土 上層は、黄褐色粘土塊を多く含み、人為的埋

土と考えられる。

床面 黄褐色土小塊を含み、鼈前には焼土、灰の広

がりが若干見られ、やや硬化している。

鼈跡 北壁中央部住居内に燃焼部を有する鼈が付設

される。燃焼部内はやや焼土化し、竃前には焼土・

灰の広がりが見られる。煙道部へは緩やかに立ち上

がる。また、右側壁上に側壁が焼土化している煙道

部の痕跡が見られ、同住居の旧竃と考えられる。鼈

脇には土師器甕が倒立状態で出土している。

柱穴各隅対角線上に 3 本検出した。

規模 p 1 長辺0.40m、深さ 0.40m

P2 長辺0.34m、深さ 0.02m

P3 長辺0.40m、深さ 0.30m

72 

Jj 
Jh Jf Jd 

18 

16 

貯蔵穴北東隅に位置し、長辺0.66m、短辺0.58m 、

深さ 0.36m を洞り、形状はやや長円形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 住居内に散在する。須恵器高坪が12号住

居内出土遺物と住居間接合し、どちらも埋土上層か

ら出土している。

掘り方砂礫混じりの暗褐色土を掘り込み、礫層上

面で止めている。

時期 7 世紀
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1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 黄褐色土

細礫、黄褐色粘土塊を多く含む。人為的埋土。

1 とほぼ同質だが細礫が少ない。

上面が焼土化する。寛右袖部分。

第73図

4. 暗褐色土 黄褐色粘質土粒が多く、軟質。焼土粒、炭粒含む。

①～③ 1 2 号住居土層参照。

゜
L;!67.50m 2m 

17号住居跡
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第74図 17号住居跡出土遺物

17号住居跡出土遺物観察表 (PL50)

番号 器種
出土位置

残存
法 盤

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 須恵器 南 端部片 ロー 高一 ①灰白②還元焔 帷轄整形。内面カエリを持つ。頂部回転ヘラ削り。
蓋 1 底一 ③細砂粒含む

2 須恵器 東 口～底 口 (10.0) ①褐灰②還元焙 坪部鞘櫨整形。底部回転ヘラ調整。
高 坪 24 % 高一 底一 ③細砂粒含む

3 土師器 南 口～底 口17 0 高一 ①明黄褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体
坪 37 破片 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 部から底部器表面もろく調整不明瞭。

4 土師器 鼈右袖 口～底 口 14.1 高4.5 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部
坪 7 ｽ 底一 ③砂粒含む から底部器表面もろく調整不明瞭。

5 土師器 北東 口縁片 口(13.0) ①にぶい橙②酸化焔 体部から口縁部にかけ内湾、口縁部横ナデ。体部
坪 -1 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 未調整。歪みあり。底部ヘラ削り。

6 土師器 北 ほぼ完 口 12.8 ①赤②酸化焙 片岩小砂礫多量に含み調整痕不明瞭。口縁部直立、
小型甕 4 形 高12.3 底6.3 ③片岩粒・細砂粒多い 横ナデ。内面横位ヘラナデ。

7 土師器 南 脚部 口一 高一 ①橙②酸化焔 脚部ラッパ状に開く。縦位ヘラ削り。内面輪積み
高 坪 32 % 底 (14.6) ③細砂粒・粘土粒含む 痕明瞭。

18号住居跡 (PL12 • 50 • 51) 

位置 lm-12グリッド 床面積 13.lm'

主軸方位 N-93° —E 重複南東隅部において

24号住居第 3 鼈との切り合いが見られ、調査時には

本住居が切られるとされているが、両住居の遺物を

検討した結果では本住居が新しいと考えられる。

規模と形状長辺4.4m、短辺3.7m、残存壁高0.20

m を測り、南北に長い横長長方形を呈し、鼈左側の

東壁はやや張り出す。

埋土小砂礫やや多く含む。

床面 凹凸はげしい。床面薄く貼り、硬化面や焼土・

灰の広がり等は見られない。南西隅に黄褐色粘土塊

の広がりを検出した。この粘土は鼈構築材と同様の

粘土である。

In II 

12 

貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されない。

出土遺物 鼈内から前方にかけて坪・甕等出土。

掘り方 地山礫層まで掘り込み面は達し、壁際がや

や深く掘り込まれる。

時期 8 世紀代
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1. 黒褐色土 細礫を多く含む。粒子やや粗い。

2. 暗褐色土小礫混じり。

c
 

C' 

Pl 

疇 ゜ L=l68.50m 2m 

第75図 18号住居跡

叫 鼈跡 東壁中央南寄りに燃焼部を住居内に有する鼈

2第4号3 住鼈居 冒 が付設される。左袖は張り出し部分につづく。燃焼

部内から前方部には土師器甕が 3 個体出土した。壁

A ／ノ翌＼＼＼ ミ

一
面の焼けは弱く火床面には凹凸が見られ、焼土、灰

の堆積は無い。袖には黄褐色粘土塊を貼付し構築し

ている。煙道部へは急角度で立ち上がる。

柱穴 南西隅と北東隅の対角に2本検出した。p 1 脇

戸叫己（乙
叫

に大型の磨石出土。

規模 p 1 長辺0.48m、短辺0.45m、深さ 0.18m

P 2 長辺0.35m、短辺0.25m、深さ 0.17m

A A' 

゜
L=168.50m lm 

竃

1.黒褐色土小礫と焼土塊を少し含む。

2. 黒褐色土小礫を多く含む。焼土粒少量含む。

3. 暗黄褐色土 小礫・焼土粒少量含む。

第76図 18号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要

゜ 20cm 

第78図 18号住居跡出土遺物 (2)

18号住居跡出土遺物観察表 (PL50 • 51) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北東 ほぼ完 口 13.4 高4.5 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。口唇部内屈。体部輪積み痕見られ

坪 土〇 形 底一 ③砂粒含む る。底部ヘラ削り。内面ドーナツ状のナデ。

2 土師器 北西 完形 口13 5 尚42 ①明褐②酸化焔 口唇端部内屈。口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。

坪 土〇 底7.0 ③粗砂粒含む 底部平底。内面放射状暗文。

3 土師器 南東 ロ～底 ロ (13.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底。ヘ

坪 1 % 高一底 (7.0) ③砂粒含む ラ削り。内面放射状暗文。

4 土師器 覆土 口～底 口 (12.6) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部及び底部器表面もろく調整不

坪 % 高一 底一 ③細砂粒含む 明瞭。

5 土師器 覆土 口縁片 口 (14.2) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に弱い稜を持つ。体部

坪 高一 底一 ③細砂粒含む 上半指ナデ。下半横位ヘラ削り。

6 土師器 竃前 底部片 口一 高一 ①にぶい褐②酸化焙 底部ヘラ削り。胴部球形を呈すると思われる。内

甕 1 底 (9.0) ③細砂粒含む 面丁寧なナデ。

7 須恵器 覆土 底部片 口一 尚一 ①黄灰②還元焙 輛櫨整形。底部回転ヘラ削り。

坪 底(11. 0) ③粗砂粒含む

8 土師器 鼈内 口～胴 口 (250) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部短く外反。頸部にかけ横ナデ。胴上半斜縦

甕 1 % 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ヘラ削り。内面横位ヘラナデ。, 土師器 鼈内 肘上位～ 口 18.0 ①暗赤褐②酸化焔 口縁部直立、横ナデ。頸部強いナデにより凹む。

甕 1 底器欠損 高一 底一 ③砂粒含む 胴上半斜位ヘラ削り。

10 土師器 鼈内 口～胴 口 (22.8) ①明赤褐②酸化焔 口縁部短く外反。頸部にかけ横ナデ。胴上半斜縦

甕 1 中位％ 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ヘラ削り。内面横位ヘラナデ。

11 土師器 覆土 胴部 ロー 高一 ①にぶい黄橙②酸化 胴上半部斜位ヘラ削り後、横位ヘラ削り。下半斜

甕 % 底一 焔③砂粒含む 位ヘラ削り。内面ヘラナデ。

12 鉄 器 北壁際 ほぼ完 く計測値＞（頭部）長5.85、幅0.45、厚0.4、重2.36 g く特徴＞針状を呈する。頭部板状を

釘 土〇 形 呈する。

13 鉄 器 北壁際 両端部 く計測値＞長6 95、幅0.5、厚0.55、重8.24 g く特徴＞断面方形状を呈し、両端部欠損。

角棒状 士0 欠損

14 石製品 Pl脇 完形 く計測値＞長39.2、幅36. 7、厚6 6、重19000g く特徴＞全体に平滑。板状を呈する。台

石 皿 士 0 石か。
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第 3 章検出された遺構・遺物

19号住居跡 (PL12 • 13 • 51 • 52 • 53 • 54) 

本住居は中央部を南北に区切るよう 20~30cm大の

礫を積み上げた石列を検出した。この石列は第一鼈

左袖に被ることから第一竃廃棄後に組まれ、この竃

の付替えから住居の建て替えが行われたと考えられ

る。また石列は、西壁側と東壁側の柱穴列位置や南

壁ラインの乱れ等から、建て替えの際住居壁の補強

に用いられたものと考えられる。

位置 Il-21 グリッド 床面積 16.9m'

主軸方位 N-0 ゜ 重複なし

規模と形状遺構確認時の規模は、長辺5.8m、短辺

3.9m、残存壁高0.34m を測り、形状は東西に長い横

長長方形を呈する。また石列内は、住居壁まで長辺

In 11 li 

22 

3.lm、短辺2.9m を測り、やや方形を呈す。

埋土 黄色・白色粒を少量含む暗褐色土により埋没

し、分層するほど違いは見られない。

床面 焼土・灰・硬化面等床面を特徴づける面は確

認できず、掘り方面まで同一土質であった。石列を

lo 
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1.暗褐色士 黄・白色粒を多星に含む。

2. 暗褐色土 黄・白色粒を少鼠含む。

3. 暗黄褐色土 小礫が少星混入する。

ピット

C' 1 a. 黒褐色土 灰褐色粒が少量混入。

- 2. 褐色土粘性強い。

3. 暗褐色土 粒はやや粗くサラサラとし

ている。

゜
L=167. ?Om 2m 

第79図 19号住居跡
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境に小さな段を持つ。

鼈跡 2 カ所で確認し、両竃とも北壁住居内に燃焼

部が付設される。石列にかかる東鼈を第 1 竃、西鼈

を第 2 竃とする。第 1 竃は左袖を石列に壊される。

また、後世の攪乱を受け燃焼部も壊されている。壁

面の焼けは弱く、焼土、灰等の堆積も薄い。煙道部

へは緩やかに立ち上がる。第 2 竃は焚口部の補強に

緑泥片岩を鳥居状に組み構築し、検出時には天井石

は中央で割れて落ちていた。袖は粘性の強い地山暗

褐色土を芯に掘り残し構築している。燃焼部内面の

焼けや焼土、灰等の堆積も薄い。煙道部には緩やか

に立ち上がる。

柱穴両側で 4 本検出したが、東壁側 2 本は隅柱穴

状をなし、西壁側はやや内側に入る。両側とも 2 本

一対のみの確認であった。

規模 p 1 長辺0.40m、短辺0.38m、深さ 0.34m

P2 長辺0.46m、短辺0.34m、深さ 0.24m

A
 

A' 

ー,' 

B
 

第 1 竃

1.黒褐色土粒細かく、ややしまりあり。

①．暗褐色土 1 層に褐色土粒・小塊混入。

第 1 節竪穴住居跡の概要

p 3 長辺0.46m、短辺0.34m、深さ 0.48m

p 4 長辺0.5m、深さ 0.34m

貯蔵穴検出されなかった。

壁下周溝 旧住居南東隅部のみで確認した。

出土遺物第 2 鼈前方部から右袖脇にかけて集中し

て出土した。土師器坪は平底状を呈し、内面に暗文

が施される。土師器鉢は大型であり、胴部が緩やか

に立ち上がるものと内湾気味に立ち上がるものがあ

る。須恵器は削り出し高台付き碗と底部回転へら調

整後高台貼付の婉が出土。刀子 1 点出土。

第 1 竃及び旧住居内からは、土師器甕・甑等と共

に竃型土器が出土。器形は、平面形は横長長円形、

断面形は台形を呈し、表面には輪積み痕が明瞭に残

り未調整、炊口はへらで面取りがなされる。

掘り方 掘り込み面は礫層が確認面近くまで盛り上

がっているため、礫層を掘り込む恰好となる。

時期 8 世紀代

第 2 竃 叫 叫

叫

B' 

25:28  

A
 

A' 

第 2 窟

1.褐色土明褐色土塊が少量混入。

2. 褐色土若干粘性を帯びる。礫を含む。

3. 暗褐色土 米粒大～小豆大の細礫混入。土の粒は粗い。

①．褐色土 1 層に似る。粘性弱い。

0 L=167.60m 1 ill 

第80図 19号住居跡寵
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要

第84図 19号住居跡出土遺物(4)

19号住居跡出土遺物観察表 (PL51 • 52 • 53 • 54) 

゜ 20cm 

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 南 完形 口 15.2 高3.4 ①にぶい橙②酸化焔 器高浅い。口縁部横ナデ。体部から底部部分的に

坪 24 底8.0 ③細砂粒含む 磨き。内面放射状暗文。

2 土師器 北西 口縁部 口 16.0 高4.8 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底、ヘ

坪 7 ％欠 底8.8 ③粘土粒含む ラ削り。内面放射状暗文。

3 土師器 鼈右袖 ほぽ完 口15 8 高6.0 ①明赤褐②酸化焔 ロ縁部横ナデ。体部指ナデ及び横位ヘラ削り。底

坪 15 形 底6.5 ③細砂粒含む 部ヘラ削り。器表面輪積み痕明瞭に残る。

4 土師器 中央 口縁一 口 14.4 高3.9 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部斜縦位ヘラ削り。底部平底、

坪 9 部欠損 底9.0 ③細砂粒含む ヘラ削り。

5 土師器 覆土 口縁部 口13 5 高一 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。口唇端部僅かに内湾。体部横位へ

坪 ｽ 底一 ③粘土粒含む ラ削り。底部ヘラ削り。内面放射状暗文。

6 土師器 南西 口縁部 口 13.2 高4.1 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。口唇端部強いナデ体部横位ヘラ削

坪 21 一部欠 底9.2 ③粘土粒含む り。底部ヘラ削り。内面放射状暗文。

7 土師器 覆土 口～体 口 (131) ①にぶい橙②酸化焔 体部から口縁部にかけ湾曲。器表面調整不明瞭。

坪 ｽ 高一 底一 ③粘土粒含む 内面放射状暗文。

8 土師器 覆土 口縁部 口(13.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底、ヘ

坪 破片 高一 底一 ③粘土粒含む ラ削り。内面放射状暗文。, 土師器 中央 ロ～底 口 14.1 高4.6 ①明黄褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。

坪 9 % 底一 ③粘土粒・細砂粒含む 内面放射状暗文。

10 土師器 覆土 口～体 口 04.6) ①にぶい橙②酸化焔 体部から口縁部にかけ湾曲。器表面調整不明瞭。

坪 % 高一 底一 ③粘土粒含む 内面放射状暗文。

11 土師器 鼈 口～底 口 (13.7) ①橙②酸化焙 体部から口縁部直線的に開く。底部平底。器表面

坪 覆土 % 高一底 (9.4) ③細砂粒含む 調整不明瞭。

12 土師器 竃左袖 口～脚 口 (13.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部縦位ヘラ削り。台部横ナデ。

高台付坪 32 % 高8.0底 (8.8) ③細砂粒含む
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴
(cm) (cm) 

13 土師器 覆土 胴～底 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 外面指押え。内面指ナデ。

手づくね ｽ 底 (4.8) ③粘土粒含む

14 須恵器 竃 口～底 口 (14.5) 高 ①灰白②還元やや軟 輔櫨整形。底部回転ヘラ調整。高台部削り出し。

婉 覆土 ｽ 4 4 底 (10.2) ③細砂粒含む

15 須恵器 鼈 ロ～底 ロ (16.6) 高 ①灰白②還元焔 輛轄整形。底部回転ヘラナデ後、尚台部貼付。内

碗 覆土 % 4.3 底（12.0) ③細砂粒含む 面ヘラナデ。

16 土師器 石垣際 口縁部 口 (24.0) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。

鉢 破片 高一 底一 ③細砂粒含む

17 土師器 鼈右袖前 ほぼ完 口32.0高14.3 ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。僅かに外反。胴部斜縦位ヘラ削り。

大鉢 16 形 底10.0 ③細砂粒含む 底部平底。内面丁寧な横位ナデ。

18 土師器 覆土 ほぽ完 口25.0高14.1 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部やや内湾、斜位ヘラ削り。内

鉢 形 底60 ③細砂粒・粘土粒含む 面横位ナデ後、縦位ヘラ磨き。

19 土師器 鼈前 口～底 口 (2 1. 0) 裔 (30.7) ①明褐②酸化焔 掛口部ヘラによる面取り。焚口部台形状を呈する。

鼈型土器 6 破片 底 (4 1. 5) ③細砂粒含む 胴部輪積み痕明瞭。

20 土師器 中央 口～胴 口 (20.2) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ、短く外反。胴上半斜縦位ヘラ削り。

甕 8 ｽ 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面横位ナデ。

21 土師器 覆土 口～厨上 口 (21.6) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ、短く外反。胴上半縦位ヘラ削り。

甑 位破片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面横位ナデ後、縦位暗文状ヘラ磨き。

22 土師器 鼈 胴下～ ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴下半斜縦位、下端横位ヘラ削り。内面斜位ナデ。

甕 覆土 底％ 底 (7.0) ③粗砂粒含む

23 土師器 鼈前 日～厨上 口 (21.2) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

甕 6 半破片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

24 土師器 覆土 口～胴 口 (23.6) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部緩く外反。器表面もろく調整不明瞭。

甑 上破片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む

25 土師器 中央 胴下部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。

甑 , % 底 (9.0) ③細砂粒含む

26 土師器 鼈前 口～肘上 口 (26.4) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り後、横位ナデ。

甑 6 半破片 高一 底一 ③粗砂粒含む 内面横位ナデ後、縦位ヘラ磨き。

27 土師器 石垣際 口～胴 口 (23.6) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、短く外反。胴上半斜縦位ヘラ削り。

甑 % 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む 内面横位ナデ。

28 土師器 中央 口～底 口 (29.6) 高 ①明赤褐②酸化焙 口縁部横ナデ、短く外反。胴部縦位ヘラ削り後、

甑 11 % 29.3底(12.0) ③粗砂粒・粘土粒含む ヘラ磨き。内面横位ナデ後、縦位ヘラ磨き。

29 土師器 北東 口～底 口 (29.5) 高 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、僅かに外反。胴上半縦位、下半斜

甑 7 % 29 4底（132) ③細砂粒・粘土粒含む 横位ヘラ削り。内面横位ナデ後、縦位磨き。

30 土師器 覆土 口～肘上 口 (196) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ、直立。胴部球形を呈すると思われ

甕 半破片 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む る。調整不明瞭。

31 土師器 中央 底部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴部斜縦位ヘラ削り。底部平底。内面斜横位ナデ。

甕 8 破片 底 (88) ③細砂粒含む

32 鉄 器 中央 両端部 く計測値＞長 (9 2) 、茎部幅0.9、厚0.4、刃部幅1. 3、 厚0 4 、 重1184 g 

刀 子 10 欠損 く特徴＞刃部やや湾曲。両関。

33 石製品 中央 完形 く計測値＞長36.5、幅34.3、厚11 0、重23500g く特徴＞平坦面を上面とし片面楕円形

石 皿 土〇 の磨き。

20号住居跡 (PL13 • 54 • 55) 

位置 lp-23グリッド 床面積 41. 9m'

主軸方位 N-24'-W 重複なし

規模と形状長辺6.9m、短辺6.7m、残存壁高0.4m

を測り、ほぼ正方形状を呈する。

Ir In 

備考

爪痕あり。

24 

埋土 上面は後世の耕作により攪乱を受ける。遺構

内は、地山黄色粘土小塊や小礫が入り混じり、人為

的な埋土と考えられる。北西隅には人頭大の大礫が

投げ込まれたように出土している。壁際には壁崩落

による三角堆積が見られる。

床面 地山黄褐色粘質土及び暗褐色土面を利用し床

面としている。住居中央部から竃前にかけて硬化面

84 



第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物

1. 黒褐色土 A軽石を含む耕作土層。粒は粗い。

2 a. 黒褐色土 米粒大～親指大の小礫・粘土塊を含む。

2 b. 黒褐色土焼土状黄褐色土塊を斑点状に含む。

2 C. 暗褐色土焼土状の黄褐色土塊。

や焼土、灰等の広がりが僅かに確認できた。

鼈跡 北壁ほぼ中央部住居内に燃焼部を有する竃を

付設する。焚口部には補強材として砂岩質の板状礫

が埋置される。燃焼部壁面の焼けは弱く、火床面は

小さな段差を持ち緩やかに立ち上がり煙道部に移行

する。煙道部は壁外へ伸びる。

柱穴 小ピットを 9 本検出したが、各セットは内側

4 本 (P 1~4) と外側 4 本 (P 5~8) が柱穴と

考えられ他の 1 本については貯蔵穴と考える。柱穴

配置から本住居の拡張が考えられる。

規模 p 1 長辺0.54m、深さ 0.26m

P2 長辺0.50m、深さ 0.32m

P3 長辺0.52m、深さ 0.44m

P4 長辺0.42m、深さ 0.22m

P5 長辺0.54m、深さ 0.30m

P6 長辺0.34m、深さ 0.16m

P7 長辺0.50m、深さ 0.40m

P 8 長辺0.48m、深さ 0.27m

貯蔵穴北東隅に位置し、規模は一辺0.60m、深さ

0.42m を測り、形状は円形を呈する。また P5 と接

するピットについては拡張前の貯蔵穴と考えられ

る。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 南壁際にNo. 5 の坪と近接して、内面漆付

着のNo. l の坪が出土した。住居中央から西寄りには

甕類が、また鼈前には、甑が集中して出土した。

掘り方 北西と南西両隅寄りは地山礫層まで掘り込

み、中央部を斜めに黄褐色粘質土の堆積が見られる。

また、旧竃の灰や焼上等の痕跡は見られず、床面

も僅ずかに北側と西側に段差が認められる。

時期 6~7世紀代

ビット 1

1 a. 暗褐色土 白・黄色粒を多く含む。

1 b. 黒色が強い暗褐色土 小礫を多く含む。

2 a. 暗褐色土 黄色粘土粒と炭化粒が少星混入。礫混入。

2 b. 暗褐色土 全体に砂粒が混入している。

3. 黄褐色土 黄色粘土と小礫を主体とする。

4. 黄褐色土 黄色の砂粒を主体とする。

叫 ul 

A
 

仁了
叫

A' 
叫

B
 

B
 

D
 

L=167.40m 

D' 

疇

゜ lm 

竃

1.褐色土 凝灰岩の細片混じり。白・黄色粒も含む。

2. 暗褐色土 天井石の細片や焼土粒・小塊含む。

3. 暗褐色土 炭化粒・焼土を僅かに含む。

4. 褐色土 白・黄色粒を多量に含む。

5. 黒褐色土 白・黄色粒を多量に含む。

6. 暗褐色土 4 層と同様だが、混入物の量が少ない。

①．黄褐色土 炭化物粒や焼土を僅かに含む。竃の芯材？

②．黄褐色土 シルト質。白色粒を含む。竃芯材。

③．褐色土 天井石の細片・焼土小塊粒を多く含む。

第86図 20号住居跡寵
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第88図 20号住居跡出土遺物（ 2) ゜
17 10cm 20cm 18~20 

20号住居跡出土遺物観察表 (PL54 • 55) 

番号 器種
出土位置

残存
法 黛

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

l 土師器 南 ほぼ完 口 12.5 高4.2 ①明褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削り。 内外面漆付
坪 1 形 底4.0 ③細砂粒・粘土粒含む 着。

2 須恵器 覆土 % 口(136) ①黄灰②還元焔 輔櫨整形。頂部ヘラ当て痕。口縁部屈曲。

蓋 高一 底一 ③細砂粒含む

3 土師器 覆土 口縁一 口 110 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 部欠損 高41 底一 ③細砂粒含む 底部にかけ調整不明瞭。

4 土師器 覆土 口縁片 口 (12.0) ①にぶい黄橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から 内面黒色処
坪 高一 底一 ③粘土粒含む 底部にかけ手持ちヘラ削り。 理。

5 土師器 南 ほぼ完 口 1 1. 2 高4.1 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から 内外面斑点
坪 28 形 底4.0 ③細砂粒・粘土粒含む 底部にかけ調整不明瞭。 漆。

6 土師器 覆土 口～底 口(121) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ、端部強いナデ。体部との境に稜を

坪 % 高4.2 底一 ③細砂粒・粘土粒含 持つ。体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。

7 土師器 寵右袖 口～底 口 (14.6) ①にぶい黄橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から 内面黒色処
坪 6 % 高4.5 底一 ③粘土粒・細砂粒含 底部にかけ調整不明瞭。 理？

8 土師器 中央 底部の ロー 高一 ①橙②酸化焔 体部斜横位ヘラ削り。底部肥厚平底。内面縦横ナ 内面黒色処
坪 3 み 底5.3 ③砂粒含む ァ。 理。, 土師器 中央 底部 ロー 高一 ①にぶい黄褐②酸化焔 底部台状を呈し、肥厚。指押え。

手づくね 4 底5.5 ③粗砂礫含む

10 土師器 北西 底部片 ロ― 高一 ①橙②酸化焔 尖底気味の丸底。縦位ヘラ削り。下端細かなヘラ
手づくね 2 底3.0 ③細砂粒・粘土粒含む 削り。内面ヘラナデ。

11 土師器 北東 口縁部 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部直立気味に立ち上がり、胴部球形を呈する。

小型甕 2 欠損 底5.0 ③粘土粒含む 器表面荒れて、部分的に磨きの痕跡あり。

12 土師器 東 口縁片 口 (19.8) ①明黄褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部に斜

鉢 13 古向一 底一 麟砂粒・粘土粒含む 横位ヘラ削り。

13 土師器 竃前 胴部 ロー→ 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴部球形を呈し、横位ヘラ削り。内面縦横にナデ。
小型甕 25 ｽ 底一 ③粗砂粒・粘土粒含む
14 土師器 中央 % ロ 31. 4高1 1. 3 ①にぶい橙②酸化焔 鉢形を呈する。口縁部横ナデ。体部斜位ヘラ削り。

甑 2 底・穴の </,3.0 ③粗砂粒含む 底部小さな尖孔。内面横位ナデ。

15 土師器 北西 胴部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 やや球形状の胴部。斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

甕 7 % 底一 ③粗砂粒含む

16 土師器 北西 胴部 口 131 ①にぶい橙②酸化焔 筒形を呈する。口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。

小型甕 8 一部欠 高18.8 底5.0 ③粗砂粒混じり 内面横位ナデ。底面木葉痕。

17 土師器 覆土 底部片 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下端横位ヘラ削り。底面木葉痕？

甕 底 (5.0) ③砂粒含む

18 土師器 鼈前 端部片 口一 高一 ①橙②酸化焔 器表面もろく調整不明瞭。

甑 士0 底 00.4) ③細砂粒含む

19 土師器 北東 口縁部 口 (26.0) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。口唇部強いナデ。胴上半縦位ヘラ No20 と同一
甑 11 片 古向一 底一 ③粘土粒含む 削り。内面横位ナデ。 個体。

20 土師器 北東 胴下位 ロー 高一 ①橙②酸化焙 胴下半斜縦位ヘラ削り。残存中央部帯状に摩耗痕。 Nul9 と同一
甑 25 ％残 底 (11.2) ＠砂粒含む 内面に横位ナデ。開口部面取り。 個体。
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第 1 節竪穴住居跡の概要

21号住居跡 (PL14 • 55) 

位置 Io-20グリッド 床面積 6.0m'

主軸方位 N-100°―E 重複なし

規模と形状長辺3.0m、短辺2.7m、残存壁高0.20

m を測り、やや東壁の長い台形状を呈する。

埋土住居北壁から西壁にかけて後世の攪乱が入り

込む。全体に細礫の混じる黒褐色土で埋没。褐色土

塊を斑に含み、人為的埋土とも考えられている。

床面西壁及び北壁寄り部分は攪乱により壊され

る。残存部分の床面には黄色粘土が薄く貼られる。

住居中央部に径1. 2m、深さ 10cm程の床下土坑を検出

した。埋土は、黄色粘土塊混じりの暗褐色土である。

鼈跡 東壁中央やや南寄り住居内に燃焼部を有する

鼈が付設される。焚口部には砂岩の板状礫が出土し、

焚口補強材として利用されていた。袖には黄色粘土

を芯材として利用している。燃焼部内には構築材と

思われる黄色粘質土が落ち込む。

一
叫 O|

D
 

A
-

A
 

叫Q|

褐色土塊

Ir Ip 

20住

柱穴・貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されない。

出土遺物 埋土中に数点出土したのみである。

掘り方粘性の強い暗褐色土で止められ部分的に、

黄褐色シルト質土が見られる。壁際は若干掘り込ま

れる。

時期 7 世紀代

叫

In II 

22 

20 

A
-―
行

切

叫 ul 

A' 

D
 

D' 

疇

21号住居

1. 黒褐色土 細礫を含み、小指大の礫も点在。

2. 黒褐色土 小礫少塁混在。若干褐色土塊が混入。

①．暗褐色土 小礫多黛に含む。黄色粘土塊混入。貼り床。

②．黄褐色土 小礫含み、黄色粘土多量に含む。

゜
L= 167.Som 2m 

第89図 21号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

叫

叫

A A' 

叫

叫

量
1.暗褐色土砂質混入物少量含む。黄色粘土多量に含む。

2. 暗褐色土 黄色粘土を多量に含む。砂粒質。

3. 暗褐色土 黄色粘土を少量含み炭化物含む。

4. 黄褐色土炭化物、焼土小粒を少量含む。

5. 黄褐色粘質土

゜
L=167. 70m lm 

第90図 21号住居跡鼈
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第91図 21号住居跡出土遺物

21号住居跡出土遺物観察表 (PL55)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 土師器 覆土 口縁片 口 (15.8) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部ヘラ削り。

坪 高一 底一 ③細砂粒含む

2 土師器 覆土 台部％ ロ― 高一 ①橙②酸化焔 脚部横ナデ。裾部ハの字に大きく開き、横ナデ。
高台付坪 底1 1.2 ③細砂粒含む 輪積み痕残る。

22号住居跡 (PL14 • 55) 

位置 ln-21グリッド 床面積 17.9m'

主軸方位 N-2T-W 重複なし

規模と形状長辺5.8m、短辺4.2m、残存壁高0.30

m を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土砂質気味の褐色土により埋没。床面直上には

黄色粘質土混じりの黄褐色土が堆積する。

床面 地山礫や粘質土が露出。竃左前に径1.2m、深

さ 10cm程の床下土坑を検出し、上面は暗褐色土と黄

90 

20住

Ip In Il 

22 

20 

色粘土小塊混じりのやや硬質の貼床を確認した。



柱穴 壁際などに不規則な小ピットを検出した。

規模 p 1 長辺0.34m、短辺0.19m、深さ 0.20m

P2 長辺0.42m、短辺0.37m、深さ 0.26m

P3 長辺0.40m、深さ 0.05m

P4 長辺0.40m、深さ 0.24m

P5 長辺0.57m、短辺0.50m、深さ 0.12m

P6 長辺0.86m、短辺0.66m、深さ 0.04m

P7 長辺0.33m、短辺0.25m、深さ 0.32m

第 1 節竪穴住居跡の概要

貯蔵穴 鼈右脇と北東隅の 2 カ所で確認した。規模

は、貯蔵穴 1 長辺0.75m、短辺0.65m、深さ 0.43m 、

貯蔵穴 2 長辺0.68m、短辺0.55m、深さ 0.14m、形

状は両者とも長円形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物鼈前及びp 5 脇において出土。

掘り方 南東隅部で地山の礫層面と黄褐色シルト面

の境が見られ、水平に掘り込まれる。
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貯蔵穴 2

L~I67.40m 
E 1 2 E' 
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L=167.80m 2m 

1.褐色土砂質が強い。白・黄色粒、黄色粘土小塊含む。

2. 黄褐色土 黄色粘土を多く含み、粘性が強い。

貯蔵穴 1

1. 暗褐色土 黄色粘土塊を多く含む。焼土粒も混入。

2. 暗褐色土混入物少ない。

3. 暗褐色土黄色粘土塊が混入。

4. 黄褐色土黄色粘土を多く含む。

貯蔵穴 2

1.暗褐色土焼土を多く含む。

2. 黄褐色土黄色粘土を多く含む。

第92図 22号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

叫 召
寵跡北壁中央に燃焼部が住居内に構築

される竃を確認した。壁面の焼けは弱い

が、埋土中に焼土小塊を多く含み、破壊

された構築材の黄色粘土塊混じる。火床

面は床面より下がる。煙道部は壁外に伸

びる。

時期 7 世紀代

<t:I 
B
 

B' 
.:r: I 

1.暗褐色土 焼土粒・炭化物粒を含み、微かに全体に赤色をおびる。

2. 黄褐色土 黄色粘土塊を含み、炭化物も混入。

3. 暗褐色土焼土粒を多量に含む。

4. 黒褐色土 混入物少なくサラサラする。

5. 暗褐色土焼土粒、黄色粘土がやや多く混入。

゜
L=l67.80m lm 
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第94図 22号住居跡出土遺物 1 • 2 • 4-' 3. 5 20cm 

22号住居跡出土遺物観察表 (PL55)

番号 器種
出土位置

残存
法 最

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 土師器 北西 ロ～胴 ロ(142) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横位へ
小型甕 -27 高一 底一 ③粗砂粒含む ラナデ。

2 土師器 北西 口～体 口(13.8) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横位へ
小型甕 -28 % 高一 底一 ③粗砂粒含む ラナデ。

3 土師器 北東 口縁％ 口(194) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横位へ
甕 士 0 高一底一 ③粗砂粒含む ラナデ。

4 土師器 北西 胴～ 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴下半斜位ヘラ削り。底部やや丸底状を呈し、ヘ
小型甕 -30 底部片 底一 ③粗砂粒含む ラ削り。内面斜位ナデ。

5 土師器 北東 口縁片 口 (21.6) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横位へ
甕 士 0 高一 底一 ③粗砂粒含む ラナデ。

6 鉄 器 鼈内 破片 く計測値＞長0.22、幅0.22、厚0.35、重3.26 g く特徴＞コーナ一部が残り、鈍角に開く。
板 状
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第 1 節竪穴住居跡の概要

23号住居跡 (PL14 • 56) 

位置 Io-14グリッド 床面積 34.lm'

主軸方位 N-5°-W 重複 10号住居に北東隅

を掘り込まれる。

規模と形状長辺4.0m、短辺3.9m、残存壁高0.14

m を測り、正方形を呈する。

柱穴 4 本検出し、柱間はほぼ同一。

規模 p 1 長辺0.56m、短辺0.47m、深さ 0.29m

P2 長辺0.50m、短辺0.43m、深さ 0.39m

P3 長辺0.41m、深さ 0.32m

P4 長辺0.60m、短辺〇． 46m、深さ 0.36m

埋土小礫混じりの暗褐色

土により埋没。

床面中央部は小礫混じ

り、南辺部は黄褐色粘質土

混じりの暗褐色土を薄く貼

る。

鼈跡検出されず。

貯蔵穴検出されず。

壁下周溝北壁を除き全周

する。

出土遺物小破片が南西寄

りで出土。

掘り方ほぽ床面と一致

し、南半分の壁寄り部分は

若干掘り下げられる。

時期 7 世紀代
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第96図 23号住居跡出土遺物

23号住居跡出土遺物観察表 (PL56)

番号 器種
出土位置

残存
法 絋

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 南壁寄り 口～底 口 (13.6) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部調整不明瞭。内面横ナデ。

坪 5 % 高一 底一 ③粗砂粒含む

2 土師器 南壁寄り 口縁片 口 (16.6) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上部縦位ヘラ削り。

小型甕 6 高一 底一 ③粗砂粒含む
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第 3 章検出された遺構・遺物

24号住居跡 (PL14 • 56 • 57) 
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第 1 節竪穴住居跡の概要

24号住居跡 (PL14 • 56 • 57) 

位置 lm-11グリッド 床面積 l1.5m2

主軸方位 N-68° —E 重複 18号住居と接する。

規模と形状東・南壁6.3m、西・北壁6.lm、残存

壁高0.3m を測り、南壁のやや長い方形を呈する。

埋土 小礫混じりの黒褐色土により埋没する。

床面 小礫混じりの暗褐色土を薄く貼る。

鼈跡 東壁中央南寄りを第 1 鼈とし、燃焼部は住居

内に位置し、袖は左袖のみ遺存し黄褐色粘土を貼付

する。焚口部に片岩系の板状礫を鳥居状に組み補強

する。燃焼部内には構築材の黄褐色土が崩落し、側

壁は焼土化する。煙道部は緩やかに壁外へ伸びる。

第 2 鼈は北壁中央部にて煙道部のみを検出した。煙

道部は壁外へ水平方向に伸び、壁面は焼土化する。

やや西寄りに第 3 竃が位置し、壁外を掘り込む。 18

号住居との切り合い部分にあたり埋土中には焼土

叫

Ip In 11 li 

12 

10 

塊・粘土塊等入り混じる。形状は不定形である。

柱穴各隅対角線上に 4 本確認した。

規模 p 1 長辺0.64m、深さ 0.44m

p 2 長辺0.50m、深さ 0.3m

p 3 長辺0.38m、短辺0.34m、深さ 0.35m

P4 長辺0.50m、深さ 0.4m

P5 長辺0.30m、深さ 0.22m

叫

o::ir19 

A A' 

`' 
叫

1.暗赤褐色土焼土粒が混入し

小礫少量含む。

2. 黒褐色土小礫多量に含む。焼

土塊を僅かに含む。

゜
L=168.50m lm 

1.黒褐色土細礫多量に含む。 第98図 24号住居跡第 1 鼈
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第 3 章検出された遺構·遺物

貯蔵穴 南東隅を第 1 貯蔵穴とし、規模は長辺0.66

m、短辺0.5m、深さ 0.41m を測り、形状は円形を呈

する。北東隅を第 2 貯蔵穴とし、規模は一辺0.66m 、

深さ 0.48m を測り、形状は円形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

~I 

出土遺物第 1 鼈周辺部にて、完形に近い土師器

甕・小型甕や重ねられた坪類等が集められたような

状態で出土。

掘り方床面とほぼ一致する。

時期 6~7 世紀代

叫

c
 

c
 

.,:/ 

C'B  

贔
第 3竃

1.赤褐色土 黒褐色土に焼土塊混じる。

2. 1 C と同じ。

3. 2 a と同じ。

3
I
 

叫
B' 第 2 竃
1 a. 黒褐色土 黄色粘土と焼土を僅かに含む。

1 b. 黒褐色土焼土粒を少し含む。

1 C. 黒褐色土 黄色粘土を粒状に多く含む。

1 d. 黒褐色土 黄色粘土を全体に含み、炭化物粒僅

かにあり。

2 a. 黄色粘土 黒褐色土塊、焼土塊を僅かに含む。

2 b. 黄褐色土 黄色土と黒褐色土の混土、焼土塊も

僅かに含む。

゜
L=168.50m lm 
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物

\ 

14~16 • 18 10cm ・サ温 20cm 

第102図 24号住居跡出土遺物 (3)
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24号住居跡出土遺物観察表 (PL56 • 57) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量：

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) 

1 土師器 竃付近 ほぼ完 口 14. 0 高51 ①橙②酸化焔

坪 4 形 底12.2 ③粘土粒・片岩粒含む

2 土師器 鼈付近 ほぼ完 口 14.2 ①橙②酸化焙

坪 5 形 高5.1 底9.5 ③砂粒含む

3 土師器 鼈付近 ほぼ完 口 13.5 高61 ①にぶい赤褐②酸化焔

坪 2 形 底11.5 ③砂粒含む

4 土師器 鼈付近 完形 口 18.4 高6.1 ①橙②酸化焔

坪 6 底15.0 ③砂粒含む

5 土師器 鼈付近 ほぼ完 口 14.7 高5.6 ①にぶい褐②酸化焔

坪 4 形 底11. 5 ③粘土・片岩小礫含む

6 土師器 竃付近 口縁 口(14.2) ①橙②酸化焔

坪 8 ％欠 高5.2 底7.0 ③細砂粒含む

7 土師器 鼈付近 口縁 口 13. 9 高5.4 ①橙②酸化焔

坪 33 一部欠 底9.5 ③粘土粒含む

8 土師器 竃付近 口縁部 口 13.0 高4.4 ①橙②酸化焔

坪 3 一部欠 底90 ③砂粒混じり, 土師器 鼈付近 ほぼ完 口 12.5 高3.4 ①橙②酸化焙

坪 3 形 底6.0 ③砂粒含む

10 土師器 鼈付近 口縁 口 (13.2) ①橙②酸化焙

坪 2 ％欠 裔6.2 底9.0 ③砂粒混じり

11 土師器 鼈付近 ほぼ完 口 12.8 高46 ①にぶい橙②酸化焔

坪 6 形 底7.5 ③細砂粒・粘土粒含む

12 土師器 鼈付近 口～底 口 (15.5) ①にぶい橙②酸化焔

坪 覆土 % 高5.5 底85 ③粘土粒含む

13 土師器 鼈付近 口縁％ 口 15.7 ①にぶい橙②酸化焔

甑 ±〇 欠損 高12.4 底4.8 ③砂粒混じり

14 土師器 竃付近 口縁一 口 13.4 ①明赤褐②酸化焙

小型甕 3 部欠損 高13.3 底5.6 ③粗砂粒混じり

15 土師器 鼈付近 口～胴 口 13.0 高9.5 ①橙②酸化焔

小型甕 土〇 一部欠 底4.0 ③砂粒含む

16 土師器 寵付近 ほぼ完 口 10.4 ①にぶい褐②酸化焔

コップ状 士 0 形 高11.9 底68 ③砂粒含む

17 土師器 竃付近 底部の ロ― 尚一 ①褐②酸化焔

小型甕 13 み 底4.7 ③砂礫多く混じる

18 土師器 鼈付近 底部の ロー 高一 ①褐②酸化焔

坪 3.0 み 底8.8 ③砂粒含む

19 須恵器 竃付近 口縁％ 口 (13.6) ①灰②還元焔

·互— 18 高一 底一 ③細砂粒含む

20 土師器 鼈付近 完形 口23.5高29.0 ①橙②酸化焔

甑 3.0 底10.2 ③砂粒混じり

21 土師器 竃付近 ほぼ完 口20.4 ①明赤褐②酸化焔

甕 5 形 高35.0 底3.8 ③砂礫多く混じる

22 土師器 鼈付近 ほぼ完 口22.6 ①赤褐②酸化焔

斐 士 0 形 高39.5 底4.5 ③砂礫多く混じる

23 土師器 寵付近 一部欠 口20.4 ①橙②酸化焙

甕 土〇 損 高33.5 底5.8 ③砂礫多く混じる

25号住居跡 (PL15)

位置 11-25グリッド 床面積 8.lm'

主軸方位 N-10°-E 重複なし

規模と形状長辺3.3m、短辺3.0m、残存壁高0.4m

を測り、東西に僅かに長い横長長方形を呈する。

埋土 床面直上には北西から南東部にかけて人頭大

の礫が、投げ込まれた状態で出土している。その上

第 1 節竪穴住居跡の概要

器形・整形の特徴 備考

口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

底部にかけ手持ちヘラ削り。

ロ縁部横ナデ。体部ナデ。底部ヘラ削り。器肉厚

い。

口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

底部にかけ手持ちヘラ削り。内面ヘラナデ。

口縁部 2 段の横ナデ。体部との境に稜を持つ。体 籾、薬圧痕

部から底部にかけ手持ちヘラ削り。 あり

口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

底部にかけ手持ちヘラ削り。

口縁部横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削り。内

面ヘラ磨きか、放射状の暗文見られる。

口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

底部にかけ手持ちヘラ削り。

口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。内面放

射状暗文。

口縁部短く内傾、横ナデ。体部から底部手持ちへ

ラ削り。内面ヘラナデ。歪み見られる。

口縁部直立気味。下半強いナデ。体部から底部手

持ちヘラ削り。

口縁部横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削り。内

面ヘラナデ。

口縁部横ナデ。体部から底部手持ちヘラ削り。

口縁部横ナデ。胴部斜位ヘラ削り。下端部横位へ

ラ削り。丸底状底部。内外より刺尖穿孔。

口縁部横ナデ直立。胴部斜位、下部横位ヘラ削り。

内面横位ナデ。大きく歪む。

口縁部横ナデ。胴部縦位、下部から底部にかけへ

ラ削り。

口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。台部八の字に

開き、作り雑。

胴下半斜位ヘラ削り。下部横ナデ。

体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。内面ヘラナ
T-ｷ 。

口縁部やや受口状を呈し、凹線巡る。頸部7本一対

の櫛歯状工具による波状文。

口縁部横ナデ。緩やかに外反。胴部縦位ヘラ削り。

底部内面面取り。内面横ナデ。下半縦位ナデ。
長胴甕。口縁部横ナデ。端部面取り。胴部斜縦位

ヘラ削り。胴中位にかけ緩やかに膨らむ。

長胴甕。胴中位緩やかに膨らむ。口縁部横ナデ。

口唇部面取り。胴部斜縦位ヘラ削り。

口縁部横ナデ。端部面取り。胴部斜縦位ヘラ削り。

外面煤付着。

の層は、全体に礫を含む黒褐色土により埋没する。

床面 南東隅に黄色粘質土の薄く貼り込んだ床面を

検出した。部分的に地山礫が露出し、凹凸見られる。

鼈跡 北壁中央やや南寄り住居内に燃焼部を有する

竃が付設される。燃焼部奥壁は焼土化し、埋土中に

焼土が混じる。煙道部へは急角度で立ち上がる。

柱穴・貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されない。
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第 3 章検出された遺構・遺物

出土遺物なし

掘り方 壁面には礫層が見られ、掘り方面はその下

の黄褐色シルト質土まで掘り込まれている。壁際が

やや低く掘り込まれる。

時期不明

叫

A A' 

A 
叫

A' 

In 11 

26 

24 

叫

1 . 黒褐色土礫を含む。

2 a. 黒褐色土 サラサラした土を主体とし、

小礫少黛含む。

2 b. 黒褐色土大礫を含む。

2 C, 黒褐色土 黄色粘土を全体に含む。

3. 黒褐色土 大礫を非常に多く含む。

4. 黒褐色土砂礫主体。

叫

゜
L=167.80m 2m 

叫

A
 

A
 

叫
A' 

第103図 25号住居跡

叫

叫

竃

1. 黒褐色土 サラサラし、白色粒を少量含む。

2. 黒色土焼土粒をやや多く含む。

3. 黒褐色土礫を多最に含み、焼土少量含む。

゜
L=167.20m lm 

第104図 25号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要

30号住居跡 (PL15 • 58) 

位置 Hs-15グリッド 床面積 16.2m'

主軸方位 N-10°-E 重複なし

規模と形状長辺5.2m、短辺4.lm、残存壁高0.4m

を測り、南北に長い縦長長方形を呈する。

埋土 大礫が多量に出土し、南北両壁側から投棄さ

れたと考えられる。埋土上層にはAs-Bを多量に含む

やや砂質の黒褐色土が堆積していた。

床面 全体に暗褐色土が地山砂礫層の上に薄く貼ら

到江
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叫

L=168.50m p4 
Pl 

叫
I. 褐色土 As-A混じり、耕作土。

II. 褐色土小礫僅かに含む。

1. 明褐色土 As-B混じり。

2. 淡黒褐色土 As-Bを多黛に含みサクサクしている。

3. 淡黒褐色土粗砂粒・小礫を含み、多鑓の土器片混じる。

4. 暗褐色土礫、土器片を多見に含む。

立 5. 褐色土 礫を多く含み、土器片僅かに含む。
6. 明褐色土 小礫僅かに含む。しまりあり。

7. 褐色土礫を僅かに含み、しまり弱い。（地山）

D-

ビット

D' 1. 茶褐色土
2 a. 暗褐色土

2 b. 暗褐色土

3. 黄褐色土

粗砂・小礫混じり。

粗砂・礫混じり。

礫と暗褐色土との混土。

砂礫層。

Q L=168.70m 2m 

第105図 30号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

れ、床面が構築されている。部分的に礫層の露出が

あり、微妙な凹凸面が見られる。第 1 竃前の床面上

に焼土や灰が薄く広がり、やや踏み締められる。

鼈跡北竃を第 1 竃とし、南東隅を第 2 竃とした。

両者は、焚口部や燃焼部の遺存状態及び火床面のレ

ベル等から同時存在と考えられる。

第 1 竃は北壁東寄りの壁を若干掘り込み、燃焼部

を構築する。袖は地山を芯に残し、灰褐色土を貼り

付ける。燃焼部壁面の焼けは弱く、中央に支脚に用

いられたと思われる礫が出土。煙道部へは段を持ち

立ち上がり、煙道部はNo.の土師器甕を補強材として

利用し壁外へ伸びる。

第 2 竃は、南東隅部の壁を掘り込み壁面には礫を

用い石組竃を構築している。火床面には焼土、灰の

堆積が見られる。煙道部へは急角度で立ち上がる。

柱穴 4本検出したが、いずれも掘り込みは浅い。

規模 p 1 長辺0.66m、短辺0.50m、深さ 0.05m

P2 長辺0.42m、短辺0.38m、深さ 0.19m

P3 長辺0.42m、深さ0.10m

P4 長辺0.30m、短辺0.20m、深さ 0.15m

貯蔵穴北東隅に位置し、規模は長辺 lm、短辺0.

9m、深さ 0.05m を測り、形状は楕円形を呈する。

壁下周溝竃部分を除き、全周する。

出土遺物 破片が礫に混じり散乱し、第1鼈周辺に土

師器甕片出土。

掘り方 褐色砂礫混じりの層を掘り込む。ほぽ床面

と一致する。

時期 8 世紀代

叫 叫

In 

I 0 

D' 

叫 叫
A
 

A' D
 3 ( a 

D' 

`— =と--C

貯蔵穴

゜
L= 168.50m lm 

第 1 竃

1.暗褐色土礫混じり、しまり弱い。

2 a. 灰茶色土 焼土、小礫僅かに含む、粘質土。

2 b. 灰茶色土 小礫、褐色土塊含む。土質緻密。

3. 灰茶色土 小礫、焼土含む。しまり弱い。

① a. 赤茶色土焼土塊。

① b. 茶褐色土焼土混じりの灰褐色粘質土。

② a. 灰茶褐色土 小礫、灰褐色土、焼土粒子含む。

② b. 灰茶褐色土礫混じり、しまり弱い。

③．灰褐色土 小礫、灰茶色粘土塊の混土。

④．暗褐色土礫混じり、しまり弱い。

⑤．黄褐色砂礫層（地山）

⑥．灰褐色土砂礫、焼土粒混じり。

貯蔵穴

1 ．暗褐色土砂礫、土器片混じり。

2. 灰褐色土 灰茶色土粘土塊混じり、礫含む。

3. 灰褐色土 灰茶色土粘土塊と暗褐色土塊の混土。

第106図 30号住居跡第 1 鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要

叫

句
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叫
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叫
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霧
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量
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゜と第：

／三ミ
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！霞

1. 暗褐色土小礫僅かに含む。

2. 茶褐色土粒子細かく、しまりあり。

3. 肌色 焼土小塊含む。やや粘性あり。

4. 暗褐色土粗砂、小礫含む。やや粘性あり。

5. 暗褐色土粗砂、小礫混じり。

①．暗褐色土小礫混じり、土器片含む。

②．茶褐色土小礫混じり。

③．暗褐色土小礫．礫含む。

④．暗茶褐色土小礫含む。やや粘性あり。
第107図 30号住居跡第 2 鼈
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第108図 30号住居跡出土遺物 (1)
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第 3 章検出された遺構・遺物

\ 

/I 15 

2
 

ー

¥

I

I

 
\ 

｀
ぃ

＼
＇
ー
，

¥

J

 

\ 

＼
ー
い
＼
＼
，
、

\\\ 

\\` 

\ 

＼
＼
＼
し

\\ 

]17 

1 :＼しロ

\[ 1:

゜

20 

20cm 
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30号住居跡出土遺物観察表 (PL58)

番号 器種
出土位置

残存
法 戯

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) 

1 土師器 覆土 口～底 口 (116) ①橙②酸化焙

坪 部片 高3.4底 (7.0) ③粘土細粒含む

2 土師器 北東 口～底 口 (14.0) ①橙②酸化焔

坪 17 部片 高一 底一 ③粘土細粒含む

3 土師器 覆土 口～底 口(13.0) ①にぶい褐②酸化焔

坪 部片 高一 底一 ③粘土細粒含む

4 須恵器 覆土 摘部 ロー 高一 ①灰白②還元焔

蓋 % 底一 ③細砂粒含む

5 須恵器 南西 % 口 (12.0) ①灰②還元焔

坪 26 高3 1 底80 ③細砂粒含む

6 須恵器 南東 口～底 口 (10.6) ①灰白②還元焙

坪 5 部片 高3.8底 (7.0) ③精選

7 須恵器 東 胴部片 ロ― 高一 ①灰白②還元焔

甕 15 底一 ③精選

8 土師器 覆土 口縁片 口(116) ①明赤褐②酸化焔

小型甕 高一 底一 ③細砂粒・粘土粒含む, 須恵器 北西住居 口縁片 口 (230) ①灰オリープ②還元焙

甕 外ー6 高一 底一 ③精選

10 土師器 南西 口縁片 口 (27.4) ①にぶい橙②酸化焔

鉢？ 22 高一 底一 ③砂粒含む

11 土師器 北東 口～底 口 (22.4) ①にぶい褐②酸化焙

甕 18 % 高31. 1 底9.3 ③粗砂粒含む

12 土師器 北東 口縁片 口(175) ①にぶい橙②酸化焔

甕 25 高一 底一 ③粗砂粒含む

13 土師器 第2鼈前 胴％ 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔

甕 -1 底一 ③砂粒含む

14 土師器 第1鼈前 胴～底 ロー 高一 ①黄褐②酸化焔

甕 20 % 底 (4.2) ③粗砂粒含む

15 土師器 第1竃煙 口～胴 口 (25.6) ①にぶい褐②酸化焙

甕 道部ー2 % 高一 底一 ③粗砂粒含む

16 土師器 第2鼈前 ロ～胴 ロ (27.5) ①橙②酸化焔

甑 4 ｽ 高一 底一 ③粗砂粒混じる

17 土師器 覆土 端部片 端部 (17.0) ①暗赤褐②酸化焔

甑 ③細砂粒含む

18 土師器 第2鼈前 端部片 端部 (13.8) ①橙②酸化焔

甑 7 ③粗砂粒混じる

19 土師器 北東 底部片 ロー 高一 ①にぶい赤褐②酸化焙

甕 30 底 (70) ③砂粒含む

20 土師器 南東 端部片 端部 (359) ①にぶい黄褐②酸化焔

鼈型土器 8 ③細砂・粘土粒含む

31号住居跡 (PL16 • 59) 

位置 Hs-17グリッド 床面積 14.9m'

主軸方位 N-0 ゜ 重複なし

規模と形状長辺5.4m、短辺4.3m、残存壁高0.46

mを測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土 土器片を含む礫混じりの暗褐色土により埋没

し、床面直上に礫が散乱する。壁寄りは壁崩落土の

堆積が見られる。

床面 シルトと砂の中間の土質を持つ黄褐色土塊を

含む暗褐色土が薄く貼られ、中央から鼈前にかけて

第 1 節竪穴住居跡の概要

器形・整形の特徴 備考

口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底、ヘ

ラ削り。

口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底、ヘ

ラ削り。内面放射状暗文。

口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底、ヘ

ラ削り。

輔櫨整形。頂部回転ヘラ削り。リング状摘み。 摘4.9

輛櫨整形。回転糸切り、未調整。切り離し時の粘

土塊付着見られ、器表面荒れている。

轄轄整形。底面剥離。内面炭化物付着。

輔輯整形。胴中位の張る球形胴。肩部及び胴中位 31住出土遺

に2条の平行沈線。 物と接合

口縁部短く外反、横ナデ。胴上端横位ヘラ削り。

内面横位ナデ。

輔櫨整形。口縁端部指押え。胴部球形を呈し、肩

部櫛歯状工具による連続刺尖巡る。

口縁部横ナデ。胴上半接合痕残り、内面横位ナデ。

口縁部横ナデ。胴斜縦位ヘラ削り。内面横位ナデ。

（指ナデ含む）

口縁部横ナデ、端部強いナデ。頸部指ナデ。胴部

球形胴。上半部ヘラ削り後ナデ。内面横位ナデ。

胴部器肉薄い。上半部斜位、中央から下半部にか

け縦位ヘラ削り。内面丁寧なナデ。

胴部中央斜縦位、下半部細かな斜位のヘラ削り。

内面横位ナデ。

口縁部横ナデ。胴上半部斜縦位ヘラ削り。

ロ縁部水平気味に外反。端部面取り状の強い指ナ

デ。胴上半部斜縦位ヘラ削り。内面横位ナデ。

下半部斜位ヘラ削り。下端部横ナデ。ほぼ垂直に

立ち上がる。

胴下半部縦位ヘラ削り。下端ヘラ状工具により面

取り。内面横ナデ。

胴下部斜横位ヘラ削り。底面ヘラ削り。内面指ナ

T-ｷ 。

輪積み痕明瞭末調整？直線的に立ち上がる。 19住に類似

土器

lb Ht Hr 

□] 

18 

はやや踏み締められているが、周辺部は柔らかい。

竃前には焼土の広がりが見られた。また、東壁寄り
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第 3 章 検出された遺構・遺物

の床面を僅かに掘りくぼめ、

の粘土塊の混土が出土している。

鼈跡

その中に白色・黄褐色

北壁東寄りの壁面を僅かに掘り込み、壁の延

長線上に燃焼部が位置するよう鼈を付設している。

燃焼部内壁は焼土化し、奥壁寄りの埋土中には鼈構

築材の黄褐色土と焼土化した塊が見られ、崩落状況

が窺われる。袖は黄褐色土塊を多く含む層を貼り付

け構築される。火床面は床面と同レベルであり、灰

の堆積はほとんど見られない。煙道部へはやや緩や

かに立ち上がり、奥壁は僅かに焼土化する。

柱穴・貯蔵穴

壁下周溝

出土遺物

いずれも検出されない。

竃を除き全周する。

礫に混じり、土師器破片が散乱する。土

師器Nn12の鉢形甑が竃左袖外脇より出土している。

土師器坪には暗文が施される。

掘り方 礫混じりの暗褐色土を掘り込み、壁面には

礫が見られる。

時期 8 世紀代
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1. 褐色土微小礫・円礫を多く含む。

2. 暗褐色土 微小礫を含み、円礫を多く含む。

3. 明褐色土微小礫を含む。

4. 褐色土 円礫を僅かに含み、ややしまりあり。

第110図

5. 暗褐色土

6. 黒褐色土

7. 暗褐色土

円礫を僅かに含み、ややしまりあり。

小礫を含み、しまり弱い。

黄褐色砂質土を多紐に含む。小礫を僅かに混入。

31号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡の概要

引 引

A L=168.30m 
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叫
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第111図 31号住居跡鼈

1. 暗褐色土と淡黄色土の混土層

2. 淡黄褐色土 暗褐色土を僅かに含む。

3 a. 淡黄褐色土 焼土粒を僅かに含む。

3 b. 赤褐色土焼土粒を多贔に含む。しまりあり。

4. 暗褐色土微小礫、焼土粒を僅かに含む。

5. 黒褐色土焼土粒を僅かに含む。

(. 淡赤褐色土淡く焼土化。

(. 褐色土焼土小塊を含む。

(. 暗黄褐色土 しまりあり。

(. 黒褐色土微小礫を含む。

三□口

ー，一

ー← ＼二、ニ

ー ニニ □□□／□ ＿二こ／

ー：／口
\ 

゜
1 ~12 

\ 

lOcm 13 20cm 
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第112図 31号住居跡出土遺物（ 1)
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第113図 31号住居跡出土遺物(2)

31号住居跡出土遺物観察表 (PL59)

番号 器種
出土位置

残存
法 鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 鼈左 口縁一 口 13.0 ①にぶい黄褐②酸化焔 浅く皿状を呈する。口縁部横ナデ。体部から底部

坪 3 部欠損 高2.6 底ー ③細砂粒含む 手持ちヘラ削り。内面放射状暗文。

2 土師器 中央 % 口(12.8) ①橙②酸化焔 浅く皿状を呈する。口縁部横ナデ。体部から底部

杯 2 高一 底一 ③細砂粒含む 手持ちヘラ削り。内面放射状暗文。

3 土師器 中央 口～底 口 (15.6) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面太目の放

坪 34 破片 高一 底一 ③粘土細粒含む 射状暗文。

4 土師器 中央 % 口 14.0 ①橙②酸化焔 口縁部直線的に開き、平底を呈する。口縁部横ナデ。

坪 6 高4.6 底ー ③細砂粒含む 体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面放射状暗文。

5 土師器 西側 口～底 口 (14.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部やや湾曲、平底を呈する。 口縁部横ナデ。

坪 12 % 高40 底一 ③細砂粒含む 体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面放射状暗文。

6 土師器 中央 % ロ (14.8) ①にぶい明赤褐②酸 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。

坪 5 高一 底一 化焔③細砂粒含む 内面放射状暗文。

7 土師器 中央 % 口 15.0 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部、調整不明瞭。

坪 16 高一 底一 ③粘土細粒含む

8 土師器 中央 口縁片 口(120) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部輪積み痕やひずみが残り、未

坪 3 高一 底一 ③粘土細粒含む 調整。底面ヘラ削り。, 土師器 鼈付近 % 口(15.8) ①橙②酸化焔 平底を呈する。口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。
坪 25 高一 底一 ③細砂粒含む 底部ヘラ削り。

10 土師器 鼈左 % 口 (15.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部直線的に開き、平底を呈する。口縁部横ナデ。

坪 26 高一 底一 ③細砂粒含む 体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面放射状暗文。

11 土師器 中央 破片 口 (18.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。内面放

坪 25 高一 底一 ③粘土細粒含む 射状暗文。

12 土師器 鼈左 % 口 (200) ①明褐②酸化焔 鉢形を呈する。口縁部横ナデ。体部斜位ヘラ削り。

甑 5 高7.9 底3.0 ③砂粒含む 孔部焼成前に穿孔。内面ヘラナデ。

13 土師器 南西 口～胴 口 (26.0) ①にぶい褐②酸化焙 口縁部僅ずかに外反、横ナデ。体部調整不明瞭。

鉢 7 ｼ 高一 底一 ③細砂粒含む 内面横ナデ後、放射状暗文。

14 土師器 中央 口～胴 口244 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部短く外反、横ナデ。胴部斜縦位ヘラ削り。

甑 27 % 高一 底一 ③粗砂粒混じり 内面斜横位ナデ。

15 土師器 南西 口縁片 口 (2 1.2) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横ナデ。

甕 16 高一 底一 ③砂粒含む

16 土師器 南西 口縁片 □ (1 7.0) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部僅ずかに外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削

小型甕 6 高一 底一 ③砂粒含む り。頸部ヘラ当痕。内面横ナデ。
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第 1 節竪穴住居跡の概要

番号 器種
出土位置

残存
法 星

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

17 土師器 鼈前 口縁片 口 (12.0) ①橙②酸化焔 口縁部くの字に外反、横ナデ。胴上半斜縦位ヘラ

小型甕 21 高一 底一 ③細砂粒含む 削り。

18 土師器 南西 破片 ロ― 尚一 ①明褐②酸化焔 胴下半斜位ヘラ削り後、縦位ヘラナデ又はヘラ磨

甑 2 底13.0 ③砂粒含む き。内面横ナデ、縦位ヘラ磨き。

19 土師器 北西 脚部 ロー 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴下部斜位ヘラ削り。脚部横ナデ。内面横ナデ。

台付甕 -4 底8.8 ③砂粒含む

20 須恵器 南西 ロ縁片 ロ 04.2) ①褐灰②還元焔 輔櫨整形。口縁部折り返し。

甕 24 高一 底一 ③細砂粒含む

21 土師器 中央 底部付 口一 高一 ①橙②酸化焔 胴下半斜位ヘラ削り。下端ヘラ削り後横ナデ。

甑 6 近％ 底13.8 ③細砂粒含む

32号住居跡 (PL16 • 59 • 60) 
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1. 黒褐色土 As-B含む。小礫混じり、土器片含む。

2 a. 暗褐色土 小礫・土器片多く含む。粘性ややあり。

2 b. 暗褐色土 2 a 層より土器片少なく、粘性弱い。

3. 暗褐色土 小礫含み、土器片少鼠含む。

4. 褐色土 小礫含む。黄白土小塊僅かに含む。粘性あり。

5a. 暗褐色土 小礫含み、しまり弱い。サクサクした層。

5b. 暗褐色土 5a 層に比べ、小礫多くしまりあり。

6. 褐色土 小礫僅かに含む。粘性が強い。

7. 黒褐色土小礫混じり、しまり弱い。

8. 茶褐色土粘土・小礫混じり。

9 a. 灰黄褐色土 黄褐色粘土大塊多く含み、小礫混じり。

9 b. 灰黄褐色土 9 a 層に比べ、暗く黄褐色土少ない。

貯蔵穴

1. 暗褐色土粒子細かく、小礫少晨含む。

第114図 32号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

c
 

C' 

P4 Pl 

D
 

ピット

1 a. 暗褐色土 黄褐色土粒を僅かに含む。

1 b. 暗褐色土 黄褐色土粒を多く含む。炭

化物粒を僅かに含む。

1 C, 暗褐色土と黄褐色土の混土層

D' 2. 褐色土 暗褐色土・黄白色土粒を含む。

3. 黄白色土 （地山）

゜
L= 168.50m 2m 

第115図 32号住居跡

Hp Hn HI 

位置 Hm-20グリッド

主軸方位 N-24ー  W 

床面積 19.9m' 

重複 なし

規模と形状長辺5.2m、短辺5.0m、残存壁高0.6m

を測り、ほぽ正方形を呈する。

埋土上面にはAs-B混じりの黒褐色土の堆積が見

られ、全体に土器片、小礫を含む。南東部は層が乱

れ南壁際の下層には、黄褐色粘土塊主体の灰黄褐色

土層が落ち込んだ状態で堆積する。床面直上には雨

水滞水後に見られる上澄み（ノロ）状の褐色粘質土

が薄く堆積する。

床面 地山黄褐色粘質土の上に薄く粘性の強い暗褐

色土を貼り込み床面としている。部分的に掘り方面

がそのまま床面にも利用されている。

鼈跡 北壁中央部の住居内に燃焼部を有する竃が付

設される。袖は地山黄褐色粘質土塊を多量に含む暗

黄褐色土を貼り付け構築している。燃焼部内の壁面

は焼土化し、埋土中には天井部崩落土である焼土化

した黄褐色土の堆積が見られる。火床面は、床面と

ほぼ同レベルであり、薄く焼土・灰層が堆積する。

煙道部へはほぽ垂直に立ち上がり、煙道部はやや水

平方向に壁外に伸びる。煙道部掘り方は、方形を呈

し、剖り抜かれたものと考えられる。煙り出し部は

ほぼ垂直に立ち上がり、長円礫が複数詰まっていた。

柱穴 各隅対角線上に 5 本検出した。掘り込みは浅

く、小礫が混じる。南壁際のp 5 は、やや斜めに掘

り込まれ、入口施設に用いられたものと考えられる。

110 

22 

35住

20 

33住

規模 p 1 長辺0.34m、深さ 0.22m

P2 長辺0.35m、深さ 0.18m

P3 長辺0.35m、深さ 0.05m

P4 長辺0.39m、短辺0.33m、深さ 0.18m

P5 長辺0.36m、短辺0.21m、深さ 0.03m

貯蔵穴北壁隅に位置し、規模は長辺0.95m、短辺

0.65m、深さ 0.13m を測り、形状は長円形を呈する。

壁は袋状を星し、やや壁外にえぐり込まれる。

壁下周溝北壁及び東壁で部分的に検出した。

出土遺物 各柱穴周辺部に土器片と礫が出土してい

る。 No.1 の須恵器蓋は埋土上層から出土している。

また、 No. 6 の底面に木葉痕のある土師器は手捏ね風

であり、台部とも考えられる。

掘り方 周辺部は大礫混じりの褐色土と下層は黄褐

色粘質土となり、この黄褐色粘質土まで掘り込まれ

る。上面は崩れ易く、壁面の崩落が見られ北壁部分

では調査時崩落部分まで掘り、粘質土との境にテラ

ス状の段差ができてしまった。底面は、余り起伏は

見られず床面とほぼ一致する。

時期 8 世紀代



第 1 節竪穴住居跡の概要
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1 a. 褐色土 小礫混じり、焼土粒・黄褐色土小塊僅かに含む。

1 b. 褐色土 1 a 層に比べややしまりあり。

2. 黒褐色土礫含む。黄褐色小塊僅かに含む。

3. 暗褐色土 黄白色塊を多尿に含み、灰褐色土との混土。

4. 黄褐色土 シルト土質。天井部崩落土。粘性あり。

5. 明褐色土粒子細かく僅かに粘性あり。

6 a. 暗赤褐色土 粒子多く含み僅かに粘性あり。

6 b. 暗褐色土焼土粒を僅かに含む。僅かに粘性あり。

7. 暗褐色土と黄褐色土の混土層 焼土を僅かに含む。

8. 暗黄褐色土褐色土粒・焼土粒を多旦に含む。

9. 暗褐色土

10. 漆黒褐色土

11. 灰褐色土

(. 黒褐色土微小礫を僅かに含む。

(. 黄褐色粘質土 竃面は焼土化。

(. 黒褐色土 黄褐色土極小塊多屈に混じる。

IIl·IV府は基本土層参照

第116図 32号住居跡鼈

／三言二三ミ
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

ー
＼!\ 

I

I

 

---
[ \ \ \ \ \ \ \ 

m
 
c
 

ー゚

5
 ゜

ロ
ロ
口\\ 
l

l

¥

¥

 

,

1

1

 

第117図 32号住居跡出土遺物（ 1)
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第118図 32号住居跡出土遺物(2)

32号住居跡出土遺物観察表 (PL59 • 60) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 須恵器 南東 天井部 ロー 高一 ①灰黄②還元焔 難櫨整形。頂部右回転ヘラ削り。内面不定方向指

蓋 63 ～端部 底一 ③砂粒含む ナデ。ボタン状摘み。

2 土師器 南西 ロ～底 口 (16.0) ①黄橙②酸化焔 器表面脆く、調整不明瞭。内面横ナデ後、放射状

坪 50 % 高一 底一 ③細砂粒含む 暗文。

3 土師器 南西 口縁片 口 (14.4) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部器表面剥落。内面丁

坪 60 高一 底一 ③粘土粒含む 寧なナデ。

4 土師器 南西 口～底 口 (15.0) ①橙②酸化焔 口縁部直線的に開き、横ナデ。体部から底部にか

坪 59 % 高一 底一 ③粘土粒含む け調整不明瞭。

5 土師器 覆土 口縁部 口 (14.0) ①明赤褐②酸化焔 口縁部短く外屈、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

小型甕 高一 底一 ③粘土粒含む

6 土師器 寵左 底部％ ロー 高一 ①にぶい褐②酸化焔 外面指押え。内面指ナデ。底面、木葉痕。円形穿

手づくね 58 底 (78) ③細砂粒少鼠含む 孔痕。台に使用？

7 土師器 南東 台部 口一 高一 ①赤褐②酸化焔 脚部縦位指ナデ。裾部大きく開き、横ナデ。

台付甕 54 底9.0 ③砂粒含む

8 土師器 南東 口縁部 口 (210) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上端斜位ヘラ削り。球形胴を呈

甕 57 片 高一 底一 ③砂粒含む する。, 土師器 南西 口縁片 口 (234) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部外反。指頭圧痕残る。胴上部縦位ヘラ削り。

甕 69 高一 底一 ③砂粒含む

10 土師器 南西 口縁片 口 (19.6) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上端斜位ヘラ削り。球形胴を呈

甕 52 高一 底一 ③砂粒含む する。

11 土師器 北東 底部 ロー 高一 ①にぶい赤褐②酸化焔 器表面荒れ、調整不明瞭。内面ヘラナデ。

甕 6 底6.0 ③小砂礫含む

12 土師器 北西 底部の ロー 高一 ①橙②酸化焔 体部から底部にかけ手持ちヘラ削り。底部肥厚。

坪 19 み 底64 ③粘土粒含む

33号住居跡 (PLl7 • 60) 

位置 Hq-19グリッド 床面積 10.3m'

主軸方位 N-0 ゜ 重複なし

規模と形状長辺4.0m、短辺3.7m、残存壁高0.22

m を測り、東西にやや長い横長長方形を呈する。

埋土 全体に拳大～人頭大の礫を多量に含み、特に

東壁際に大型礫が多く見られる。これらの礫は人為

的に投棄された礫群と考えられる。

Ht Hr Hp 

に］

4 掘

20 

18 

112 



床面地山砂礫層の影響を受け凹凸が多く見られ

る。薄く暗褐色土が部分的に貼り込まれている。ま

た、北から東壁にかけてやや掘り込みが深い。

柱穴・貯蔵穴 いずれも検出されない。

壁下周溝西壁部分のみ未検出。

出土遺物 礫群に混じり、内面に螺旋状暗文の施さ

i 町 ^ 匂 叫
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第 1 節竪穴住居跡の概要

れた土師器坪と同じく内面に暗文が施された鉢が出

土し、土師器甑は内面にへら磨きが縦横に施される。

掘り方砂礫混じりの褐色土を掘り込んでいるた

め、掘り方面は小さな凹凸が見られる程度であり、

床面とほぼ一致する。

時期 8 世紀代

ul 

C3. 

h
>-E

O
l" l
9
1
"、I

1.暗褐色土礫を多量

に含む。しまりは

非常に弱し。

2. 褐色土礫を多量に

含む。

3. 褐色土黄褐色土粒

・焼土粒が僅かに

混入する。

叫

゜
L=l68.60m 2m 

第119図 33号住居跡

叫 叫 鼈跡北壁中央部の壁の延長線上を掘り込み燃焼部

が構築される。焚口部に僅かに地山掘り残しの袖を

有する。埋土中にも大礫が混じり、部分的に焼土塊

を含む。燃焼部内壁は焼土化し、火床面は床面より

やや下がる。煙道部へは緩やかに立ち上がる。

~1 叫

A
 

A' 

lb 

竃

1 a. 暗褐色土小礫を僅かに含む。

1 b. 暗褐色土と明褐色土の混土層 焼土粒を僅かに含む。

2. 暗赤褐色土焼土粒を含む。しまり弱い。

3 a. 褐色土粒子細かく、しまりあり。

3 b. 明褐色土粒子細かく、しまりあり。焼土粒・小塊を含む。

3 C. 明褐色土 3 b と同様だが、焼土粒をやや多く含む。

4. 暗褐色土微小礫・炭化物粒を僅かに含む。

(. 明褐色土黄褐色土小塊含む。

(. 明茶褐色土 焼土粒をやや多く含む。

L=168.70m lm 

第120図 33号住居跡鼈
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第121図 33号住居跡出土遺物

33号住居跡出土遺物観察表 (PL60)

番号 器種
出土位置

残存
法 輩

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北東 完形 口 14.0 尚4.0 ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。

坪 5 底9.0 ③砂粒含む 内面放射状暗文。底面螺旋状暗文。

2 土師器 北東 % ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面放射状暗

鉢 , 底 (5.5) ③砂粒含む 文。底面螺旋状暗文。

3 土師器 北西 口～胴 口23.5 ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部短く外反。横ナデ。胴部ヘラ削り後ナデ。

甑 7 % 高一 底一 ③小砂礫含む 胴部内面横位ナデ後、縦横にヘラ磨き。

34号住居跡 (PLl7 • 18 • 60 • 61 • 62) 

位置 Ia-14グリッド 床面積 12.5m'

主軸方位 N-3°-W 重複なし

規模と形状長辺4.7m、短辺4.0m、残存壁高0.8m

を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土上面にAs-Bの火山灰をプロック状に含む軽

石層が薄くレンズ状に堆積し、更にその上の軽石混

じりの黒褐色土は住居北西方向に広がる。軽石層下

Id lb Ht 

14 

114 



の粘性の強い暗褐色土中には多量の土器破片が含ま

れ、住居周辺部の特に南西部に同層広がりが見られ、

南西方向からの流れ込みが考えられる。

床面 褐色土と黄褐色土を薄く交互にサンドイッチ

状に固く踏み締めた貼床面を検出した。部分的に薄

第 1 節竪穴住居跡の概要

い灰層が見られ、鼈前には竃構築材に使用されたサ

ラサラの黄褐色シルト質土塊と焼土が散乱してい

る。南西隅寄りには隅丸長方形状の浅い掘り込みが

あり、焼土粒、灰が薄く堆積していた。

ー
、
t
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叫
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叫 ゜

L=I68.60m 2m  

1 a. 暗褐色土 小礫・土器片・白色細粒 (As-B)

多く含む。

1 b. 暗褐色土 1 a 層に土器片含まない。

2. 暗褐色土 小礫・黄白色小塊含む。土器片僅

かに含む。

3. 暗褐色土 焼土粒・黄白色土塊混じり、小礫

含む。

4 a. 暗褐色土焼土粒・炭粒・土器片・小礫含む。

4 b, 暗褐色土 黄白色土塊少鼠含む。

5. 暗褐色土 黄白色土塊含む。炭粒僅かに含む。

6. 褐色土焼土・炭粒含む。僅かに黄白色土小

塊含む。

7. 灰褐色土 黄白色土塊多量に含む。

8. 灰橙色土 黄土色土と焼土の混土。賓天井崩落土。

9. 灰黒色土 炭化物と灰褐色粘土の混土。

10. 灰褐色土 黄白色粘土小塊含む。

11.淡黄褐色土全体しまり強い。

12 a. 暗黄褐色土暗褐色土と黄褐色土との混土。非常に固くしまる。

貼床面、部分的に橙色に変色。

12 b. 黄褐色土 黄褐色粗砂と黄褐色粘土小塊との混土。固くしまる。

13 a. 黄土色土 灰褐色土と黄褐色粘土の混土。焼土粒僅かに含む。

13 b. 黄土色土 砂塊と灰褐色土塊の混土。

第122図 34号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

鼈跡 北壁東隅寄りに住居内に燃焼部を有する竃が

付設される。袖は地山黄褐色粘土塊、褐色粘質土塊

の混土を貼り付け構築する。燃焼部埋土中には構築

材の黄褐色土塊や焼土塊が破壊されたような状態で

見られた。火床面は床面と同レベルであり、直上に

焼土層がのる。灰の堆積は見られず、奥壁は焼土化

している。煙道部へは急角度で立ち上がり、緩やか

に壁外に伸びる。また、煙道部側壁及び天井部には

大型偏平礫や板状砂岩を立て並べ構築される。

柱穴西壁際に 2 本、南壁際に 1 本、南東隅寄りに

1 本の計 4 本のピットを検出した。いずれも掘り込

みが浅い。

規模 p 1 長辺0.5m、短辺0.4m、深さ 0.06m

P2 長辺0.4m、深さ O.lm

P3 長辺0.5m、深さ 0.07m

p 4 長辺0.5m、深さ O.llm

貯蔵穴 北東隅に位置し、上部隅丸方形、下部円形

を呈し、 2 段階に掘り込まれた貯蔵穴を検出した。

規模は、長辺0.96m、短辺0.84m、下部円形径0.36

m、深さ 0.5m を測る。貯蔵穴内には多量の土師器甕

類を主体とした土器片が出土している。 No.2 1 の土師

器甕は胴下半部が欠けているが正位で置かれたよう

な状態で出土している。埋土中には竃構築材の黄褐

色土塊や焼土粒が混入する。

壁下周溝竃両脇を除き全周する。

出土遺物 土師器の坪・甕・甑の破片が埋土中に散

乱する。内面カエリを持つ須恵器蓋やNo. 1 • 2 のミ

ニチュア土器は埋土上層より出土している。

掘り方 掘り込みは深く、壁際周辺部は黄褐色粘土

層下の小砂礫層上面まで達し、鼈前から中央部にか

けては若干黄褐色粘土が掘り残され高まりとして残

る。

時期 8 世紀代
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第 1 節竪穴住居跡の概要

叫 叫
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叫
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貯蔵穴

D L= 167 70m D' 
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C L~167 70m 貯蔵穴 C' 

竃土層

1.暗褐色土小礫混じり、焼土粒含む。

2. 暗褐色土小礫・黄白色土含む。

3. 淡褐色土 黄白色土大塊多星に含む。

4. 灰褐色土 炭粒・焼土粒・黄褐色細砂混じり。

5 a. 灰褐色土 黄色土塊・橙色焼土塊の混土。

5 b. 灰褐色土 黄色土塊混じり、橙色焼土塊多量に含む。

6 a. 灰黄褐色土 黄褐色シルト主体、焼土粒僅かに含む。

6 b. 灰黄褐色土 8 a 層より焼土多く含む。

7. 灰褐色土 黄褐色土と暗褐色土の混土。
8 a. 暗褐色土小礫含む。粘質土。

8 b. 暗褐色土 8 a 層に黄褐色土小塊僅かに含む。
9. 暗褐色土 黄褐色土塊・焼土塊僅かに斑点状に含む。

10. 褐色土黄褐色土含む。粘性強い。

。

貯蔵穴

1.暗褐色土 黄白色土小塊・炭粒僅かに含む。

2. 淡褐色土黄白色土塊主体。

3. 灰褐色土黄白色土塊・焼土小塊が斑点状に混じる。粘性あり。
4. 淡灰褐色土 黄白色土塊・焼土大塊の混土・土器片多く含む。
5. 灰褐色土 黄白土塊僅かに含み、粘性強い。土器片含む。

第124図 34号住居跡寵
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第 3 章検出された遺構・遺物

A
 

A' 

B
 

B' 

②
 

c
 

C' 。
L=168.30m lm 

(. 黄白色土小礫含む。焼土粒僅かに含む。

② a ．灰褐色土 黄褐色土と灰褐色土小塊の混土。焼土粒僅かに含む。

① ② b. 灰褐色土 ② a 層に比べ、粘性強い。

③暗褐色土 小砂礫含む。僅ずかに黄色土混じる。

④ a. 暗褐色土 白色細砂・黄白色小塊含む。粘性、しまり強い。

④ b. 褐色土 白色細砂僅かに含む。粘性、しまり強い。

( C •茶褐色土 白色細砂僅かに含む。粘性、しまり強い。

第125図 34号住居跡鼈
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第128図 34号住居跡出土遺物 (3)

34号住居跡出土遺物観察表（PL60 • 61 • 62) 

I/ 31 

゜

II

fl 
\ 

\ 

¥
 

\ 

［こ口

。□

ロ 33 

32 5 cm 
33 10cm 

26~31 20cm 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 覆土 % 口3.8 高3.8 ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部調整不明瞭。

小 壺 底一 ③粘土細粒含む

2 土師器 南西 ｽ 口3.0 ①橙②酸化焔 体部から口縁部にかけ内湾。体部下膨れ。口縁部

小 ギg 72 高一 底一 ③粘土細粒含む 短く立ち上がり、横ナデ。体部調整不明瞭。

3 土師器 西 口縁片 口 (19.4) ①橙②酸化焔 口唇部面取状横ナデ。体部ヘラ削り。器高浅く、

坪 10 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 皿状を呈する。

4 須恵器 覆土 天井～ 口(17.0) ①灰黄②還元焙 器高浅い。輔轄整形。頂部回転ナデ。内面削り出

蓋 端部％ 高2.5摘み5.0 ③精選 し状のカエリを持つ。リング状摘み。

5 土師器 西 % 口18.3 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。

坪 29 高3.2 底一 ③砂粒・粘土粒含む

6 土師器 貯蔵穴内 % 口16.4 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。やや平

坪 19 高3.5 底ー ③砂粒・粘土粒含む 底状を呈する。

7 土師器 東 完形 口 11.3 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 5 高3.5 底6.5 ③砂粒・粘土粒含む

8 土師器 東 ｽ 口 13.0 ①橙②酸化焔 ロ縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 -4 高3.8 底一 ③砂粒・粘土粒含む

9 土師器 中央 ｽ 口 16.8 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 17 高5.0 底一 ③砂粒・粘土粒含む

10 土師器 北東 口縁片 口 (13.6) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面放射状暗

坪 17 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 文。
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第 1 節竪穴住居跡の概要

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

11 土師器 覆土 % 口 15.0 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 高4.1 底一 ③砂粒・粘土粒含む

12 土師器 北西 % 口 12.0 高3.3 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。平底状

坪 36 底8.4 ③砂粒・粘土粒含む を呈する。

13 土師器 南西 口縁片 口 (22.4) ①にぶい赤褐②酸化 口縁部横ナデ。体部湾曲。調整不明瞭。内面横ナ

鉢 47 高一 底一 焔③砂粒含む T-ｷ 。

14 土師器 北西 口～胴 口 118 ①橙②酸化焔 口縁部くの字に外屈横ナデ。胴部調整不明瞭。

小型甕 34 上半％ 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む

15 土師器 西 脚部 ロ― 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴下半斜縦位ナデ。裾部横ナデ。

台付甕 10 底8.4 ③砂粒含む

16 土師器 不明 脚部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴下半縦位ナデ。脚部縦位ナデ。端部面取り状の

台付甕 底9.0 ③砂粒含む 指ナデを施す。

17 土師器 貯蔵穴内 ほぼ完 口 13.2 ①橙②酸化焔 口縁から頸部にかけ横ナデ。胴上半斜縦位、下半

小型甕 23 形 高13.0 底5.5 ③砂粒・粘土粒含む 斜位ヘラ削り。内面縦位ナデ。

18 土師器 貯蔵穴内 口～胴 口 (19.2) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。頸部くの字に外屈。胴上半縦位へ

甕 25 上半％ 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む ラ削り。内面横位ナデ。

19 土師器 貯蔵穴内 口～胴 口22.0 ①橙②酸化焔 ロ縁部横ナデ。頸部くの字に外屈。指頭圧痕あり。

甕 32 ｽ 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 胴上半斜横位ヘラ削り。

20 土師器 中央 口～胴 口22.0 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。頸部指頭圧痕。胴上半縦位、中位

甕 6 部下半 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 斜横位ヘラ削り後、縦位ヘラ削り。

21 土師器 貯蔵穴内 口～胴 口23.0 ①橙②酸化焔 口縁部くの字に外屈、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削

甕 12 上半 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む り。内面横位ナデ。

22 土師器 竃内 口縁片 口 (2 1. 6) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短かく直立。頸部にかけ横ナデ。胴上半斜

甕 34 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 位ヘラ削り。

23 土師器 貯蔵穴内 胴部片 ロー 高一 ①にぶい橙②酸化烙 胴中位斜縦位ヘラ削り。下半横位ヘラ削り。内面

甕 19 底一 ③砂粒・粘土粒含む 横位ナデ。

24 土師器 鼈内 口～胴 口 (26.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く外反。胴上半斜縦位ヘラ削り。内面横

甑 33 % 高一 底一 ③砂粒含む 位ナデ後、縦位のヘラ磨き。（暗文状）

25 土師器 南西 口～胴 口23.6 ①橙②酸化焔 口縁部短かく外反。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 17 % 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 位ナデ。

26 土師器 貯蔵穴内 口縁片 口（11.8) ①橙②酸化焔 口縁部くの字に外屈、横ナデ。頸部指頭圧痕。胴

甕 25 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む 上半斜横位ヘラ削り。

27 土師器 鼈左袖 胴部下 口一 高一 ①にぶい黄橙②酸化焔 胴下半斜位ヘラ削り。下端細かな横位ヘラ削り。

甕 士 0 半 底一 ③砂粒・粘土粒含む 内面横位ナデ。

28 土師器 南東 底部の ロー 高一 ①橙②酸化焔 底部丸底状を呈する。胴下半縦横ヘラ削り。底面

甕 33 み 底8.5 ③砂粒・粘土粒含む ヘラ削り。内面ナデ。

29 土師器 鼈付近 底部片 ロ― 高一 ①にぶい黄橙②酸化焔 胴下半縦位ヘラ削り。開口端部面取り。内面横位

甑 8 底 (11.6) ③小砂礫含む ナデ。

30 土師器 竃左袖 底部 ロー 高一 ①に―ぶい橙②酸化焔 胴下半斜位ヘラ削り。下端縦横の細かいヘラ削り。

甕 10 底5.4 ③砂粒・粘土粒含む 内面螺旋状ナデ。

31 土師器 北西 胴部％ ロー 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴上半横位ナデ後、斜縦位ヘラ削り。内面横位ナ

甕 35 底一— ③砂粒・粘土粒含む T-ｷ 。

32 鉄製品 竃前 破片 く計測値＞長6.4、幅2,55、厚0.4、重7.48 g く特徴＞側縁部屈曲。中央やや盛り上がる。

33 石製品 鼈左袖 完形 く計測値＞長4.8、幅3.0、厚2.8、重30 g く石材＞角閃石•安山岩 く特徴＞長方形状を

砥 石 1 呈し、長側面2面に若干凹が縦位に見られる。

35号住居跡 (PL19 • 62) 

位置 Hi-19グリッド 床面積 8.8m'

主軸方位 N-0 ゜ 重複なし

規模と形状北壁長 5m、南壁長 4m、南北長 3m、

残存壁高0.4m を測り、形状は北壁の長い台形状を呈

する。

埋土 住居周辺部の地山褐色土は、締まり弱く小礫

を多量に含む層であるため、壁は弱く崩落による三

角堆積が壁際に見られる。また埋土中には同層に黄

白色土小塊や土器破片が多く混じり、人為的埋没土

の可能性が考えられる。

床面 小礫、黄褐色土小塊混じりの暗褐色土が薄く

貼られるが、地山礫層の影響を受け締まり弱い。鼈

前には焼土、炭粒が部分的に含まれる。

鼈跡北壁東隅寄りの壁面を掘り込み、壁の延長線

上に燃焼部が位置する。袖は、地山塊を貼り付け構
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第 3 章検出された遺構・遺物

築される。右袖先端部に30cm程の大礫が置かれ、補

強材に使用されたものか。燃焼部内壁は弱く焼土化

する。火床面は、床面と同レベルであり灰層等の堆

積は薄い。煙道部へは緩やかに立ち上がり、奥壁は

焼土化している。鼈内からは土師器甕の破片が多量

に出土している。

柱穴・壁下周溝 いずれも検出されなかった。

貯蔵穴北東隅に位置し、規模は、一辺0.8m、深さ

0.06m を測り、形状は円形を呈する。土師器坪破片

が多く出土している。

出土遺物 埋土上層から土器破片や礫が出土してお

り、その中でも土師器甕が多量に出土している。

掘り方確認面は砂礫混じりの暗褐色土を掘り込

み、その下層の地山礫層も若干掘り込む。底面には

特に起伏は見られず床面と一致する。

時期 8 世紀代

HI 

32住

Hj Hh 

` 20 

12 

叫U

A' 

叫

遺冒
^ 

g
I
 

a
 

3 . \ 

i:ol 

ご
u| 

A 

3／／三三冑
A' 

。
L=!68. 70m 2m 

1 a. 淡褐色土 小礫多量に含む。黄白色土小塊•土器片含む。

1 b. 淡褐色土 小礫含む。黄白色土塊僅かに含む。

2. 暗褐色土小礫混じり、しまりややあり。

3. 黄茶色土 砂質土・礫僅かに含む。

第129図 35号住居跡
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1.暗褐色土 微小礫、黄色土粒を僅かに含む。しまり弱し。

2. 暗褐色土と黄色土の混土層

3. 淡赤褐色土 粒子は細かいが、フカフカした層。

4. 黄褐色土砂質塊。

5. 暗褐色土 黄色土粒を多く含む。

①．淡褐色土 黄褐色土粒・微小礫を僅かに含み、粒子は緻密。

召ウ

冒
゜

L; 168. 70m lm 

②．暗褐色土 黄色細砂・小礫を含む。しまりは弱い。

③．褐色土と黄色細砂土の混土層

④．黄褐色細砂層。（地山）

⑤．淡褐色土 小礫・焼土粒を僅かに含み、微小礫を多く含む。

⑥．褐色土焼土粒を僅かに含む。粒子は細かい。

⑦．褐色土比較的しまりあり。（地山）

第130図 35号住居跡鼈
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第131図 35号住居跡出土遺物(1)
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第132図 35号住居跡出土遺物(2)

35号住居跡出土遺物観察表 (PL62)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 貯蔵穴内 口～底 口 16.2 ①明赤褐②酸化焔 器高浅く、盤状を呈する。口縁部横ナデ。体部未

坪 4 % 高34 底一 ③砂粒含む 調整。底部ヘラ削り。

2 土師器 南 ロ～底 ロ (15.8) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底状を

坪 13 % 高4.1 底ー ③砂粒・粘土粒含む 呈し、ヘラ削り。内面放射状暗文。

3 土師器 覆土 口～底 口(1 14) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。口縁下未調整。体部から底部手持

坪 % 渇3.2 底一 ③細砂粒含む ちヘラ削り。

4 土師器 北西 口縁部 口 (2 1. 6) ①にぶい橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部斜縦位ヘラ削り。内面横ナデ

坪 31 片 高一 底一 ③細砂粒含む 後、ヘラ磨き。

5 土師器 貯蔵穴際 口～胴 口 04.6) ①明赤褐②酸化焙 口縁部横ナデ、くの字に外屈。胴上半縦位ナデ。

小型甕 士0 上％ 高一 底一 ③砂粒含む 内面横位ナデ。

6 土師器 覆土 口縁～ 口 (13.6) ①暗赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ、くの字に外屈。胴上半縦位ヘラ削

小型甕 胴上％ 高一 底一 ③細砂粒含む り。内面横位ナデ。
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第 1 節竪穴住居跡の概要

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

7 土師器 南 口縁片 口 04.4) ①灰褐②酸化焔 口縁部横ナデ、くの字に外屈。胴上半縦位ヘラ削

小型甕 28 高一 底一 ③細砂粒含む り。内面横位ナデ。

8 土師器 貯蔵穴際 胴下部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴下半細かく横位ヘラ削り。底部調整不明瞭。内

小型甕 24 ～底％ 底一 ③砂粒混じる 面横位ナデ後、乱れた指ナデ。, 土師器 南東 底部 口一 高一 ①にぶい赤褐②酸化焔 丸底状の底部。不定方向のヘラ削り。内面丁寧な

甕 17 底一 ③砂粒含む ナデ。

10 土師器 北東 口～頸 口 (2 1. 0) ①橙②酸化焙 口縁部直立、横ナデ。胴上半部斜位ヘラ削り。内

甕 3 % 高一 底一 ③砂粒含む 面横位ナデ。

11 土師器 鼈前 胴部片 ロー 高一 ①明褐②酸化焔 胴中位上部にかけ斜縦位。下半横位ヘラ削り。内

甕 士 0 底一 ③砂粒含む 面横位ナデ。球形胴。

12 土師器 中央 口～胴 口 (23.4) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部短く外反。胴上半斜縦位ヘラ削り。内面丁

甑 16 部％ 高一 底一 ③砂粒混じり 寧な横位ナデ。

13 土師器 竃前 ロ～胴 口 (21. 5) ①明赤褐②酸化焔 口縁部外屈。斜縦位ヘラ削り。内面丁寧な横位ナ

甑 15 部パ 高一 底一 ③砂粒·粘土粒含む プ｀ o

14 土師器 鼈内 口～胴 口 (226) ①にぶい褐②酸化焙 口縁部横ナデ、外屈胴上半斜縦位ヘラ削り。内面 Nul5 と同一

甕 , 上半％ 高一 底一 ③砂粒含む 横位ナデ。 個体

15 土師器 南西 口～胴 口 (22.4) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半斜縦位ヘラ削り。内面横位 甑？ Nul4 と

甕 23 部％ 高一 底一 ③砂粒含む ナデ。 同一個体

16 土師器 北東 口縁部 口 (22.2) ①橙②酸化焔 ロ縁部大きく外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

甕 , % 高一 底一 ③砂粒・粘土粒含む

17 土師器 中央 口縁片 口 (24.2) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半斜縦位ヘラ削り。内面横位

甑 4 高一 底一 ③砂粒含む ナデ。

18 土師器 中央 下部％ ロー 高一 ①褐②酸化焔 胴下半斜位、下端横位ヘラ削り。開口部2段の面取

甑 26 底(10.0) ③砂粒混じる り。内面斜横位ナデ。

19 鉄 器 南壁際 両端部 く計測値＞長 (6.0) 、幅0.5、厚0.45、重4.32 g く特徴＞角棒状を呈し、断面長方形。茎

鉄 鏃 21 欠損 部？

36号住居跡 (PL19 • 62 • 63 • 64) 

位置 Hh-21グリッド 床面積 8.8m'

主軸方位 N-15°-W 重複なし

規模と形状長辺3.5m、短辺3.3m、残存壁高0.4m

を測り、形状は正方形を呈する。

埋土 下層は大礫を多量に含み、中層には土器片・

黄白色砂（地山）塊混じりの層が見られ、人為的な埋

土と考えられる。

床面 小礫を含み、淡黄褐色砂質土を多量に含む褐

色土を床面として利用している。焼土、灰の広がり

や貼床面の踏み締められた面は認められなかった。

竃跡北壁ほぼ中央に位置し、壁を僅かに掘り込み

燃焼部を構築している。両袖部分に小礫が並べられ

たような状態で出土し、補強材として用いられた礫

と考えられる。袖は地山を生かし先端部にのみ暗褐

色土を貼る。燃焼部内に、天井部の淡赤褐色に焼土

化した土が落ち込み、鼈前には破壊された構築材の

Hj Hh Hf 

22 

e 
20 

黄褐色粘土塊の広がりが見られた。火床面は緩やか

に立ち上がり、煙道部へは急激に立ち上がる。煙道

部の掘り込みは確認されなかったが、煙道部に利用

されたと考えられる土師器甕が埋置されていた。

柱穴 南壁際中央で掘り込みの浅い円形の柱穴p 1 

を検出した。位置的には入口施設に伴う柱穴とも考

えられる。
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第 3 章検出された遺構・遺物

規模 p 1 長辺0.3m、深さ O.lm

貯蔵穴北東隅寄りに位置し、規模は長辺0.55m 、

深さ O.lm を測り、形状は円形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 土師器坪・甕類の多量の破片が、中央か

ら北壁寄りの埋土全体に散乱している。

掘り方地山砂質土を掘り込む。

時期 8 世紀代
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叫

1. 黒褐色土

2 a. 淡褐色土

2 b. 淡褐色土

3. 暗褐色土

I
N
 

褐色土

::: 

叫

小礫混じり、しまり大変弱い。

小礫・黄白色砂塊混じり、土器片多量に含む。

小礫・黄白色砂塊主体。

小礫・大礫混じり、しまり他の層に

比べあり。

床下土。小礫と淡黄褐色砂質土多量に混

じる。しまり弱い。

。
L=168.50m 2m 
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第133図 36号住居跡
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竪穴住居跡の概要

凶
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D
 

L=l68.20m D' 

1. 黒褐色土 しまりなし。

2. 暗褐色土焼土粒を僅かに含む。しまり弱い。

3 a. 淡赤褐色土 焼土主体微小礫を僅かに含み、フカフカ

している。

3 b. 淡赤褐色土 焼土主体微小礫を多量に含む。

4. 暗黄褐色土 黒褐色土がやや混じる。僅かに粘性あり。

(. 暗褐色土小礫・土器片を含む。

(. 明褐色土微小礫・焼土粒を僅かに含み、粒子緻密。

(. 暗褐色土と褐色土の混土層。

(. 暗赤褐色土焼土を多く含み、フカフカしている。

゜ lm 

第134図 36号住居跡鼈
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第135図 36号住居跡出土遺物 (1)
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第137図 36号住居跡出土遺物(3)

36号住居跡出土遺物観察表 (PL62 • 63 • 64) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 北東隅 破片 口 (11.0) ①にぶい赤褐②酸化 手づくね状土器。外面不定方向ヘラ削り。内面指

杯 38 高一 底一 焙③細砂粒含む 頭圧痕状のナデ。

2 土師器 鼈前 口～底 口 14.2 高4.2 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底を呈

杯 2 % 底6.5 ③粘土粒含む し、ヘラ削り。

3 土師器 左鼈袖 口縁部 口 (8.0) ①明赤褐②酸化焙 口唇部横ナデ。体部調整不明瞭。

坪 24 片 高一 底一 ③粘土粒含む

4 土師器 南西 % 口(17 .5) 高 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底を呈

坪 9 5.0 底 (12.0) ③粘土粒含む し、ヘラ削り。

5 土師器 鼈前 口～底 口 (16.0) ①橙②酸化焙 器表面脆く、調整不明瞭。内面放射状暗文。

坪 12 % 高 (4. 7) 底5.0 ③粘土粒含む

6 土師器 南西 % 口 172 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底を呈

坪 2 高一 底一 ③粘土粒含む し、ヘラ削り。内面磨き状の暗文。

7 土師器 南東 口縁部 口(13.8) ①にぶい赤褐②酸化 口縁部短く外反、横ナデ。胴上半斜位ヘラ削り。

甕 33 片％ 高一 底一 焔③砂粒含む 内面横位ナデ。

8 土師器 北西 口～胴 口22.6 ①にぶい赤褐②酸化 口縁部横ナデ。体部横位細かなヘラ削り。内面横

鉢 土〇 ｽ 高一 底一 焙③粗砂粒含む 位ナデ。, 土師器 鼈左袖 端部％ 口一 高一 ①灰褐②酸化焔 作り雑。裾端部横ナデ。指頭圧痕あり。

台付甕 4 底13.0 ③砂粒含む

10 土師器 鼈付近 口～胴 口 (22.0) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部上半縦位、下半横位ヘラ削り

甕 7 % 高一 底一 ③粗砂粒含む 後、斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

11 土師器 鼈付近 胴部 ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴部球形状を呈する。上半斜位、下半斜横位ヘラ

甕 28 ｽ 底一 ③砂粒含む 削り後、縦横指ナデ。内面横位ナデ。

12 土師器 南東 胴部％ 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴部下膨れ状を呈する。上半斜位、下半斜縦位へ

甕 , 底一 ③砂粒含む ラ削り。内面横位ナデ。

13 土師器 中央 口縁部 口 (24.0) ①褐②酸化焔 口縁部大きく外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

甕 士0 片％ 高一 底一 ③砂粒含む 内面横位ナデ。

14 土師器 北西 口縁部 口 (24.0) ①橙②酸化焙 口縁部2段横ナデ、指頭圧痕あり。胴上半縦位ヘラ

甕 士 0 片％ 高一 底一 ③砂粒含む 削り。内面横位ナデ。

15 土師器 竃前 口縁部 口 (24.6) ①橙②酸化焔 口縁部大きく外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

甑 29 片％ 高一 底一 ③砂粒含む 内面横位ナデ後、縦位ヘラ磨き。

16 土師器 竃内 口縁部 口 (20.5) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面

甕 26 片％ 高一 底一 ③砂粒含む 横位ナデ。
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土
(cm) (cm) 

17 土師器 竃内 口縁部 口 (24.4) ①にぶい赤褐②酸化焔

甕 5 片％ 高一 底一 ③砂粒含む

18 土師器 鼈前 口縁部 口 (23.4) ①明赤褐②酸化焔

甕 35 片 高一 底一 ③砂粒含む

19 須恵器 南西 頸～胴 口一 高一 ①にぶい黄②還元焔

短頸壺 16 % 底一 ③細砂粒含む

20 土師器 竃内 胴部％ ロ― 高一 ①明赤褐②酸化焔

甕 4 底一 ③粗砂粒含む

21 土師器 中央 胴～底 ロ― 高一 ①にぶい黄褐②酸化焔

甕 23 ｽ 底6.0 ③粗砂粒含む

22 土師器 中央 底部 ロー 高一 ①にぶい黄褐②酸化焔

甕 -4 底8.0 ③粗砂粒含む

23 土師器 北東 胴部％ ロー 高一 ①にぶい黄褐②酸化焔

甕 8 底一 ③砂粒含む

24 土師器 西壁 胴～底 口一 高一 ①明褐②酸化焔

甕 土〇 % 底 (6.0) ③粗砂粒含む

37号住居跡 (PL20 • 64 • 65) 

位置 Hi-22グリッド 床面積 14.4m'

主軸方位 N-11°-E 重複なし

規模と形状長辺4.7m、短辺3.9m、残存壁高0.7m

を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土北西隅から住居中央部に向かって、拳大から

人頭大の大礫が多量に出土し、出土層位も 2 a • 2 

b 層に集中して見られることから、住居埋没途中に

人為的に投げ込まれたと考えられる。また、しまり

の弱い褐色シルト質土と下層の黄褐色シルト質土を

掘り込んでいるため、壁面は脆く壁際には崩落によ

る三角堆積が見られる。

床面 東壁寄りが掘り方面をそのまま床面として利

用しており、やや高く残る。西半分は僅かに掘り込

まれ、黄褐色シルト質土の小塊を含む暗褐色土が薄

＜貼られ水平面となっている。床面のしまりは弱く、

竃前にはやや踏み締められた面を確認したが、焼土、

灰の広がりは見られない。

鼈跡 北壁中央やや東寄り壁内に燃焼部を有する鼈

が付設される。袖は黄褐色土塊と褐色土塊の混土を

貼り付け構築される。壁面の焼けは弱く、火床面は

床面より若干掘りくぼまれるが灰などの堆積は薄

い。埋土中層には天井部が焼土化した構築材の崩落

が見られた。煙道部へは急角度で立ち上がる。煙道

部は壁外を掘り込み、一旦水平方向に伸びるがその

130 

器形・整形の特徴 備考

口縁部横短く外反、ナデ。胴上半斜位ヘラ削り。

内面横位ナデ。

口縁部横ナデ。口唇頂部面取り。胴上半斜位ヘラ

削り。内面横位ナデ。

口縁部直立。肩部張る。胴外面剥落。内面横位ナ
プ-·。

胴下半細かな斜位ヘラ削り。内面横位ナデ。

胴下半斜縦位ヘラ削り。内面横位ナデ。底面指ナ
プ—· 。

胴下半斜横位ヘラ削り。腰部横位ヘラ削り。内面

横位ナデ。

やや胴球形状を呈する。上半縦位、下半斜位ヘラ

削り。内面横位ナデ。

胴部下半縦位ヘラ削り。腰部横位ヘラ削り。内面

横位ナデ。

HI Hi Hh Hf 

24 

□] 
22 

戸

後、煙り出し部に向かい斜めに立ち上がる。

柱穴・貯蔵穴・壁下周溝 いずれも検出されなかっ

た。

出土遺物 鼈右袖脇に甕の完形及び大型破片が集中

して出土している。内面にカエリを持つ須恵器蓋は、

かなり歪みが見られる。出土位置は南西部の床面か

ら僅かに浮いていた。また、鼈内には手づくね土器

No. 8 が出土している。

掘り方 しまりが弱く小礫を含む褐色土から黄褐色

シルト質土まで掘り込む。東側は小砂礫混じりの黄

褐色土と土質が変わるために、西側程掘り込まれな

かった。

時期 8 世紀代
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1. 暗褐色土微小礫を多く含む。

2 a. 褐色土 円礫を含む。しまり弱い。

2 b. 褐色土微小礫・黄色土粒を含む。

3. 暗黄褐色土微小礫・黄色土粒を多旦に含む。

4 a. 淡黒褐色土 淡褐色土を僅かに含む。粒子は比較

的細かい。

4 b. 淡褐色土 淡黒褐色土をまだらに含む。しまり弱

。

い。

4 C. 褐色土 淡黒褐色土を僅かに含む。ややしまりあり。

5. 褐色土黄色土粒を多量に含む。

6. 黒褐色土微小礫を多量に含む。

7. 黄褐色砂質土 地山の崩落土、褐色土を僅かに含む。
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第138図 37号住居跡
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1. 褐色土微小礫を多量に含む。しまり弱し。

2. 黒褐色土 褐色土・微小礫を僅かに含む。しまり弱し。

3. 黄茶褐色土 粒子細かく、焼土粒を僅かに含む。

4 a. 明褐色土 黄褐色土粒混じり、焼土粒僅かに含む。粒子緻密。

4 b. 明褐色土 4 a と同様だが、焼土粒はやや多く含む。

5. 淡赤褐色土 粒子細かく微小礫も僅かに含む。淡く焼土化。

6. 暗褐色土 微小礫を 5 より若干多く含む。焼土粒を僅かに含む。

① a. 淡褐色土焼土粒をごく僅かに含み、粒子緻密。

① b. 淡褐色土 ① a と比べ、焼土粒を若干多く含む。粒子緻密。

( C •淡褐色土と淡黄褐色土、細砂土の混土層

(. 暗褐色土と淡黄褐色細砂土の混土層

(. ②の崩落土 しまりは大変弱い。

IIIｷIVｷ V層は基本土層参照

第139図 37号住居跡鼈
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第140図 37号住居跡出土遺物（ 1)
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第141図 37号住居跡出土遺物(2)

37号住居跡出土遺物観察表 (PL64 • 65) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (an) 

1 須恵器 南西部西 % 口17.7 高2.1 ①灰②還元焔 歪み大きく板状を呈する。漉譴整形。頂部回転へ

蓋 壁寄り 35 底一 ③細砂粒含む ラ削り。カエリ貼付後ナデ。摘部ポタン状。

2 土師器 中央 口縁％ 口 (19.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部ヘラ削り。内面磨き

坪 7 高一 底一 ③細砂粒含む 状ヘラナデ。

3 土師器 竃周辺 口縁～ 口 (13.2) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部細かな横位ヘラ削り。

坪 土〇 体部％ 高一 底一 ③細砂粒含む

4 土師器 北西 胸下部 ロ― 高一 ①褐②酸化焔 胴下半斜縦位ヘラ削り。脚部八の字状に開く。内

台付甕 35.5 ～台部 底 (10.2) ③細砂粒含む 面指ナデ。

5 土師器 北西 ロ～底 ロ (17.7) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部指ナデ。体部から底部ヘラ削り後、ヘラナ

坪 37.5 % 高3.4 底一 ③細砂粒含む ァ~． 。

6 土師器 東壁上 口縁片 口 (12.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部にかけ横位ヘラ削り

坪 69 高一 底一 ③砂粒含む 後、内面ナデ後放射状暗文。

7 土師器 中央寄り 口縁片 口 (15.6) ①にぶい黄褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面線刻によ

坪 12 高一 底一 ③細砂粒含む る放射状文。

8 ミニチュ
燃焼部 口～底 口 (3.7) ①にぶい橙②酸化焔 粘土塊引き上げ。底部肥厚。

ア土器 1. 7 % 高3.7 底2.2 麟砂粒含む
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第 3 章検出された遺構・遺物

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土(cm) (cm) , 土師器 鼈右袖付 完形 口21. 8 ①橙②酸化焔

甕 近土0 高29. 7 底7.0 ③砂粒含む

10 土師器 鼈右袖 口～胴 口 (23.1) ①明赤褐②酸化焔

甕 東側士0 上位 高一 底一 ③砂粒含む

11 土師器 北東 底下位 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔

甕 59.4 % 底一 ③砂粒含む

12 土師器 中央 口～胴 口 (190) ①明赤褐②酸化焔

甕 58 % 高一 底一 ③砂粒含む

13 土師器 南東 口～胴 口 (22.0) ①灰褐②酸化烙

甑 45 % 高一 底一 ③砂粒含む

14 土師器 南 胴～底 ロ― 高一 ①明褐②酸化焔

甕 45 ｽ 底6.4 ③砂粒含む

38号住居跡 (PL20 • 65 • 66) 

位置 Hj -27グリッド 床面積 30.5m'

主軸方位 N-28°-W 重複なし

規模と形状一辺6.0m、残存壁高0.4m を測り、正

方形を呈する。

埋土住居中央部の 1 層から 3 層までは、As-Bが多

量に含まれ、全体にしまりの弱い層が堆積していた。

断面観察では、土坑または埋没過程の落ち込みとも

考えられるが断面観察用部分しか残らず形状等は不

明である。住居埋土は小礫混じりの褐色土を主とし

ている。また東壁と南壁際には炭化材が多く含まれ

る。

床面 各隅寄りには棒状炭化物が出土しており、部

分的に焼土、灰の集中する部分が見られる。住居中

央から、竃前は固く踏み締められている。柱穴脇ま

たは周辺部には10cm程の中礫が多く見られる。

鼈跡 北壁中央部住居内に燃焼部を有する竃が付設

される。焚口部には、砂岩の板状礫が鳥居状に組ま

れ補強材として利用されている。袖は地山塊を貼り

付け構築される。竃内には天井崩落土が見られる。

火床面は床面と同一レベルであり焼土が僅かに見ら

れ、部分的に礫が露出している。

柱穴各隅対角線上に 4 本検出した。掘り込みは浅

＜円形を呈する。脇には小礫が出土している。

規模 p 1 長辺0.59m、深さ 0.13m

P2 長辺0.53m、深さ 0.15m

P3 長辺0.56m、短辺0.52m、深さ 0.15m

134 

器形・整形の特徴 備考

口縁部横ナデ。胴部斜縦位ヘラ削り。内面横位ナ

ァ。

口縁部横ナデ。胴上端斜縦位ヘラ削り。内面横位

ナデ。

胴部球形状を呈する。中位、焼成後穿孔と思われ

る円孔あり。底部丸底を呈する。

口縁部横ナデ。頸部指ナデ。胴上半斜縦位ヘラ削

り。内面横ナデ。

口縁部横ナデ。端部面取り。胴上半縦位ヘラ削り。

内面横位ナデ。

口縁部横ナデ。胴下半斜縦位ヘラ削り。下端横位

ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面横位ナデ。

HI Hh 

28 

26 

P4 長辺0.60m、短辺0.51m、深さ 0.13m

貯蔵穴北東隅に位置し、規模は長辺l.Om、短辺0.

58m、深さ 0.66m を測り、形状は長方形を呈する。

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 p 1 、 P2 の間にNo. 3 の完形の小型台付

甕が出土。 No. l の須恵器高台付塊は、土坑又は落ち

込み内の出土である。 P4 付近に甕類集中する。

掘り方 礫層上面で掘り込みは止められ、部分的に

礫層が露出している。

時期 8 世紀代
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D' しまりあり。

6. 暗褐色土礫を僅かに含む。

しまりは弱い。

7. 淡暗褐色土礫を僅かに含む。

ややしまりあり。

8. 暗褐色土粒子緻密、炭化物

を含む。炭化物は壁際ほど多い。

D
 

麟量//////-//////·////////`//////`
P2 

E
 

ビット

①．暗灰褐色土炭粒多旦に含む。

②．灰褐色土 灰褐色土塊・黄褐色粗砂の混土。小礫混じり。
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1. 淡暗褐色土 焼土粒が僅かに混じる。粒子細かい。

2. 淡褐色土焼土粒を含む。粒子細かい（天井崩落土）。

3. 淡黒褐色土 白色粒子・炭化物粒を含む。

4. 暗黄褐色土 微小礫を僅かに含む。炭化物片を含む。

①．淡褐色土粒子細かいが、微小礫をほんの僅かに含む。

② a. 淡黄褐色土 焼土塊を僅かに含む。

② b. 黄褐色土 暗褐色土を僅かに含み、しまりあり。
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38号住居跡出土遺物観察表 (PL65 • 66) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 須恵器 中央 口～底 口 (15.2) ①にぶい橙②還元焔 漉櫨整形。回転糸切り後、高台部貼付。 別遺構

塊 15 ｽ 高5.1 底7.4 ③片岩小礫含む

2 土師器 北西 口縁部 口(14.8) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上端縦位ヘラ削り。

小型甕 8 % 高一 底一 ③細砂粒含む

3 土師器 南東 ほぼ完 口 10.2 ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部球形。縦位ヘラ削り。脚部縦

小型台付甕 5 形 高11.4 底8.2 ③砂粒・粘土粒含む 位ナデ。裾部横ナデ。内面横位ヘラナデ。

4 土師器 北西 日～胴上 口 (212) ①にぶい褐②酸化焔 口縁部緩く外反、横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

甑 5 位破片 高一 底一 ③粗砂粒含む 内面横位ナデ。

5 土師器 北西 ロ～底 口(125) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部小口状工具による斜縦位削り。

小型甕 12 % 高15.5 底6.3 ③細砂粒含む 内面横位ヘラナデ。

6 土師器 北西 胴～底 口一 高一 ①にぶい赤褐②酸化焔 胴下半縦位ヘラ削り。腰部横位ヘラ削り。内面横

甕 8 % 底75 ③粗砂粒多量混じる 位ナデ。

7 土師器 北西 胴～底 ロー 高一 ①明赤褐②酸化焔 長胴形。縦位ヘラ削り。下端部細かなヘラ削り。

甕 8 底4.0 ③粗砂粒含む 底部突起状の台部。内底面ヘラナデ。

8 土師器 北西 底部片 ロー 高一 ①にぶい赤褐②酸化焔 腰部湾曲。底部突起状の台部。

甕 10 底36 ③粗砂粒含む

39号住居跡 (PL21 • 66) 

本住居は床面上に棒状炭化材や焼土、灰が散乱し、

焼失家屋の状況を呈する。焼失に際しては、出土遺

物が少なく、竃内に構築材がブロック状に落ち込み、

焚口部の天井石が落ちていることなどから破壊され

た状況が窺われ、失火ではなく放火による焼失と考

えられる。また、壁面の焼けが、粘質土にもかかわ

らず焼土化していない状況から火力はあまり強くな

いと考えられ、上屋等除去後廃材のみを焼いたもの

と考えられる。

位置 Hl-17グリッド 床面積 24.lm'

主軸方位 N-17°-W 重複なし

規模と形状長辺5.7m、短辺5.lm、残存壁高0.75

m を測り、東西に僅かに長い横長長方形を呈する。

埋土上層は、As-B混土の黒褐色土中に礫が多量に

含まれ、中層以下は地山塊や礫を多く含む混土が観

察でき、人為的な埋土と考えられる。床面直上には

炭、炭化材等が混入する。

床面 棒状炭化材が住居中央部を中心に散乱し、焼

土、灰の広がりが見られる。鼈前には竃構築土であ

る粘質土の塊が散乱する。東壁から lm程の巾でテ

ラス状に掘り残された高まりが見られる。

鼈跡 北壁中央部住居内に燃焼部を有する竃が付設

される。袖は黄褐色粘質土塊を主体とする粘質土を

Hn Hl Hi 

18 

四

16 

貼り付け構築し、焚口部前には鳥居状に組まれた板

状礫が落下した状態で出土。燃焼部埋土中には天井

部の内面焼土化した構築材が崩落状態で出土。燃焼

部内壁は焼土化する。煙道部へは急角度で立ち上が

り、煙道は水平方向に壁外に伸び、煙り出し部で垂

直に立ち上がる。また煙道部は方形に掘り抜かれ、

焼土化した側壁や天井部が残る。

柱穴 各隅対角線上に主柱穴を 4 本と南壁際中央部

に出入口施設用と考えられる小穴 1 本検出した。

規模 p 1 長辺0.41m、短辺0.38m、深さ 0.17m

p 2 長辺0.31m、短辺0.20m、深さ 0.26m

p 3 長辺0.39m、短辺0.28m、深さ 0.40m

P4 長辺0.54m、短辺(0.43)m、深さ 0.26m

P5 長辺0.30m、短辺0.24m、深さ O.llm
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第 3 章 検出された遺構・遺物

貯蔵穴 南東隅に位置し、貯蔵穴を囲うように地山

掘り残しの高まりが見られる。高まりの内側の規模

は長辺lm、短辺0.8m を測り長方形状を呈する。内

側の貯蔵穴の規模は長辺0.7m、短辺0.6m、深さ 0.

3m を測り円形を呈する。

出土遺物

坪・甕・甑等の破片が散乱する。

掘り方

山を掘り込む。底面はほぼ水平に掘られる。

時期

竃前から南壁にかけて、礫と共に土師器

礫を多量に含む褐色土と黄褐色粘質土の地

7 世紀～ 8 世紀

壁下周溝 検出されなかった。
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柱穴土層説明

1 a. 褐色土 炭粒・焼土粒僅かに含む。粘性・しまりあり。

1 b. 褐色土 1 a に黄褐色シルト質小塊含む。

2. 灰褐色土 黄褐色シルト質塊と暗褐色粘質土塊の混土。

3. 黄褐色シルト質土に褐色粘土小塊の混土。

第145図
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1 a. 黒褐色土 As-Bを多量に含み、小礫混じりの砂質土。

1 b. 黒褐色土 As-Bを含み小礫混じり。

2 a. 暗褐色土 若干のAs-Bを含む。 1 a 層より粒子緻密。粘性強い。

2 b. 暗褐色土 やや粒子が粗くなる。灰雑物は少なめとなる。

3 a. 茶褐色粘質土粒子細かく、しまりあり。

3 b. 茶褐色粘質土 やや暗い。粒子細かく、しまりあり。

3 C ．茶褐色粘質土 やや明る＜、黄色気味。粒子緻密。やや柔らか。

3 d. 茶褐色粘質土 やや明るい。粒子細かく、しまりあり。

4 a. 黄褐色粘質土 地山粘質小粒子の流れ込みが多い。

4 b. 黄褐色粘質土 比較的粒子細かく、全体に均質。

4 C. 黄褐色粘質土 4 b と同質であるが色調がやや暗くなる。

5. 暗褐色粘質土 黒色味が強い。粒子は緻密。粘性比較的強い。

6. 暗黄褐色土粗砂・小礫含む。

7. 黄褐色土 ローム粒子が入る。

第146図 39号住居跡遺物出土状況
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1.褐色土 粗砂粒を含む。粘性、しまり強い。

2. 褐色土 黄褐色土塊・焼土粒含む。粘性、しまり強い。

3. 暗黄褐色土 黄褐色土塊・焼土塊・褐色土塊混土。

4. 灰褐色土 黄褐色土塊を多量に含む。

5. 灰茶色土 焼土塊・炭粒・黄褐色土塊との混土。粘性強い。

6. 灰黄褐色土 焼土塊・黄褐色土塊混じり。側壁崩落土？

7. 褐色土橙色焼土塊・炭粒を含む。粘性強い。

8. 暗褐色土焼土塊僅かに含む。

9. 褐色土焼土粒含む。粘性強い。

10. 褐色土焼土粒僅かに含む。

11. 暗褐色土 炭塊多量に含む。黄褐色土小塊含む。

12. 暗黄褐色土 黄褐色土塊と灰褐色土塊の混土。

①．褐色土 黄褐色土細粒多く含む。粘性に富む。

②．褐色土 黄褐色土塊多量に含む。粘性に富む。

③．灰黄褐色土 黄褐色土小塊・焼土粒の混土。

④．褐色土 黄褐色土塊と褐色土との混土。
⑤．褐色土 黄褐色土細粒・焼土粒僅かに含む。
⑥．灰黄色土砂粒・黄褐色土との混土。
III•IV• V層は基本土層参照

第147図 39号住居跡鼈
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第148図 39号住居跡出土遺物

39号住居跡出土遺物観察表 (PL66)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 須恵器 中央 % 口 (12.6) ①灰黄②還元焔 鞘櫨整形。口縁部との境に弱い稜を持つ。頂部回

蓋 3 高一 底一 ③砂粒含む 転ヘラ削り。

2 土師器 鼈右袖 % 口 13.0 高3.8 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部との境に段状の稜を持つ。体

坪 2 底 (6.8) ③細砂粒含む 部から底部手持ちヘラ削り。

3 土師器 南壁寄り % 口6.0 高3.5 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 19 底 (6.0) ③粘土粒含む 底部手持ちヘラ削り。

4 土師器 中央 % 口(10.8) ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。体部調整不明瞭。

坪 18 高3.2 底一 ③細砂粒含む

5 土師器 中央 % 口(13.0) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部との境に稜を持つ。体部から

坪 20 高一 底一 ③細砂粒含む 底部にかけ手持ちヘラ削り。

6 土師器 鼈前 % 口(144) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部細かなヘラ削り。底部平底状

坪 26 高一 底一 ③粘土粒含む を呈する。

7 土師器 鼈右袖 % 口 (7.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部細かなヘラ削り。底部平底状

坪 38 高一 底一 ③粘土粒含む を呈する。
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番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

8 土師器 中央 口縁片 口 (14.0) ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。

小型甕 34 高一 底一 ③砂粒含む, 土師器 南東 胴部一 口 16.2 ①橙②酸化焙 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。下半湾曲。細

小型甕 11 部欠損 高12. 7 底一 ③小砂礫混じり かなヘラ削り。

10 土師器 中央 胴下位 ロー 高一 ①橙②酸化焙 球形状胴部。下半部器表面荒れ、調整不明瞭。内

甕 39 破片 底一 ③小砂礫混じり 面細かなナデ。

11 土師器 北西 口縁片捐i 口 (28.0) 高一 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴部縦位ヘラ削り。内面縦位ナデ。

甑 6 下位～底 底 (12.2) ③砂粒含む

12 土師器 竃 口～胴 口 (24.0) ①にぶい黄橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半小口状工具による縦位の刷

甑 士 0 % 高一 底一 ③砂粒含む 毛目痕。内面横位刷毛目。

13 鉄 器 南 ほぼ完 く計測値＞長7. 7、茎部幅0.50、厚0.35、刃部幅0.55、 厚0.30 重6.25 g

刀 子 13 形 く特徴＞刃部使用により磨耗。

40号住居跡（PL22 • 67 • 68) 

位置 Hc-26グリッド 床面積 15.4m'

主軸方位 N-0 ゜ 重複なし

規模と形状長辺5.lm、短辺3.7m、残存壁高0.5m

を測り、東西に長い横長長方形を呈する。

埋土住居南半分、特に南東部では中層から下層に

かけ、拳大から人頭大の礫が多量に投げ込まれた状

態で出土した。埋土全体に小礫含まれ、上・中層に

は土器破片も多く含まれる。
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床面 小礫混じりの暗褐色土を貼り込むがしまりあ

まり強くない。東南隅部は弧状に僅かに高まりが見

られ、黄色土と灰褐色土が薄く互層に固く踏み締め

られている。

鼈跡北壁中央住居内に燃焼部を有する竃が付設さ

れる。袖は灰褐色土の地山塊を貼り付け構築され、

竃前方部には20~30cm程の棒柱状礫が出土し、焚口

部の補強材に用いられたものと考えられる。燃焼部

内より完形の土師器甕が横倒しの状態で出土した。

状況的には掛けられていたものが埋没過程で横倒し

になったと考えられるが、燃焼部の規模からすれば

2 個体並列に甕が掛けられていたものが、廃棄時に

は本遺物のみが掛けられていたものと考えられる。

埋土中には灰黄色土の構築土が崩落し、下層には焼

土層が堆積している。燃焼部内壁面は焼土化し、火

第 1 節竪穴住居跡の概要

床面は床面と同レベルである。煙道部へは急角度で

立ち上がり、奥壁僅かに焼土化する。煙道部は壁外

ヘ水平方向に伸びる。

柱穴 掘り方面調査時に竃左袖脇・南西隅・南壁際

中央の 3 カ所で確認した。南壁際の小穴は出入口施

設に伴うものと考えられるが他の 2 カ所については

不明である。

規模 p 1 長辺0.28m、短辺0.26m、深さ 0.06m

p 2 長辺0.5m、深さ 0.19m

P3 長辺0.38m、深さ 0.09m

貯蔵穴 竃右袖脇に胴下半部が欠かれた 3 個体の土

師器甕が正位に置かれた状態で出土した。その周辺

部が長辺0.72m、短辺0.62m、深さ 0.08mの規模で

浅く掘り込まれ、底面には地山礫層が露出している。
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1. 褐色土 小礫を多く含み、僅かに礫含む。サクサクした層。

2. 褐色土 大礫多量に含む。ややしまりあり。

3 a. 暗褐色土 小礫・大礫含む。ややしまりあり。土質やや密。

3 b. 暗褐色土土器片、焼土粒含む。

4. 褐色土灰黄褐色土塊含む。小礫混じり。

5. 茶褐色土小礫含む。

6. 褐色土小礫僅かに含む。しまり強い。

7. 褐色土黄褐色土塊と褐色土の混土。しまり強い。

8. 暗褐色土 小礫僅かに含む。しまり強い。

9. 暗褐色土 砂礫混じり、しまりあまり強くない。

第150図 40号住居跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

壁下周溝検出されなかった。

出土遺物 土師器甕の完形が 2 個体竃内と右袖脇か

ら出土し、胴部下半分が欠かれた半完形の甕が貯蔵

穴内から 3 個体出土した。貯蔵穴出土の甕は用途不

明であるが、意図的に欠かれたと考えられる。西壁

寄りには鉄鏃一点出土。

叫
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掘り方礫混じりのしまりの弱い褐色土を掘り込

む。そのため壁面は弱く、若干崩落土が見られる。

底面は床面よりやや下がり、ほぼ水平に掘り込まれ

る。

時期 7~8 世紀代
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1 a. 暗褐色土小礫混じり。

1 b. 暗褐色土 1 層に似るが、小礫少ない。

2. 暗褐色土 やや茶色。焼土混じり。

3. 黒褐色土 暗褐色土を含み、僅かに焼土粒あり。

4 a. 灰黄褐色土焼土混じり、粘性強く小礫含む。

4 b. 灰黄褐色土焼土粒を含みやや茶色を帯びる。

5. 褐色土小礫含む。

6 a. 灰褐色土 3 層に似る。

6 b. 灰褐色土焼土粒多く含む。

7. 暗褐色土小礫混じり。

8. 黄褐色砂礫層（地山）。

9. 褐色土 黄褐色土粒・焼土粒含む。しまり弱い。

10. 黄茶色土 黄褐色土と褐色土の混土。焼土粒含む。

ll . 褐色土 黄褐色土粒・焼土粒僅かに含む。

12. 暗褐色土小礫混じり、しまり弱い。

13, 褐色土 小礫・黄褐色土塊混じりややザクザクしている。

① a. 灰黄色土 黄褐色シルト質土に褐色土の混土。
① b, 灰黄色土 ① a に焼土粒子含む。

(. 褐色土焼土粒子、小礫含む。

(. 灰茶色土 茶褐色粘質土に黒褐色土小塊、小礫混じり。
(. 暗褐色土砂礫混じり。

疇 ゜ L=l67. 70m lm 
第151図 40号住居跡鼈
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第 1 節竪穴住居跡の概要
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 1 節竪穴住居跡の概要

40号住居跡出土遺物観察表（PL67 • 68) 

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 南 完形 □ 10.8 裔3.8 ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部小さな平

坪 7 底5.8 ③砂粒含む 底。内面ナデ後、ヘラ磨き。

2 土師器 南東 口～体 口 13.0 ①にぶい赤褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。

坪 43 部½ 高一 底一 ③砂粒含む

3 土師器 鼈内 口縁片 口21. 4 ①橙②酸化焔 盤状を呈する。口縁部僅かに内湾、横ナデ。体部

坪 4 高一 底一 ③砂粒含む 横位ヘラ削り。

4 土師器 南西 口縁部 口(15.4) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。口唇部内傾。体部横位ヘラ削り。

坪 24 % 高一 底一 ③砂粒含む

5 土師器 南東 口～底 口 17.0 高5.3 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 4 % 底 (9.0) ③砂粒含む

6 土師器 北東 ％底部 口 19.2 ①にぶい赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。口唇端部内傾気味。体部から底部

坪 8 欠 高一 底一 ③砂粒含む 手持ちヘラ削り。内面丁寧なナデ後、ヘラ磨き。

7 土師器 南西 口縁部 口(12.2) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。やや肥厚。胴上半斜縦位ヘラ削り

小型甕 27 片½ 高一 底一 ③砂粒含む 後ナデ。内面丁寧なナデ。

8 土師器 南東 口～胴 ロ― 高一 ①明褐②酸化焔 口縁部横ナデ。胴下半斜位細かなヘラ削り。縦位

小型甕 17 ｽ 底一 ③砂粒含む ヘラ削り。内面丁寧なナデ。, 土師器 貯蔵穴内 口～胴 口21. 6 ①橙②酸化焔 ロ縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 -2 中位 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

10 土師器 貯蔵穴内 口～胴 口24.5 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 2 上位 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

11 土師器 鼈内 完形 口21. 0 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り、下半斜

甕 3 高28.6 底5.9 ③粗砂粒含む 位の細かなヘラ削り。内面細かな斜位ナデ。

12 土師器 鼈左袖脇 完形（底 口23.1 ①にぶい橙②酸化焔 ロ縁部横ナデ。胴部斜縦位ヘラ削り。下端細かな

甕 -3 一部欠） 高32.7 底7.7 ③粗砂粒含む 横位ヘラ削り。内面斜横位ナデ。

13 土師器 北西 口～胴 口23.0 ①橙②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 31 上位％ 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

14 土師器 竃前 口～胴 口22.7 ①明褐②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 6 上位％ 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

15 土師器 竃前 口～胴 口 (23.6) ①明赤褐②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 41 ｽ 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

16 土師器 北東 口～胴 口21. 0 ①橙②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 21 % 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

17 土師器 貯蔵穴内 口～上 口191 ①橙②酸化焔 口縁部外反横ナデ。胴上半縦位ヘラ削り。内面横

甕 -4 半部 高一 底一 ③粗砂粒含む 位ナデ。

18 土師器 中央 胴～底 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下半縦位ヘラ削り後、指ナデ。下端斜位ヘラ削

甑 28 % 底（14.8) ③砂粒含む り。内面横位ナデ後、斜縦位指ナデ。

19 土師器 竃前 胴～底 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焙 胴下半縦位ヘラ削り。内面縦位ヘラ磨き。

甑 30 部％ 底一 ③砂粒含む

20 土師器 鼈前 底部％ 口一 高一 ①にぶい褐②酸化焙 球形状胴部。中位斜位ヘラ削り、下半細かな斜横

甕 4 底 (9.0) ③粗砂粒含む 位ヘラ削り。内面横位ナデ。

21 土師器 北東 胴下半 口一 高一 ①明赤褐②酸化焙 胴下半ヘラ削り。下端部横位ヘラ削り。底部ヘラ

甕 21 ～底 底6.5 ③粗砂粒含む 削り。内面斜横位ナデ。

22 鉄 器 北西 完形 く計測値＞長9.4、茎部幅0.65、 厚0.5 、 刃部幅2.2 、 厚0 35、 重1 1.20 g 有腸扶長三

鉄 鏃 5 く特徴＞逆刺が深く切れ込み、棘状突起を有する。刃部は五角形に近い長三角形状をなす。 角形鏃
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第 3 章検出された遺構・遺物

第 2 節掘立柱建物跡
Ir Ip 11 

1 号掘立柱建物跡 (PL23)

重複は無く、東西に長い長方形を呈する。東梁間

部分に柱間の延長上からやや外れ 2 本の小ピットを

検出した。各柱穴は全体に掘り込みの浅い円形を呈

し、四隅の柱穴はやや大きい。埋没土中には小礫混

じりの黒褐色土が入り、 As-Bは不明瞭であった。時

期は不確定である。
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第154図 1 号掘立柱建物跡
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第 2 節掘立柱建物跡

2 号掘立柱建物跡 (PL23 • 24) 

重複は無く、東西に長い長方形を呈する。柱間は

桁行き、梁間とも 2.lm前後を測る。柱穴形状は円形

を呈し、四隅はやや大きい。埋没土は、周辺部同様

小礫を含む粒子の細かな暗褐色が入り込み、 As-B

等の軽石は含まれない。出土遺物は無く時期は不確

定である。 3 号掘立柱建物とは2.lm程離れ、南に 1

間ずれて並列するが、棟方向が僅かにズレる。
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2 号掘立

1 a. 暗褐色土 粒子は細かく、細礫を僅かに含む。

1 b. 暗褐色土細礫を 1 a よりやや多く含む。

2. 褐色土粒子細かく、僅かにしまりあり。

第155図 2 号掘立柱建物跡
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第 3 章検出された遺構・遺物

3 号掘立柱建物跡 (PL23 • 24 • 69) 

重複は無く、東西に長い長方形を呈する。柱間は

桁行きで1. 8m前後、梁間で2.2m前後を測る。柱穴

形状は円形を呈する。埋没土は、 2 号掘立柱建物と

同様小礫を含み、しまりの弱い暗褐色土が入り込ん

でいる。 As-B等の軽石は含まれない。出土遺物は、

P6 から内面放射状暗文の施される土師器坪が底面

付近より出土している。時期については、この坪の

時期から 8 世紀代と考えられる。
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埋没土は 1 層のみで、暗褐色土の粒子は細かく、細礫を僅かに含む。

第156図 3 号掘立柱建物跡
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第 2 節掘立柱建物跡

4 号掘立柱建物跡 (PL24 • 69) 

重複は無く、東西に長い長方形を呈する。柱間は

桁行き1. 2~1. 5m を測る。柱穴形状は、円形と隅丸

方形状を呈する。周辺部は粘性の強い大礫混じり褐

色土であり、埋没土中にも大礫が混じる。 As-B等の

軽石は含まれない。出土遺物は、p 2 脇より土師器

坪 2 個体が出土し、 1 個体は内面放射状暗文が見ら

れる。時期は、この坪より 8 世紀代と考えられる。
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第157図 4 号掘立柱建物跡

5 号掘立柱建物跡 (PL24 • 69) 

中央部にスプリンクーラー用の配水管が横断す

る。 2 間 X 2 間の総柱建物であり、正方形を呈する。

柱間は、 2~2.4mの間に収まるが不揃いである。柱

穴はAs-Bを含む黒褐色土除去後確認し、 As-B降下

以前に既に埋没していたと考えられる。出土遺物は、

P5 埋没土上面に内面にカエリを持つ須恵器蓋破片

が出土している。時期は、この蓋から 8 世紀代と考

えられる。

Id 

B' 
1.暗褐色土 礫混じり、しまり弱く粘性

あり。下層は褐色土混じり。

2. 褐色土礫混じり、粘性強い。
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第 3 章検出された遺構・遺物
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B L=167 50m B' 
4 

E L=I67.50m E' 

1.暗褐色土 小礫混じり、しまり弱い。 3. 黄褐色粘土塊。

2. 褐色土 小礫わずかに含む。しまり弱い。 4. 茶褐色粘質土 しまりやや弱い。
゜ 2m 

第158図 5 号掘立柱建物跡
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第159図掘立柱建物跡出土遺物

掘立出土遺物観察表 (PL69)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 3掘 口縁部 口 (16.0) ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面横位ナデ

坪 Pit6 % 高一 底一 ③細砂粒含む 後、放射状暗文。

2 土師器 4掘 口縁片 口 19.0 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り後、ヘラ磨き。

坪 Pit2 底一 ③細砂粒含む 内面横位ナデ後、放射状暗文。

3 土師器 4掘 口～底 口 15.0 高一 ①明褐②酸化焔 口唇部横ナデ。体部未調整。内面丁寧なナデ。

坪 Pit2 % 底一 ③細砂粒含む

4 土師器 5掘 ％欠損 口4 6 高6.1 ①にぶい橙②酸化焔 口縁部直立、横ナデ。体部球形状を呈し、細かな

小型甕 Pit7-3 底 (56) ③砂粒含む 斜横位ヘラ削り。底部ヘラ削り。内底面指押え。

5 須恵器 5掘 % 口 18.0 ①灰黄②還元焔 漉轄整形。頂部ナデ状のヘラ削り。内面カエリや

蓋 P1t5 高一 底一 ③精選 や内傾気味で丸味持つ。

掘立柱建物跡一覧表 （単位m)

遺構名 位 置 棟方位 桁 梁 形状 p 1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P 8 P 9 PlO 

1 号掘立 Io•p~l8•19 N-94ー -E 2間 1間 長方形 長 0. 77 0.47 0.27 0. 77 0.67 0.43 0.35 

(6.4) (3.8) 短 0. 77 0.47 0 27 0.73 0.67 0.37 0.35 

深 0.18 0.45 0.25 0.23 0.23 0.20 0.15 

2 号掘立 Hs• t-20·21 N-82° —E 3間 2間 長方形 長 0.55 0.33 0.40 0.38 0.30 0.55 0.30 0.48 0.50 0.32 

(6.4) (4.6) 短 0.55 0.33 0.40 0.38 0.30 0.50 0.30 0.43 0.43 0.32 

深 0.30 0.22 0.20 0.25 0.25 0.33 0.25 0.25 0.20 0.23 

3 号掘立 Ha •b-20·21 N-77° —E 3間 2間 長方形 長 0 37 0.37 0 47 0 35 0.48 0.43 0.45 0.40 0.45 0.40 

(5.6) (4 4) 短 0.37 0.37 0.47 0.35 0.48 0.43 0.45 0.40 0.40 0.40 

深 0.25 0.28 0.23 0.25 0.35 0.23 0.15 0.22 0.25 0.30 

4 号掘立 Hn•o-17 N-92ー -E 2間 1間 長方形 長 0.80 0.95 0.68 0.70 0.90 0.63 

(2.8) (2.1) 短 0.63 0 75 0.68 0.60 0.80 0.63 

深 0.43 0.38 0.42 0.48 0.50 0.35 

5 号掘立 Haｷ Ib-15ｷ 16 N-93ー -E 2間 2間 正方形 長 0.70 0.48 0.55 0.43 0.65 0.55 0.43 0.53 0.48 

(4.3) (4.2) 短 0.60 0.48 0.45 0.43 0.60 (0.35) 0.43 0.43 0.45 

深 0.28 0.35 0.30 0.32 0.30 0.45 0.28 0.43 0.43 

153 



第 3 章検出された遺構・遺物

第 3 節土 坑

1.概要

土坑名称については、第 1 次調査と第 2 次調査と

では個別に遺構名称を付したため、各々 1 号土坑か

ら始まる。本書では、調査区境となる南北を横断す

る町道部分が大グリッド I と H の境に近いことか

ら、第 1 次調査区の土坑は I. J区 1 号土坑とし、

第 2 次調査区の土坑はG·H 区 1 号土坑として掲載

した。

第 1 次調査区では22基の土坑を検出した。そのう

ち埋没土上面にAs-A を含む土坑 7 基 (3.6.8.9.12.

13.14号土坑）と掘り方が浅く円形を呈する土坑中に

も As-Aが観察できた。これらAs-Aを含む土坑の時

期については、 As-A降下後の近世以降掘削された

と考えられる。その他の土坑では、土器や焼土、炭

化物等が混入するなど特徴の見られる土坑は無い。

また形状も円形や楕円形、長円形等様々であり、時

期決定できる要素は無い。殆どの土坑埋没土中には

小礫が混じる。

第 2 次調査区では15基の土坑を検出した。調査区

土坑一覧表 88年度 I. J区土坑

土坑 土坑
方 位

規模 (m)
形状 備考番号 位置 長辺短辺深さ

1 号 Iq-14 N-0ー  1.50 0.90 0 12 長円形

2 号 Is-13 N-0ー  2.52 2.04 0 42 長円形 7住

3 号 It-9 N-28ー -E 1 22 0.45 0.17 長方形 As-A含

4 号 Is-10 N-58° —W 1. 21 0.80 0.16 長方形
5 号 Is-9 N-62ー -W 1.47 0 50 0.16 長方形

6 号 Jf-17 N-72ー -W 1.56 1.04 0.34 長円形 As-A含

7 号 Je-17 1.52 0 14 円形

8 号 Ja-10 N-10ー -E 1 76 0.50 0.48 長円形 As-A含

9 号 It-10 N-35ー -E 1 64 0.31 0.09 長円形 As-A含

10号 Jd-15 1.62 0.24 円形

11号 Je-17 1.68 0.10 円形

12号 11-18 0.88 0 16 円形 As-A含

13号 Ik-19 N-84° —E 1.26 1.04 0 22 長円形 As-A含

14号 lk-18 1 00 0.20 円形 As-A含

15号 Io-19 N-84ー -W 1.26 0 96 0.12 楕円形

16号 lp-19 N-19ー -W 1. 78 0.90 0.50 楕円形

17号 Ih-13 1.06 0.32 円形

18号 lk-18 N-86"-W 1.04 0.90 0.60 楕円形

19号 Ij-19 N-65" —E 1.46 1.00 0.20 長方形
20号 Id-22 N-24ー -W 1.06 0.70 0.26 楕円形

21号 If-23 N-78ー -W 2.00 1.32 0.70 楕円形

22号 Ie~26 N-12"-E 1.10 0.90 0.20 楕円形
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東辺部に位置する 1 • 2 号土坑は、田篠中原遺跡か

ら続く縄文時代中期の包含層下層にて確認でき、縄

文土器破片類が多量に出土している。 1 号土坑の形

状は円形で摺鉢状を呈する。 2 号土坑は、長円形を

呈する。その他に 3 • 4 • 7 • 9 号土坑では、埋没

土中に焼土・炭化物を多く含み、壁面は若干焼土化

し底面には灰層の堆積が見られる。土坑形状は隅丸

長方形を呈し、底面は船底状に掘り込まれる。これ

らの土坑は、火葬墓の可能性が考えられるが、焼骨

や古銭等は出土していない。土坑の時期としては、

4 号土坑上層にAs-Bを多量に含む砂質の黒褐色土

と直上にはAs-Bの灰と軽石の塊を含む黒色土が見

られ、埋没して中にAs-Bが見られないことから、 As

-B降下時には既に埋没していたと考えられる。

遺物を出土する土坑に、土師器破片を出土した12

号土坑や縄文土器包含層周辺部にて検出され、同期

の遺物を出土した円形を呈する 10 • 13 • 15号土坑等

がある。

土坑一覧表 G·H 区土坑

土坑 土坑
方 位

規模（m)
形状 備考

番号 位置 長辺短辺深さ

1 号 Gq-42 1.31 1.24 0.26 長円形 縄文土器

2 号 Gp-41 N-54"-W 1.80 0.80 0.24 長方形 縄文土器

3 号 Hm-22 N-8° —w 1.57 0. 72 0.31 長方形 火熱受

4 号 Ib-15 N-0ー  2.42 0.74 0.64 長方形 火熱受

5 号 Hc~24 N-90° —E 1 58 0.80 0.18 長方形
6 号 Hc-25 N-85"-E 1.00 0.58 0.14 長方形

7 号 Ha-29 N-79" —E 1 50 0.84 0.4 長方形 As-B含

8 号 Ha-29 1.28 0.42 方形 As-B含

9 号 He-27 N-33ー -E 1.02 0.57 0.11 長円形 火熱受

10号 Gq-37 1 34 0.34 円形 縄文土器

11号 Hd-27 N-12"-E 1 64 0.84 0.45 長方形 火熱受

12号 Hf-23 N-68'-W 0.90 0.60 0.14 長方形 土師器

13号 Go~33 N-48ー -W 0 88 0.10 円形 縄文土器

14号 Hd-28 N-49ー -E 1.20 1.02 0.34 長円形

15号 Gq-32 1.24 0.28 円形 縄文土器

墓坑

ロ1 号JC-16

方位 形状 I 備考

古銭出土



第 3節土坑

2. 墓坑

1 号墓坑 (PL25 • 69) 

Jc-15グリッド内において表土掘削後遺構確認面

精査時に土師質の小皿や古銭等を確認した。遺構に

ついては、確認時には掘り込みは見られず、後世の

耕作により削平を受けたか、また平地に置かれたも

のか不明である。遺物の出土状況は、周辺部に地山

礫層の影響を受け大礫が散在し、その間に小皿、古

銭が出土している。遺物周辺部には骨片や焼土、灰・

炭等の火熱を用いた跡も見られない。

この遺構の時期については、 2 点の古銭が出土し

ており、それぞれの年代が永楽通宝（明、 1408年）、

嘉祐通宝（宋、 1058年）に別れる、両者の間に時間

差があるが永楽通宝の年代から 15世紀以降に用いら

れたと考えられる。
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第160図 1 号墓坑及び出土遺物

墓坑出土遺物観察表 (PL69)

番号 器種
出土位置

残存
法 最

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師質土器 Jd-16 完形 口9.8 高2.5 ①にぶい橙②酸化焙 輛櫨整形。右回転糸切り、未調整。体部強いナデ。

皿 底6.4 ③砂粒含む

2 鉄製品 1号墓坑 完形 く計測値＞外径2.4 内口0.6 重2.70g く特徴＞永楽通宝明銭 1408年

古 銭

3 鉄製品 1号墓坑 完形 く計測値＞外径2.4 内口0. 7 重238g く特徴＞嘉祐通宝宋銭 1058年

古 銭

| / --
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第161図 I. J区土坑
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〉口4：±tt 八
5号土坑

□ 
A' 

A L=167 80m A' 

A L=167 90m A' 

“ 
贔
3•4·5•8•9 号土坑

1. 黒褐色土 As-Aを多量に含む。

2. 黄褐色土灰雑物少ない。粘性あり。

3. 黒褐色土風倒木痕。

4. 黒褐色土 黄褐色土塊を多量に含む。

A II 6 号土坑 /、 I A' 
／ーブコニさ＼

立

6 号土坑 12 ` 
A L=I67.30m 

1.暗褐色土細礫を多く含み、硬質。

2. 暗褐色土 黄褐色粘土塊、焼土粒を含む。 (12住竃崩落土）

8 号土坑

ロロニロ］＼ • 

A L=I67.80m A' 

A
 

A' 

A L=167.50m A' 

量//`//'/////
/ 

人ロニニニ》 A
A L=167.20m..  A' 
ー・ 1 I 1 .— 

9 号土坑

13号土坑
12号土坑

~.!o.. /(" \\ A' 

ロ［ロ
A' 

A' 

A L=167 70m A' 
A L=l67 70m A' 

• ,-mゥつ＾＼
ー 2

，7鬱-疇///‘
A' 

瓢

゜第162図 I. J区土坑
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14号土坑

LI （口立
A L=167.70m A' 

17号土坑

ロ、
A L=168.00m A' 

\ 

A
 

15号土坑

12 • 13 • 14号土坑
1. 黒褐色土 As-Aを斑に含む。

2. 黒褐色土黄褐色土塊を含む。軟質。

3. 黄褐色土粘性あり、砂質。

A' 

A' 

贔

A L=167.80m 

A
 

伽
A' 

\ 

A 

16号土坑

A' 

A L=167.70m A' 

\ 
18号土坑

A L=167.60m 

A' 

19号土坑

A' I 
A ト／ \\ A' 

17号土坑

1. 黒色土

2. 黒色土

3. 黒色土

4. 攪乱

細礫含み、土粒粗い。

黄褐色土粒子僅かに含む。土粒粗い。

2 層に近似。礫多く含む。

20号土坑

22号土坑

ヽ
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A L=l67.60m 

A
 

20号土坑

1.茶褐色土粘性なく、サクサクした唇。

2. 黄褐色砂礫層。

3. 黄褐色土、粘性あり、砂質。

三

A' 

A' 

A' 

A L~167.50m A' 

A' 

lm 

第163図 I • J区土坑
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叫 I 
\ 

引 ¥ co I \ 叫

-A' `\ 立 ＼ぷざぷ遥ズ＼汀

一A' 

ーA • A 

一

叫 叫 叫 叫

A A' 

8 贔

゜

0' 
1 号土坑

cっ

2 号土坑

|口 燃ぶ＼ lo:i 

|ご

10 

A' 
口

A' 

2 号土坑

l . 暗褐色土粒子細かく、ややしまり弱い。

2. 褐色土粒子細かく、小礫僅かに含む。

3. 暗褐色土小礫僅かに含む。

4. 淡黄褐色土地山塊主体。

5. 明褐色土黄褐色土僅かに含む。

6 a. 暗黄褐色土黄褐色土粒混じり。

6 b. 暗黄褐色土 黄褐色土塊多星に含む。

7. 暗褐色土粘性、しまりあり。

8. 黄褐色土 シルト質。

Q L=165.90m 1 ffi 

第164図 G•H 区土坑
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引
3 号土坑 叫 叫
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叫
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i
 A 

叫
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ーロ立
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4 号土坑

¥
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3 号土坑

1 a. 暗褐色土小礫混じり、粘性あり。

1 b. 暗褐色土小礫、炭粒含む。

2. 褐色土小礫、炭粒、焼土粒僅かに含む。

3. 褐色土粘性強く、焼土粒僅かに含む。

4. 褐色土粘性強く、焼土粒僅かに含む。

小礫含む。

5. 褐色土粘性強く、小礫含む。

4 号土坑

I. 灰褐色土 As-A混じり、基本土層 II 層。

1. 黒褐色土 As-B多最に含む。やや砂質。

2 a. 暗褐色土 土器片、小礫多く含む。

2 b. 暗褐色土土器片、小礫僅かに含む。

3 a. 茶褐色土焼土、炭粒僅かに含む。

3 b. 茶褐色土焼土多量に含む。

6 号土坑

5 号土坑

1 a. 褐色土粒子細かく、しまりあり。小礫僅かに含む。

1 b. 暗褐色土粒子細かく、しまりあり。

6 号土坑

1. 暗褐色土 白色微小礫僅かに含む。

2. 褐色土粘性、しまりあり。
A
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□□ 
5号土坑 疇ニ
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第165図 G•H 区土坑
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i
 
A
 

A. L=I68.00m 

8 号土坑

A' 

に贔一1.褐色土軽石(As-B) 、黄褐色土小塊を多量に含む。

I 

A' 

A
 

：
／
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多

A L=166.60m 

9 号土坑

1.暗褐色土粗砂、小礫を含む。

A
 

`: 

。
13号土坑\‘ 

A
 

り A 

り

A' 

A L=!67.00m A' 

瓢―
13号土坑

1.褐色土 粒子細かいが、礫多量に含む。

\ 

A 

\ 

A
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A L=167.80m 

A L~l67.60m 

A' 

疇―
A 

10号土坑

1.黒褐色土 礫を少星含む。土質緻密。しまりあり。

2. 灰褐色土 黒褐色土塊僅かに含む。礫少量含む。

11号土坑

1 a. 黒褐色土 小礫、炭粒僅かに含む。サクサクした層。

1 b. 黒褐色土 灰褐色土と黒褐色土との混土。

2 a. 灰茶色土焼土、炭粒を含む。

2 b. 灰茶色土 焼土と暗褐色土との混土。

3. 黄土色砂礫層地山崩落土。

12号土坑

1.暗褐色土 土器片、小礫含む。しまり弱い。

2. 褐色土 しまり弱く、サクサクした層。

14号土坑

A' 

A' 

A' 

A 

\ 

14号土坑

1 a. 黒褐色土小礫混じり、しまり弱い。

1 b. 黒褐色土小礫混じり、しまり強い。

2. 暗褐色土 小礫僅かに含む。

3. 灰茶褐色土 黄褐色土に砂礫混じり。

第166図 G·H 区土坑
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1.褐色土 シルト質、土器片含む。

2. 褐色土 シルト質、ややしまりあり。
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第167図 土坑出土遺物

土坑出土遺物観察表 (PL69)

番号 器種
出土位置

残存
法 塁

①色調②焼成③胎土 器形·整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 軟質陶器 I. J区 口縁部 ロー 高一 ①褐②中性焔 口唇頂部ナデ。胴部内外面横位ナデ。内耳部粘土

内耳鍋 1号土坑 破片 底一 ③砂粒含む 紐貼付後、指ナデ。

2 鉄製品 I. J区 完形 く計測値＞長6.8、幅0 4、厚0.55、重5.67g く特徴＞頭部円形。身部方形を呈する。

釘 1号土坑

3 土師器 I. J区 口縁部 口(134) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。胴上半斜位ヘラ削り。内面頸部下

甕 12号土坑 破片 高一 底一 ③砂粒含む 強い横位ナデ。

4 土師器 I. J区 口縁部 口(12.0) ①にぶい橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面横位ヘラ

甕 22号土坑 破片 高一 底一 ③細砂粒含む ナデ。

5 縄文土器 G·H 区 口縁部 口一 高一 ①にぶい橙②良好 口縁部は、沈線による楕円区画縄文施文。原体は、

深 鉢 1号土坑 破片 底一 ③砂粒含む R{ t。内面は横方向磨き。
6 凹 石 1号土坑 ｽ く計測値＞長13 5、幅4.9、厚2.6、重310 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に1 ヶの凹。

7 多孔石 1号土坑 一部欠 く計測値＞長10 6、幅7.5、厚4.4、重800 gく石材＞点紋緑泥片岩両面に4 ヶの凹。
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第 3 章検出された遺構・遺物

種
石
石
石
息紅891
0 三

法(cm) 量 1 ①色調②焼成③胎土 1 器形・整形の特徴
く計測値＞長13.8、幅8. 7、厚5.5、重820 gく石材＞流紋岩片面に摩耗痕。

く計測値＞長12.7、幅7.8、厚2.4、重310 gく石材＞石墨片岩片面に2 ヶの凹。

く計測値＞長39.9、幅8.8、厚10.2、重6180 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に8 ヶの凹。

備考

第 4 節溝

1 号溝 (PL28 • 69 • 70) 

第 1 次調査区北西端部において検出された溝跡で

ある。 Is •t~J a • b-10~20グリッド内に位置し、走

行はN-15°-E に傾く。確認全長は52.5m、上端1.

lm、下端0.3m、深さ 0.35mの規模を測る。 3 号溝

と北端部で直交し、方形区画状を呈する。重複は、

3 号・ 13号住居跡を掘り込む。埋没土は、大礫を含

む黒色土と黄褐色土粒子を含む黒褐色土が見られ

る。遺物は摺鉢が出土している。時期としては、中

世以降の掘り込みと考えられる。

3 号溝 (PL28 • 69 • 70) 

第 1 次調査区北西隅で検出された溝跡である。

Is• t~Ja~d-20·21グリッド内に位置し、走行はN

-72°― E傾く。確認全長は26m、上端2.5m、下端0.

7m、深さ 0.7mの規模を測る。 1 号溝とはほぽ直交

し、方形区画を呈する。埋没土も 1 号溝と同様な土

質であり、大礫が多量に含まれる。掘り方は船底状

を呈する。出土遺物には、擢鉢、釘、鉄鏃及び古銭

が出土している。古銭は聖宋元宝（宋、 1101年）の

ものである。

Ji Jh Jf Jd Jb It Ir Ip In II Ii Ih If Id lb Ht Hr Hp Hn HI Hi Hh Hf Hd Hb Gt Gr Gp Gn GI 
46 

44 

42 

40 

38 

36 

34 

32 

30 

28 

26 
゜

24 

22 よね . : 。
,::．に。］ 口◇ ｰ 
0 
ミ 9.・. ロ` ふ←

14 6>

12 ゜10 
も

8 

口

6 

4 
。 100m 

第168図溝跡全体図
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第 4 節溝
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``` Jc-2甘―‘‘‘
`—` ----

3 号溝

令／

A L=167.30m A' 

B L=167.8Dm B' 

3 号溝

1 a. 黒褐色土 粗砂粒塊を含む。大小礫を多量に含む。

1 b. 黒褐色土 淡褐色土塊含む。大小礫を多量に含む。

1 C. 黒褐色土小礫混じり。

2. 黒褐色土 粒は細かく、ややしまる。淡褐色粒、細礫等含む。

3. 黒褐色土 2 層とほぼ同質。大礫混じり。

4. 黒褐色土 2 層とほぼ同質。淡褐色・灰白色粒子が多く含まれる。

I•II·IV•V層は基本土層参照

A L=168.40m A' 

—~-

Jb一国—

B L=167.80m B' 

贔
1 号溝

I. 黒褐色土 現耕作土。 As-Aを多量に含む。

II. 黒褐色土小礫を多く含む。 As-A は少ない。

1.黒色土軟質。 5~10cm大礫を含む。軽石含まず。

2. 黒褐色土軟質で粘性あり。黄褐色粘土粒を含む。
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第 3 章検出された遺構・遺物

2 号溝

第 1 次調査区南東部にて検出された溝跡である。

lgｷ h-8~16グリッド内に位置し、走行はN-15°

-E に傾く。確認全長は47m、上端2.3m、下端 lm、

深さ 0.2mの規模を測る。 1 号溝と平行気味に伸び、

路線を横断する町道とも平行する。埋没土上層から

中層にかけてAs-B混じりの黒褐色土が堆積し、一部

As-Bの灰と軽石の塊を含む層が見られ、埋没途中に

As-Bが降下したと考えられる。

2 号溝

Ih 置
lg 貫

A
 

2 号溝

I. 灰褐色土現耕作土。

II. 暗褐色土 As-A混じり、しまり弱く、粘性なし。

III. 黒褐色土 As-B混じり、砂質。

IV. 暗褐色土 よくしまり、粘性強い。

1 ．黒褐色土細粒状。サラサラし、粘性なし。

2. 褐色土細砂状で、しまり弱く、サラサラし粘性なし。

B B' 
.. 

麟
1.黒褐色土砂質、 As-Bを若干含む。

2. 黒褐色土 As-B堆積層。下位に灰を含む軽石塊見られる。

3. 黒色土 やや粘性あり。細礫を若干含む。

4. 黒褐色土 粘性あり。粒子はやや粗く砂・細礫を含む。
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第170図 2 号溝跡
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5 号溝

謳28

第 4 節溝

5 号溝 (PL29)

第 1 次調査区北東寄りで検出された溝跡である。

If-22~25グリッド内に位置し、 N-10°―E に傾

く。 2 号溝の延長部分か？掘り方は逆台形を呈する。

確認全長は19m、上端0.6m、下端0.45m、深さ 0.15

mの規模を測る。

A
 

A' B
 

B
 

If-22t--
量 瓢L=l67.30m 1 ffi 

1 : 40 

Ifー彗

B' 

If―胃

6 号溝 (PL29)

第 2 次調査区南西隅において、東西の町道と平行

気味に検出された溝跡である。 Hq~t ｷIaｷ b-16 • 

17グリッド内に位置し、 N-92°― E に傾く。重複は

無い。確認全長は25m、上端2.lm、下端1. 6m、深

さ 0.15mの規模を測る。埋没土は、しまりの弱い、

大・小礫混じりの暗褐色土である。出土遺物や軽石

等は見られず、時期は不明である。

゜
I : 200 10m 

I
 

Ja~l昇 It—昇

6 号溝

,I 
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l
l
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、
一

~,1 t:q/ 

L=l68. 70m 

, A
-

A' B L=l68.60m 

瓢
6号溝

Iｷ IIｷ V層は基本土層参照

A. 黒褐色土基本土層III層の流れ込み。

1 a. 暗褐色土大小礫混じり、しまり弱い。

1 b. 暗褐色土 大礫僅かに含む。小礫含み、黒褐色土塊多く含む。

2. 淡褐色土 大礫多量に混じる。黄褐色粗砂粒塊を含む。

第171図 5 号・ 6 号溝跡
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第 3 章 検出された遺構・遺物
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7 号溝 (PL29)

第 2 次調査区東端部で検出された溝跡である。 Gn

~q -31~38グリッド内に位置し、 N-15°-Wに傾

く。重複は10号土坑を掘り込む。確認全長は46m、

上端最大 4m、下端3.4m、深さ 0.5mの規模を測る。

周辺部には縄文土器の包含層があり、埋没土中にも

多量の縄文土器破片が含まれており、

のあるシルト質土で埋没している。
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第 4 節溝
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166.4m 

~ Gp-34-

Gr-3年

166,711] 

Gq-3~ —166.8m 

克
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B
 

B
 

冒冒贔｀｀冒疇
1 a. 茶褐色土 茶褐色土と褐色土との混土。小礫含む。ややシルト質土

1 b. 茶褐色土 1 層より土色やや暗い。土質同じ。

1 C. 茶褐色土 大小礫含む。ややしまり弱い。

2. 褐色土小礫、礫含む。黄褐色土塊含む。

3. 暗褐色土 黄褐色土と褐色土の混土。小礫含む。

4. 黄褐色土 4 層よりややくすんだ土色。
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第 5 節 その他の遺構

。 10cm 

第175図溝出土遺物(2)

溝出土遺物観察表 (PL69)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 1号溝 % 口 (13.4) ①にぶい褐②酸化焙 口縁部横ナデ。体部指ナデ。輪積み痕残る。内面

坪 高6.2底 (8.0) ③砂粒含む 丁寧なナデ。

2 土師器 1号溝 底部 ロ― 高一 ①にぶい橙②酸化焔 胴下端部横位ヘラ削り。底面ヘラ削り。内面指ナ

甕 底6.5 ③砂粒含む ァ-· 。

3 軟質陶器 1号溝 口縁部 口一 高一 ①灰黄褐②還元焔 口縁部僅かに内湾。口唇頂部内傾し、ナデ。 N叫と同一

鍋 片 底一 ③細砂粒含む 個体？
4 軟質陶器 1号溝 口縁破 ロ― 高一 ①黄灰②還元焔 口縁部僅かに内湾。口唇頂部内傾し、ナデ。 Nu3 と同一

鍋 片 底一 ③細砂粒含む 個体？

5 軟質陶器 1号溝 口縁片 ロー 吉回一 ①灰黄褐②中性焔 輛櫨整形。直線的に開く。口唇頂部内傾。口唇部

播 鉢 底一 ③砂粒含む 折り返し。

6 軟質陶器 1号溝 口縁破 ロー 高一 ①暗灰黄②還元焙 口唇部肥厚し、外傾する。胴部薄い。内面櫛歯状

播 鉢 片 底一 ③細砂粒含む 工具によるおろし目。

7 軟質陶器 1号溝 口～胴 口一 高一 ①黄灰②中性焔 帷櫨整形。直線的に開く。内面 6 から 7 本一単位

摺 鉢 部片 底一 ③細砂粒含む の櫛歯状工具によるおろし目。

8 軟質陶器 1号溝 底部付 ロー 高一 ①灰黄褐②還元焔 胴下半横位ナデ。底部砂状に砂粒多く見られる。

鍋 近％ 底一 ③細砂粒含む, 軟質陶器 3号溝 口縁％ 口一 高一 ①にぶい橙②酸化焔 輛轄整形。口唇頂部内傾。内面6本一単位の櫛歯状

挿 鉢 底一 ③砂粒含む 工具によるおろし目。

10 施釉陶器 3号溝 底部の 口一 高一 ①灰白②中性焔 淡緑施釉貫入。外底部切り離し後、回転ヘラナデ。

高台付皿 み 底5.8 ③精選 内底面菊文。

11 鉄製品 3号溝 % く計測値＞長 (5.5) 、幅2 0、厚0 05、菫13.0 g く特徴＞端部屈曲、円形の蓋状を呈する。

不 明

12 鉄製品 3号溝 完形 く計測値＞長4 0、幅0.6、厚0.65、重7.O g く特徴＞板状頭部屈曲。先端部折れ曲がる。

釘

13 鉄製品 3号溝 ほぼ完 く計測値＞長13.5、身部幅0.6、厚0 7、茎部幅0.5、 厚0 5、 里2 1.29 g 

鉄 鏃 形 く特徴＞直線的。先端部板状。

14 鉄製品 3号溝 ほぼ完 く計測値＞外径2.4 、 内口0.7、 重2.16 g く特徴＞聖宋元宝。宋銭 1101年

古 銭 形

15 軟質陶器 3号溝 口縁部 ロ― 高一 ①暗灰黄②還元焔 輔櫨整形。口縁部内湾。頂部平坦。

鍋 片 底一 ③細砂粒含む

16 軟質陶器 3号溝 口縁片 口一 高一 ①明赤褐②酸化焔 輔櫨幣形。口唇頂部横ナデ。

捕 鉢 底一 ③細砂粒含む

第 5 節その他の遺構

1.古墳

1 号古墳 (PL3 • 30) 

本遺跡南に展開する善慶寺古墳群は昭和43年の構

造改善事業により多くの古墳が消滅したとされてい

る。 1 号古墳は、その時に削平を受けた古墳と考え

られる。（田篠上平遺跡歴史的環境参照）

遺構は、調査区北西隅部のHI~q-31~36グリッ

ド内で確認し、 1/2が路線にかかっていた。当初遺構

西側はAs-B混土及びAs-B主体の黒褐色土により埋

没した谷頭状の落ち込みと考えた。しかし、東斜面

部では20~40cm大の礫が弧状を呈し、葺石状にまと

まり西側斜面部ではこの状況が見れないことから古

墳の周堀とした。墳丘部は削平を受け石室等の痕跡

は見られず、周堀部分は若干の落ち込みが見られる
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程度である。遺物は、東側集礫内部から口縁部が短

く立ち上がり、横撫でが施される小型の土師器坪と

第 5 節 その他の遺構

厚手の土師器甕が僅かに 2 個体出土しているのみで

ある。

ロ ＼：ニニ／／／
゜ 10cm 

第177図 1 号古墳出土遺物

古墳出土遺物観察表 (PL71)

番号 器種
出土位置

残存
法 量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

1 土師器 Hm-34 底部欠 口 10.6 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 土〇 日～体％ 底一 ③細砂粒含む

2 土師器 Hn-33 底％ ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴下端部、部分的にナデ痕。その他未調整。内面

甕 士 0 底一 ③粘土粒含む 横位ナデ。

2. 埋設土器

1 号埋設土器 (PL74)

本遺構が検出された地点は、調査区東端部Gn-31

グリッド内に位置し、路線を南北に横断する町村境

の農道を挟み縄文時代中期の配石遺構を検出した田

篠中原遺跡と接する。そのため本調査区でも遺構の

続きが検出されると予想がされたが、配石遺構はな

く主に同期の包含層が見られただけであった。

本遺構は、 7 号溝南側西脇において確認され、包

含層内の遺物が集中する地点にある。土器は、径22

cm、深さ 12cm程の小ピット内に正位で埋置されてお

り、口縁部及び底部の欠損した胴径12cm程の小型の

深鉢胴部である。遺構内や周辺部には焼土、灰等は

見られない。

[ v 
I I 

伽↑3l g

ぐ—+ 
• 

A' 

三，/ 1 
A 

\ 

10cm 

゜ 50cm 

゜1.暗褐色土小礫を僅かに含む。

2. 褐色土 黄褐色土を僅かに含み、小礫を多く含む。（地山）

3. 黄褐色土やや粘性あり。（地山）

第178図 1 号埋設土器及び出土遺物

埋設土器 (PL74)

番号 I 器種 1 出土位置 I 残存 I ①色調②焼成③胎土
(cm) 

器形・整形の特徴 備考

1 I 縄文土器 Go-31 胴下部 ①にぶい赤褐②不良 口唇部に無文体。以下隆帯と沈線による文様。内外面は荒れてい

鉢 1 底部欠損 ③中粒の砂を混入 I る。

3. グリッド出土遺物
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第 5 節 その他の遺構
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第 3 章検出された遺構・遺物
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第181図 グリッド出土遺物 (2)

グリッド出土遺物観察表 (PL71 • 72 • 73 • 74 • 75 • 76) 

番号 器種
出土位置

残存
法 黛

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考(cm) (cm) 

1 鉄製品 表採 完形 く計測値＞外径2.4 内口0.75 重2.31 g く特徴＞元豊通宝。宋銭 1078年

古 銭

2 ミニチュ 表採 % 口 (2.8) 高 ①にぶい橙②酸化焔 高台部削り出し。

ア土器境 (1 0) 底 (0.8) ③精選

3 土師器 Hl-17 完形 口2.7 高24 ①橙②酸化焙 器形不明瞭。粘土塊指押し。

手づくね 底一 ③細砂粒含む

4 土師器 Ia-12 口～底 口 10.0 高一 ①橙②酸化焔 器表面脆く、調整不明瞭。

坪 % 底一 ③細砂粒含む

5 土師器 Ht-13 % 口(11.6) ①橙②酸化焔 器表面脆く、調整不明瞭。器肉薄い。

坪 高一 底一 麟砂粒含む

6 土師器 Ia-12 % 口 12.0 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面丁寧なナ

坪 底一 ③細砂粒含む デ。平底。

7 土師器 Jb-12 口縁一 口 12.8 高3.5 ①にぶい褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部未調整底部平底状、ヘラ削り。

坪 Jb-13 部欠 底9.0 ③細砂粒・粘土粒含む 内面ナデ後、斜位ヘラ描き状暗文。

8 土師器 Hs-14 % 口 02.4) ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底ヘラ

坪 高一 底一 ③砂粒含む 削り。内面放射状暗文。, 土師器 Ia-12 % 口 14.0 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。底部平底状、

坪 底一 ③細砂粒・粘土粒含む ヘラ削り。

10 土師器 Ib-12 口～底 口 14.0 高一 ①橙②酸化烙 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面丁寧なナ

坪 % 底一 ③細砂粒含む ァ-·。

11 土師器 Hr-22 口縁片 口 (13.4) ①橙②酸化焔 器表面脆く、調整不明瞭。器肉薄い。

坪 % 高一 底一 ③細砂粒含む

12 土師器 Ht-12 口～底 口 14.0 高一 ①明赤褐②酸化焔 口縁部横ナデ。体部から底部調整不明瞭。

坪 底一 ③細砂粒含む

13 土師器 Ia-12 口～胴 口 19.0 高一 ①橙②酸化焔 器表面脆く、調整不明瞭。器肉薄い。

坪 % 底一 ③細砂粒含む

14 土師器 HI-18 ロ～底 口 18.8 高一 ①橙②酸化焔 口縁部横ナデ。体部未調整。輪積み痕残る。底部

坪 部％ 底一 ③細砂粒含む 及び内面調整不明瞭。

15 土師器 Ia-12 % 口(17 .4) ①にぶい褐②酸化烙 口縁部横ナデ。体部横位ヘラ削り。内面丁寧なナ

坪 高一 底一 ③細砂粒含む ァ-·。

16 土師器 Hs-14 口縁％ ロ― 高一 ①にぶい褐②酸化焔 ロ縁部横ナデ。頸部強いナデ。胴上半斜位ヘラ削

鉢 底一 ③砂粒含む り。内面横位ナデ。
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第 5 節 その他の遺構

番号 器種
出土位置

残存
法 星

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) (cm) 

17 土師器 Ht-12 % 口一 高一 ①黒褐②酸化焔 手づくね。口縁部横ナデ。体部未調整。内面指ナ

小 鉢 底 (4.8) ③砂粒含む デ上げ痕明瞭。

18 土師器 表採 % 口8.4 高一 ①にぶい黄橙②酸化 口縁部横ナデ。体部縦横ヘラ削り後ナデ。内面横

小 鉢 底40 焔③砂粒含む 位ナデ。

19 土師器 Jb-14 底部％ ロー 高一 ①赤褐②酸化焔 体部下半縦位ヘラ削り。底部肥厚。指頭圧痕。端

鉢 底82 ③砂粒含む 部面取り。内面斜縦位ナデ後、放射状暗文。

20 土師器 Ic-15 底部％ 口一 高一 ①橙②酸化焔 底部肥厚。指頭圧痕。内面黒色処理？

鉢 底 (7.0) ③砂粒含む

21 土師器 Hk-23 ｽ 口7.4 高一 ①橙②酸化焔 上面木葉痕。側面未調整。内面指ナデ痕明瞭。

器 台 底一 ③砂粒含む

22 土師器 Ho-19 台部％ ロー 高一 ①明褐②酸化焔 上面木葉痕。側面未調整。内面指ナデ痕明瞭。内

ミニチュア 底一 ③砂粒含む 面丁寧なナデ。

23 土師器 H?-13 台部％ 口一 高一 ①灰黄褐②酸化焔 手づくね風。台部粘土塊からの成形。側面指頭圧

台付土器 底4.7 ③砂粒含む 痕。上下内面、指ナデ痕明瞭。

24 土師器 Hs-13 破片 口一 高一 ①橙②酸化焙 湾曲し、底面平滑。内側面指ナデ。外側面丁寧な

鼈形土器 底一 ③砂粒含む ナデ。頸部？

25 須恵器 Hs-14 口～底 口 11.8 高一 ①灰②還元焙 輔櫨整形。底部ヘラ調整。内面自然釉付着。

坪 破片 底一 ③精選

26 須恵器 Ib-16 口～底 口 13.0 高一 ①灰②還元焔 輔轍整形。底部ヘラ調整。内面カーポン付着。

坪 破片 底一 ③精選

27 須恵器 Is-13 破片 口20 0 高一 ①にぶい黄橙②還元 輔櫨整形。口縁部短く直立。体部内湾。

鉢 底一 焔③精選

28 須恵器 Ht-17 口～底 口 (16.4) 高一 ①灰白②還元焙 鞘轄整形。底部回転ヘラ調整後、局台部貼付？

塊 % 底 (12.2) ③精選

29 須恵器 HI-18 口～胴 口 (14.0) ①灰オリープ②還元 輔櫨整形。口唇部シャープ。

鉢 下部％ 高一 底一 焙③細砂粒含む

30 須恵器 Ib-15 頸部 口一 高一 ①灰②還元焔 輔櫨整形。球形胴。口縁部外反。内面当て具痕あ

甕 破片 底一 ＠澗砂粒含む り。

31 土師器 Ia-12 口～胴 口 (19.0) ①明褐②酸化焔 口縁部僅かに外反。横ナデ。胴部球形状。上半部

甕 高一 底一 ③粗砂粒含む 斜縦位ヘラ削り。内面横位ナデ。

32 土師器 Ia-12 口～胴 口(130) ①にぶい赤褐②酸化 内湾気味頂部から短かな口縁部へ移行。口縁部横

甕 % 高一 底一 焔③砂粒含む ナデ。胴上半斜位ヘラ削り。

33 土師器 Ib-13 底部％ ロ― 高一 ①明赤褐②酸化焔 胴下半横位ヘラ削り。内面横位ナデ。

甕 底9.0 ③砂粒含む

34 土師器 Ib-11 底部の ロー 高一 ①橙②酸化焔 胴部球形状。下半細かなヘラ削り。内面横位ナデ

甕 み 底9.8 ③砂粒含む 後ヘラナデ。

35 石製品 Ib-16 角隅破 く計測値＞長2 1、幅1. 2、厚0.6、重1. 14g く石材＞碧玉 く特徴＞翼状を呈し、全面

片 研磨。

36 鉄製品 Ii-26 両端欠 く計測値＞長3.3、幅0.5、厚4.5、重128g く特徴＞断面方形を呈する棒状鉄製品。

釘 損

早道場遺跡と田篠中原遺跡

本遺跡検出の縄文時代の遺構と遺物は、遺跡名こ

そ異なるものの東隣の田篠中原遺跡と同一の集落を

構成するものである。

今回の調査によって田篠中原遺跡の縄文時代中期

末集落の西端が確認されたことになる。出土遺物も

加曽利E3 式土器を中心として、石器では多孔石や

凹石が出土している（第189図）。その分布はGoグリッ

ドから Haグリッドにかけて集中しているが、とりわ

け調査区り北端と南端に集中しているようである（第

190図）。

こうした遺物の分布状況によって、本遺跡のGtグ

リッドの範囲までが田篠中原遺跡の縄文時代中期末

の集落に含まれ、その規模も確定することができる。

東西方向約280メートル、南北方向は調査区範囲では

約200メートルという結果になった。

しかしこれは中期加曽利 E 3 式期の集落規模であっ

て、次ぎの加曽利E4 式期ではその規模を著しく縮

小していることは、すでに「田篠中原遺跡調査報告

書』の中で指摘したことである。

限られた路線内の調査ではあったが、縄文時代中

期末の集落規模を把握できたことは大きな成果であ

る。
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第 3 章検出された遺構・遺物

グリッド出土遺物観察表（縄文土器・石器） (PL71 • 72 • 73 • 74 • 75 • 76) 

番号 器種
出土位置

残存 ①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴 備考
(cm) 

l 縄文土器 HI-18 口縁片 ①にぶい赤褐②不良 口縁部は隆帯と沈線による文様。内面は荒れている。

深 鉢 ③細粒の砂を混入

2 縄文土器 Go-33, ロ～胴％ ①にぶい黄褐②やや 口縁部は内湾する。口縁部は隆帯による楕円等の文様が描かれ、

深 鉢 35 良③細粒の砂を混入 縄文施文。原体は R { t。胴部は沈線を垂下し、 R{ t。
3 縄文土器 Go-35 口～胴％ ①明黄褐②やや良 口縁部は内湾する。口縁部に隆帯による楕円等の文様。縄文施文。

深 鉢 ③細粒の砂を混入 原体は R { t。胴部は沈線を垂下し、 R { t横・縦ころがし。内
面は横方向の磨き。

4 縄文土器 Gn-32 口縁部％ ①にぶい黄橙②やや 口縁部は内湾する。口縁部に隆帯による楕円等の文様が描かれ、

深 鉢 良③細粒の砂を混入 縄文施文。原体は R{ 七胴部は沈線を垂下し、 R { t。
5 縄文土器 Gp-42 口縁部破 ①にぶい褐②良 内湾する口縁部片。口縁部に沈線による文様。縄文施文。原体は

深 鉢 片 ③細粒の砂を混入 R { t内面は横方向の丁寧な調整。
6 縄文土器 Gn-32 胴％ ①にぶい黄橙②不良 沈線を垂下。縄文施文。原体は R { t縦ころがし。内面は横方向

深 鉢 ③中粒の砂を混入
の調整。

7 縄文土器 Gn-32 胴部破片 ①にぶい黄橙②不良 沈線を垂下。縄文施文。原体は R { t縦ころがし。
深 鉢 ③中粒の砂を混入

8 縄文土器 Gp-42 底部 ①赤褐②不良 底形10cm。内面は荒い調整。

深 鉢 ③中粒の砂を混入, 縄文土器 Go-35 底部 ①にぶい黄橙②やや 底形7cm。内面は丁寧な調整。

鉢 良③中粒の砂を混入

10 縄文土器 Go-40 口縁部破 ①明赤褐②良 内湾する口縁部片。口縁部は沈線による楕円区画縄文施文。原体

深 鉢 片 ③細粒の砂を混入 は R { t。内面は横方向の磨き。
11 縄文土器 Gn-32 口縁部破 ①にぶい黄橙②不良 内湾する口縁部片。口縁部は隆帯による楕円区画縄文施文。原体

深 鉢 片 ③中粒の砂を混入 は R { t。胴部は沈線を垂下。 R{ t縦ころがし。
12 縄文土器 Gn-32 胴部破片 ①にぶい橙②不良 沈線を垂下。縄文施文。原体は R { t縦ころがし。

深 鉢 ③中粒の砂を混入

13 縄文土器 Gp-40 胴部破片 ①にぶい橙②良 沈線を垂下。縄文施文。原体は L {貸。内面は横方向の調整。
深 鉢 ③中粒の砂を混入

14 縄文土器 Gp-40 胴部破片 ①にぶい橙②良 沈線を垂下。縄文施文。原体はR{}。内面は横方向の丁寧な調整。
深 鉢 ③中粒の砂を混入

15 縄文土器 Gp-40 胴部破片 ①明赤褐②良 沈線を垂下。縄文施文。原体は L {尉縦ころがし。内面は縦方
深 鉢 ③細粒の砂を混入

向の調整。

16 縄文土器 Gp-40 胴部破片 ①にぶい橙②良 沈線を垂下。縄文施文。原体はR{[。内面は横方向の調整。
深 鉢 ③中粒の砂を混入

17 縄文土器 Gn-32 口縁部％ ①にぶい黄橙②良 口縁部はやや内湾する。口唇部は狭い無文体をおき、 1条の隆起帯

深 鉢 ③細粒の砂を混入 を巡らせる。隆起状に刺突。内面は丁寧な横方向の調整。

18 縄文土器 Gp-34, 胴部破片 ①にぶい褐②良 押し引状の沈線が施されている。

深 鉢 40 ③細粒の砂を混入

19 縄文土器 Gs-40 胴部％ ①にぶい黄橙②良 縄文施文。原体は L {ほ。沈線による文様。内面は丁寧な調整。
鉢 ③細粒の砂を混入

20 縄文土器 Ik-20 口縁部破 ①赤褐②良

深 鉢 片 ③細粒の砂を混入

21 縄文土器 Gn-32 口縁・胴 ①にぶい黄褐②不良 内湾する口縁部片。口縁部は隆帯による楕円区画。縄文施文。原

深 鉢 部片 ③中粒の砂を混入 体は R { t。
22 縄文土器 Gn-31, 胴部パ ①にぶい橙②やや良 沈線を垂下。縄文施文。原体は L {ほ縦ころがし。

深 鉢 37 ③細粒の砂を混入

23 打製石斧 Go-33 醤器一器欠損 く計測値＞長23.5、幅5 0、厚3.5、重850 gく石材＞石墨片岩＜器形＞分銅型

24 打製石斧 Gs-32 端部欠損 く計測値＞長20.1、幅9.3、厚1. 8、重370 gく石材＞緑簾緑泥片岩＜器形＞分銅型

25 打製石斧 Ja-22 先端部欠損 く計測値＞長 (23 1) 、幅8.1、厚2 1、重440 gく石材＞石墨片岩＜器形＞分銅型

26 打製石斧 Iq-6 扶部磨滅 く計測値＞長16.3、幅7.5、厚1. 7、重270 gく石材＞点紋絹雲母石墨片岩＜器形＞分銅型

27 打製石斧 Hi-23 完形 く計測値＞長13.9、幅9.5、厚2.7、重495 gく石材＞熱変成岩＜器形＞分銅型

28 打製石斧 Hm-30 刃部磨滅 く計測値＞長14 7、幅5.3、厚2.8、重400 gく石材＞絹雲母石墨片岩＜器形＞分銅型

29 打製石斧 Hn-30 刃部摩滅 く計測値＞長13 4、幅6.1、厚1. 6、重200 gく石材＞絹雲母石墨片岩＜器形＞分銅型

30 打製石斧 Hr-29 扶部磨滅 く計測値＞長14. 7、幅9.4、厚3.2、重498 gく石材＞熱変成岩＜器形＞分銅型

31 打製石斧 Hs-13 完形 く計測値＞長16 4、幅10 3、厚2.9、重480 gく石材＞流紋岩＜器形＞ばち型

32 打製石斧 Hm-17 完形 く計測値＞長16.5、幅8.8、厚2 7、重490 gく石材＞斑レイ岩＜器形＞ばち型
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第 5 節 その他の遺構

番号 器種
出土位置

残存 ①色調②尭成③胎土 I 器形・整形の特徴 備考
(an) 

33 打製石斧 Hc~26 完形 く計測値＞長20 8、幅9.0、厚3.6、重760 gく石材＞斑レイ岩＜器形＞ばち型

34 打製石斧 Hc-26 ほぼ完形 く計測値＞長14.0、幅10.0、厚2.5、重400 gく石材＞流紋岩＜器形＞ばち型

35 打製石斧 Gq-42 完形 く計測値＞長1 1. 4、幅5.1、厚2.9、重160 gく石材＞熱変成岩＜器形＞ばち型

36 打製石斧 Gq-42 完形 く計測値＞長10. 9、幅4.9、厚1. 8、重120 gく石材＞斑レイ岩＜器形＞ばち型

37 打製石斧 Hm~20 完形 く計測値＞長11.3、幅5.0、厚1. 6、重96 gく石材＞熱変成岩＜器形＞ばち型

38 打製石斧 Ja-13 完形 く計測値＞長9.5、幅5.0、厚1. 7、重100 gく石材＞熱変成岩＜器形＞ばち型

39 打製石斧 Gp-41 完形 く計測値＞長11 3、幅4 8、厚2.1、重110 gく石材＞熱変成岩＜器形＞ばち型

40 打製石斧 Hm-18 完形 く計測値＞長13.4、幅5.1、厚1. 5、重105 gく石材＞赤色珪質板岩く器形＞ばち型

41 打製石斧 Ja-22 完形 く計測値＞長15.5、幅6.5、厚2.3、重400 gく石材＞緑泥片岩＜器形＞短冊型

42 棒状石器 Hm-30 ｽ く計測値＞長15.2、幅4.5、厚4.0、重700 gく石材＞斑レイ岩

43 打製石斧 Hm-21 完形 く計測値＞長21. 6、幅8.5、厚2.3、重520 gく石材＞絹雲母石墨片岩＜器形＞ばち型

44 打製石斧 Gp-40 % く計測値＞長16.7、幅9.1、厚4 7、重1140 gく石材＞輝岩＜器形＞短冊型

45 多孔石 Gp-41 完形 く計測値＞長14.2、幅13.8、厚5 0、重1310 gく石材＞石墨片岩

46 多孔石 Gq-42 完形 く計測値＞長17.8、幅12.9、厚8.4、重3100 gく石材＞石墨片岩両面に3 ヶの凹。

47 多孔石 Go-33 完形 く計測値＞長20.p、幅17.0、厚6.6、重3190 gく石材＞点紋絹雲母石墨片岩片面 5 ヶの凹。

48 多孔石 Ik-20 完形 く計測値＞長41/0、幅16.4、厚14 4、重13400 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に13 ヶの凹。

49 多孔石 Ib-14 端部欠損 く計測値＞長2&f. 6、幅22.0、厚4.6、重4040 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に9 ヶの凹。

50 多孔石 Gq-42 端部欠損 く計測値＞長3f .0、幅12.0、厚5.0、重2620 gく石材＞点紋緑泥片岩両面に7ヶの凹。

51 多孔石 Gs~41 完形 く計測値＞長腐 6、幅23.6、厚15.0、菫13400 gく石材＞絹雲母石墨片岩片面に8 ヶの凹。

52 多孔石 Gn-32 ほぽ完形 く計測値＞長~8.8、幅17.9、厚9.2、重5880 gく石材＞石墨片岩両面に5ヶの凹。

53 多孔石 Hl-17 % く計測値＞長15 0、幅17.3、厚10.2、重3400 gく石材＞石墨片岩両面に8 ヶの凹。

54 多孔石 Gq-41 ｽ く計測値＞長31 2、幅20.2、厚8.0、重6130 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に13 ヶの凹。

55 石 皿 Hq-33 ほぼ完形 く計測値＞長 (10.2) 、幅13.8、厚3.5、重630 gく石材＞斑レイ岩片面に磨面。

56 石 皿 Gq-41 ほぼ完形 く計測値＞長41 8、幅18.8、厚6.2、重9600 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に浅い磨面。

57 石 皿 HI-18 完形 く計測値＞長33.0、幅18.3、厚4.5、重3980 gく石材＞点紋緑泥片岩

58 凹 石 Gt-28 一部欠損 く計測値＞長7 6、幅7 6、厚2.5、重130 gく石材＞砂岩片面に凹。

59 凹 石 Gs-42 一部欠損 く計測値＞長13.1、幅7.0、厚4.6、重700 gく石材＞石墨片岩両面に3 ヶの凹。

60 凹 石 Go-34 完形 く計測値＞長12.2、幅5.8、厚5.1、重660 gく石材＞点紋緑泥片岩両面に4 ヶの凹。

61 凹 石 Hl-18 完形 く計測値＞長18.6、幅7.1、厚3.2、重800 gく石材＞絹雲母石墨片岩両面に6 ヶの凹。

62 凹 石 Gp-41 完形 く計測値＞長18.0、幅5.0、厚3.3、重510 gく石材＞点紋緑泥片岩片面に2 ヶの凹。

63 凹 石 Ia-14 裏面剥離 く計測値＞長21. 6、幅7.4、厚2.8、重690 gく石材＞点紋緑泥片岩両面に6 ヶの凹。

64 凹 石 Gr-30 完形 く計測値＞長15.5、幅6.5、厚1. 7、重310 gく石材＞石墨片岩片面に2 ヶの凹。

65 凹 石 Gr-41 一部欠損 く計測値＞長13.2、幅7.7、厚2.0、重315 gく石材＞緑泥片岩片面に 1 ヶの凹。

66 凹 石 Gs-41 完形 く計測値＞長15.0、幅12.0、厚2. 7、重770 gく石材＞石墨片岩片面に2 ヶの凹。

67 敲 石 Hh-21 % く計測値＞長(16.2) 、幅5. 7、厚5.0、重710 gく石材＞点紋緑泥片岩側面に敲打痕。

68 磨 石 Gp-42 完形 く計測値＞長23.1、輻2.9、厚3.7、重350 gく石材＞流紋岩 二面に摩耗痕。

69 台 石 Hl-17 完形 く計測値＞長24.0、幅21. 3、厚10.0、重5410 gく石材＞ひん岩

70 凹 石 Gp-42 完形 く計測値＞長16.0、幅8.9、厚4.3、重890 gく石材＞流紋岩片面に1 ヶの凹。全面摩耗痕。

71 丸 石 Gs~42 完形 く計測値＞長7 9、幅7 0、厚5. 7、重370 gく石材＞流紋岩

72 丸 石 Go-40 完形 く計測値＞長6 7、幅6.3、厚5.3、重320 gく石材＞緑泥片岩

73 丸 石 Gr-41 完形 く計測値＞長6.6、幅6.1、厚3.4、重190 gく石材＞安山岩

74 石 鏃 Je-15 先端欠損 く計測値＞長 (2.0) 、幅1. 3、厚0.2、重0.56 gく石材＞黒曜石く特徴＞無茎石鏃。
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第 4 章

第 1 節

自然科学分析

早道場遺跡出土炭化材の樹種同定

藤根 久（パレオ・ラボ）

1. はじめに

早道場遺跡は、甘楽郡甘楽町地内の扇状地上に位置する遺跡である。遺跡では、縄文時代、古墳～平安時代、

近世の遺構・遺物が検出されている。 このうち、住居跡は、いずれも古墳～平安時代のものであり、中には住

居建築材の一部と思われる炭化材が出土している。

ここでは、 これら住居跡から出土する炭化材の樹種について検討する。なお、検討した炭化材は、古墳時代

の 3 住居跡（13号、 24号、 39号各住居跡）から出土した炭化材が合計 9 点、奈良時代の 2 住居跡 (8 号、

各住居跡）から出土した炭化材が合計 7 点である。

9 号

2. 方法と記載

炭化材は、比較的保存の良い硬質部分を選び、適宜手割りで横断面を作成し、実体顕微鏡下で観察する。 こ

の段階で同定できる試料と同定できないものに分類する。同定される典型試料と同定できない試料すべてにつ

いて、片刃カミソリなどを用いて試料の横断面（木口と同義）、接線断面（板目と同義）、放射断面（柾目と同

義）の 3 断面を作る。各断面試料は、直径1cmの真鍮製試料台に固定、金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡（日

本電子 製JSM T-100型） で観察する。

表 1 にその結果を示す。樹種の同定は、現生標本との比較により行う。以下に、標本の記載と同定の根拠に

ついて述べる。

表1.出土炭化材の樹種

1

2

3

4

5

6

7

8

 

遺構取上げ 樹 種

8 号住居 l アカガシ亜属

II 2 II 

II 3 II 

II 4 II 

II 5 モミ属

1/ 6 モミ属、ヌルデ

9 号住居 l（ハシゴ？）ヤマグワ

13号住居 1 アカガシ亜属

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
 

遺構

13号住居

24号住居

II 

II 

39号住居

II 

II 

II 

取上げ

5 

ド

4

マ
1
2
3
5

ヵ

樹種

散孔材

アカガシ亜属

II 

II 

クヌギ節

II 

II 

モ 属

モミ属 Abies マツ科 図版 1 a~1 C. 

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかである。 また、早

材部仮道管は大きく薄壁で、晩材部仮道管は厚壁で偏平でかつ狭い（横断面）。放射組織は、柔細胞からなり単

列で 2~22細胞高である（接線断面）。その分野壁孔はトウヒ型で 1 分野に 1~2 個存在する。 また、放射組織

の壁は厚く、 じゅず状末端壁を有する （放射断面）。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定される。モミ属の樹木には、亜高山帯に分布するシラビソ (A. 

veichii)やオオシラビソ
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れも樹高30m、幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

アカガシ亜属Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版 2 a~3 C. 

大型の管孔が放射方向に配列する放射孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射

組織は、単列同性のものと集合放射組織のものとがある（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカガシ亜属の材と同定される。アカガシ亜属の樹木には関東に分布す

るアカガシ(Q. acuta) やアラカシ(Q. glauca) やシラカシ(Q. myrsinaefolia) をはじめ 8 種類ほどある。

アカガシ亜属の樹木は、樹高20m、幹径 lmに達する常緑広葉樹である。

クヌギ節Quercus sect. Aegilops ブナ科図版 3 a~3 C. 

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2 列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が放射方向

に配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、単列同性のものと

集合放射組織のものとがある（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のクヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普通に見ら

れるクヌギ(Q. acutissima) と、東海・北陸以西に主として分布するアベマキ(Q. variabil is) がある。いず

れの樹木も樹高15m、幹径60cmに達する落葉広葉樹である。

ヤマグワ Morus bombycis Koidz. クワ科図版 4 a~4 C. 

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから径を減じた小管孔が早材部で接線方向に数個複合して散在

する環孔材で、また木部柔組織は周囲状である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、小道管の内壁にはらせん肥

厚が見られる（放射断面）。放射組織は、異性 l~5 細胞幅、 2~56細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、クワ科クワ属のヤマグワの材と同定される。ヤマグワは、渦帯から亜熱帯にかけ広く分布

する樹高12m、幹径60cmの落葉広葉樹である。

ヌルデ Rhus javanica Linn. ウルシ科 図版 5 a~5 C. 

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2 程度並び、晩材部では小型の管孔が単独または 2~4 個程度放射方向あ

るいは塊状に散在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、内壁にはらせん肥厚が見られる（放射

断面）。放射組織は、異性 1~3 細胞幅、 3~28細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ウルシ科ウルシ属のヌルデの材と同定される。ヌルデは、温帯から亜熱帯にかけて分布す

る樹高 7mに達する落葉広葉樹である。

散孔材図版 6 a~6 C. 

小型の管孔がほぼ単独あるいはやや複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーであるが、

道管の内壁にはらせん肥厚は見られない（放射断面）。放射組織は、異性 l~6 細胞幅、 2~30細胞高である（接

線断面）。

試料はやや保存が悪く、樹種の同定は困難である。

3. 考察

住居から出土する炭化材の樹種は、アカガシ亜属、クヌギ節、モミ属、ヌルデ、ヤマグワからなる。古墳～奈

良時代における遺跡周辺の樹木植生は、コナラ亜属（コナラ節およびクヌギ節からなる）が優勢で、次いでス

ギ属、クマシデ属ーアサダ属、アカガシ亜属、エノキ属ームクノキ属などの樹木が見られる（例えば徳永、 1982) 。

このことは、周辺に多く生育するコナラ亜属（ここではクヌギ節）の樹木以外に、アカガシ亜属の樹木も選択

的に利用していることを示している。これまで県下の古墳住居跡の炭化材を見ると、建築材としてクヌギ節の
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樹木を利用する場合が多いようであるが、早道場遺跡の場合にはアカガシ亜属の樹木の利用が高い。 これは、

遺跡周辺にアカガシ亜属の樹木が多いことを意味するかもしれない。 アカガシ亜属の木材は、材質に粘りがあ

り鍬類などに良く利用される樹種であるが、 24号住居では建築材として利用しているようである。

いては、花粉分析あるいは自然木の同定などによる今後の検討が必要である。

この点につ

引用文献

徳永重元 (1982) :日高遺跡の花粉分析．日高遺跡ー関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 5 集ー，群馬県教育委員会・（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団， P. 349-356. 
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第 5章まとめ

1.竪穴住居跡の形状について

36軒の竪穴住居跡を調査し、調査地西端にかかる

14·16号住居と住居内に石組を持つ19号住居を除き、

33軒の竪穴住居を完掘した。これらの竪穴住居の平

面形は方形及び長方形を基本形とし、僅かに台形が

認められた。長方形の住居については、長辺、短辺

の割合が 1 割以上のものをさし、竃付設位置により

主軸方向と長辺方向が直交する横長長方形と主軸方

向と長辺方向が同一方向となる縦長長方形の 2 種類

に分けた。

以下は、住居形状の特徴について、規模 (5 m以

上大型、 4m中型、 3m以下小型住居）や時期。竃・

柱穴などを含め検討を加える。

縦長長方形 12号・ 30号住居の 2 軒のみであった。

12号住居は、 7 世紀代の大型住居に属する。 30号住

居は 8 世紀代の中型住居である。この縦長長方形の

住居は、東接する田篠上平遺跡においても各期に 1

軒のみと少なく、竪穴住居を中心とした集落内にお

いて、特異な形状と思われる。

横長長方形 18軒を数え最も多く検出された。時

期的には 5 号・ 11号・ 39号住居が 7 世紀代の大型住

居である。大半は 8 世紀代の中型住居であり、長辺：

短辺は 5 : 4 、 4 : 3 の比率が多く見られるが、 4.

40号住居等のように長辺が 5m代で、短辺が 3m代

を示すものもある。最小値は21号住居の長辺3.0m 、

短辺2.7mであった。

方形横長長方形に次いで多く 11軒を数えた。規

模は、 36号住居の長辺3.5m、短辺3.2m を最小とし、

最大は20号住居の長辺6.9m、短辺6.7m を測る。こ

の中で 4m代 2 軒、 5m代 3 軒、 6m代 4 軒となり、

時期的には32 • 36号住居の 2 軒を除き 6~7 世紀代

に集中する。

台形 2 号・ 35号住居の 2 軒のみであり、竃の付

設された壁側が広くなる。

当遺跡では、 6 世紀代より竪穴住居が出現し、 8

~9 世紀へと継続されて営まれる。住居形状も従来

1 竪穴住居跡の形状について

より言われている古墳時代後期の方形大型住居から

横長長方形の中型住居への変化が見られる。

竃については、 5 号・ 15号・ 18号・ 24号住居の 4

軒が東竃、他の住居は北竃である。東竃のうち 18号

住居を除き、大型方形住居であり、壁のほぼ中央部

に付設され、燃焼部は住居内に位置し、僅かに壁を

掘り込み煙道部が伸びる構造を持つ。また北竃の 6

号・ 8 号• 9 号住居においても同様の構造を持ち、

7 世紀代と近接する。 8 世紀代には、横長長方形の

北壁に竃が位置するようになり、中央から東寄りに

付設され、壁面を掘り込み燃焼部が構築されるよう

になる。また、竃構築の際に礫が使用されている竃

は13軒あり、その中で特に天井石が残っている住居

を 7 軒を確認した。礫種は、扇状地礫である片岩系

の礫が主であり、一部砂岩が用いられており地域色

が伺われる。時期的には 6~7 世紀代の大型住居に

用いられる傾向が見られる。煙道部については、土

器（土師器甕）が埋置されている住居が 4 号・ 30号・

36号住居の 3 軒、石組は34号住居 1 軒で検出された。

時期は、 8 世紀代に属する。また、 14号・ 16号・ 39

号 •40号住居は竃の遺存状態は良好で、煙道部への

立ち上がりや煙道が水平方向に伸びる構造、竃全長

が2.0~2.lm を測るなど類似点が見られる。時期的

には 7 世紀代である。このように竃についても、 6

世紀代の住居は壁面の中央に礫を用いた竃が構築さ

れ、時期や住居形状の変化と共に燃焼部は壁面を削

り込み構築されるようになったといえる。

住居の柱穴については、 5m代から住居対角線上

に配置され、 20号住居のような拡張住居では、建て

替え、住居中央を中心に対角線の交点を中心に外側

に拡張されたり、 5 号住居では、 1 ケ所中心となる

柱穴を決め拡張している。

2. 竪穴住居出土土器について

竪穴住居跡出土土器の年代については、近年各地

で調査報告された遺跡等の研究成果があり、これら

の成果を参考に本遺跡で確認された竪穴住居内出土

土器について、土師器坪を中心に、共伴する土師器
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甕や須恵器を参考にしながら検討を行い、竪穴住居

の時期及び集落について概観したい。

土師器坪については、大きく A•B·C の 3 種類

に大別できる。

坪A……口縁部に強い横撫でが施され、体部と

の境に強弱の違いはあるが稜を有す

る。（いわゆる模倣坪）

坪B ……口縁部が短く横撫でが施され、体部か

ら底部にかけて湾曲し、手持ちへら削

りが施される。

坪C ……口縁部横撫で、体部に横位ヘラ削りが

施され、やや直線的に立ち上がる。底

部はヘラ削りがなされ平底を呈する。

坪A を出土する住居を第194図にまとめたが、坪

Aの中でも差が認められる。24号住居出土の坪A は、

全体に大ぶりであり、器壁も厚く、口縁部は外反し、

2 度の横撫でが観察できた。これに比べ 5 号・ 13号・

15号住居の坪は器壁が薄く均等であり、口唇部のつ

くりや稜などがシャープである。また15号住居から

は頂部に X 印のへら記号が刻まれた須恵器蓋(TK

-10) が出土し、 12号住居に壊された11号住居でも作

りのやや雑な類似する須恵器蓋が出土し、時期的に

近接すると思われる。 6 号• 9 号・ 16号・ 20号住居

の坪A は、口縁部がやや短く、稜も弱い丸底状を呈

する。 8 号住居では、口縁部が短く内傾し、底部回

転ヘラ削りの見られる須恵器坪(TK-43) が出土し

ており、この住居からは他に、外面に磨き、内面に

指撫での皿状の坪と体部に歪みが見られ器壁の厚い

手捏ね風の坪が出土している。坪Aの中で時期的に

は、 15号住居出土須恵器蓋を 6 世紀中頃、 6 号住居

の須恵器坪を 7 世紀前半に位置付けられる。

坪B•C を出土する住居を第196図にまとめた。

坪B を出土する住居は少なく、 3 号・ 4 号住居の

2 軒で出土している。 35号・ 36号・ 37号・ 40号住居

等で出土している坪B はやや浅い平底気味の坪であ

り、坪 C と共伴する。坪 C は、同器形中に内面に

暗文の有、無が確認でき、暗文を施されるものが多

く見られる。共伴遺物としては、土師器甕・浅い皿

2 竪穴住居出土土器について

状の坪や鉢状の坪、若干ではあるが須恵器坪・蓋等

がある。土師器甕は、口縁部は短く外反と言うより

外傾気味に開き、ずん胴気味の胴部から広めの底部

に移行する。胴部の整形は斜縦位のヘラ削りから下

半部は細かな斜位のヘラ削りが見られ、やや長胴形

を呈する。また須恵器坪は 7 号・ 19号・ 30号住居の

3 軒で出土し、 7 号住居の坪は削り出し高台、 19号

住居の坪は底部回転ヘラ削り調整、 30号住居の坪は

回転糸きり未調整である。須恵器蓋は、 34号・ 37号

住居の 2 軒で出土しており、どちらも器高は浅く、

カエリを持つ。坪B•C については、東接する田篠

上平遺跡に見られる土器分類によると坪B を 1 期、

坪C を II期～III期に分類できる。

3. まとめ

本遺跡地は、雄川と下川に挟まれた扇状地西縁部

に立地する。今回上信越自動車道建設に伴う調査に

より、この扇状地扇央部に大規模なトレンチが入れ

られたと言える。この様子を該略すれば（第197図）

縄文時代中期には田篠中原遺跡を中心に活動の痕跡

が確認されたが、その後古墳時代後期まで断絶し、

6 世紀に入り本遺跡の立地する西の下川寄りに竪穴

住居を中心とした集落が出現した。 7 世紀代には本

遺跡南に展開する善慶寺古墳群が形成され、東縁部

の田篠上平遺跡周辺部でも田篠古墳群が展開してい

た。 7~8 世紀代には本遺跡及び田篠上平遺跡では

集落が拡大するが、 9 世紀以降本遺跡地の集落は消

滅または移動したと考えられる。田篠上平遺跡では

10世紀代以降縮小して行ったと考えられている。

今後、周辺部の調査等により本扇状地における遺

跡の広がりや種類等が明らかとなり、扇状地上の人

間の活動がどのように展開されたかより鮮明となる

ことを期待したい。

く参考文献〉

「田篠上平遺跡」

「田篠中原遺跡」

「矢田遺跡V 」

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1988 

I
I
I
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1990 

1994 
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第197図 上信越道関連小幡扇状地横断遺跡図（古墳時代以降）
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名 市町村 遺跡番号

ぜんけいじ
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198810-
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

善慶寺 住居跡 古墳時代後期 竪穴住居跡18軒 土師器、須恵器、

早道場遺跡 奈良•平安時代 竪穴住居跡17軒 土師器、須恵器、鉄器

掘立柱 奈良•平安時代 掘立柱建物跡5棟 土師器坪、甕破片類。

建 物

土 坑 縄文時代中期 土坑 3 基 縄文土器深鉢、石器 包含層内

時期不明 土坑24基 内耳鍋、土師器 火葬墓 3 基含む。

古 墳 古墳時代 古墳 1 基 土師器坪、甕 周堀のみ、墳丘部不明瞭。

溝 跡 中・近世 溝跡 7 条 擢り鉢、古銭、軟質陶器

墓 坑 中・近世 墓坑 1 基 土師質小皿、古銭

埋設土器 縄文時代中期 埋設土器 1 個体 縄文時代中期小型深鉢型土器 包含層内

包含層 縄文時代中期 縄文時代中期、土器、石器類 田篠中原遺跡に接する
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3. 14号住居跡遺物出土状況 4. 15号住居跡全景

5. 15号住居跡遺物出土状況 6. 16号住居跡全景

7. 16号住居跡鼈 8. 16号住居跡遺物出土状況
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1. 17号住居跡全景 2. 17号住居跡鼈

3. 18号住居跡全景 4. 18号住居跡鼈

5. 19号住居跡全景



PL 13 

1. 19号住居跡遺物出土状況 2. 19号住居跡掘り方

3. 19号住居跡鼈 4. 19号住居跡石垣

5. 20号住居跡全景 6. 20号住居跡遺物出土状況

7. 20号住居跡鼈 8. 20号住居跡遺物出土状況
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1. 21号住居跡全景 2. 21号住居跡鼈土層

3. 22号住居跡住居跡全景 4. 23号住居跡全景

5. 24号住居跡全景 6. 24号住居跡鼈

7. 24号住居跡鼈前遺物出土状況 8. 24号住居跡鼈復元
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1. 25号住居跡全景 2. 25号住居跡遺物出土状況

3. 25号住居跡鼈 4. 25号住居跡掘り方

5. 30号住居跡全景 6. 30号住居跡第 1 竃

7. 30号住居跡第 2 鼈 8. 30号住居跡遺物出土状況
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1. 31号住居跡全景 2. 31号住居跡遺物出土状況

3. 31号住居跡鼈 4. 31号住居跡鼈土層

5. 32号住居跡全景 6. 32号住居跡遺物出土状況
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7. 32号住居跡鼈遺物出土状況 8. 32号住居跡鼈袖断割土層
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1. 33号住居跡全景 2. 33号住居跡遺物出土状況

3. 33号住居跡鼈 4. 33号住居跡遺物出土状況

5. 34号住居跡全景
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1. 34号住居跡土層 2. 34号住居跡遺物出土状況

3. 34号住居跡鼈 4. 34号住居跡鼈土層

5. 34号住居跡鼈煙道土層 6. 34号住居跡遺物出土状況

7. 34号住居跡貯蔵穴土層 8. 34号住居跡貯蔵穴
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1. 35号住居跡全景 2. 35号住居跡竃

3. 35号住居跡鼈遺物出土状況 4. 35号住居跡貯蔵穴遺物出土状況
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1. 37号住居跡全景 2. 37号住居跡遺物出土状況

3. 37号住居跡鼈 4. 37号住居跡鼈周辺遺物出土状況

5. 38号住居跡全景 6. 38号住居跡遺物出土状況
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1. 39号住居跡全景 2. 39号住居跡遺物出土状況
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3. 39号住居跡炭化材出土状況 4. 39号住居跡炭化材

, 5. 39号住居跡炭化材 6. 39号住居跡鼈

7. 39号住居跡鼈土層
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1. 40号住居跡全景
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3. 40号住居跡掘り方
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5. 40号住居跡遺物出土状況

2. 40号住居跡遺物出土状況

4. 40号住居跡遺物出土状況

6. 40号住居跡遺物出土状況

7. 40号住居跡鼈 8. 40号住居跡鼈袖断割土層
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1. 1 号掘立柱建物跡全景

2. 2 号掘立柱建物跡全景

3. 3 号掘立柱建物跡全景
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1. 2 、 3 号掘立柱建物跡全景
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1. 1 号竪穴状遺構 (I· J区） 2. 1 号竪穴状遺構 (I· J区）

3. 1 号墓坑全景 (I• J区） 4. 1 号土坑全景 (I• J区） 5. 2 号土坑全景 (I• J区）

6. 3 号土坑全景 (I• J区） 7. 4 号土坑全景 (1 ·J区） 8. 5 号土坑全景 (I· J区）

9. 12号土坑全景 (I• J区） 10. 13号土坑全景 (1 • J区） 11. 14号土坑全景 (I• J区）
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1. 18号土坑全景 (1 ·J区） 2. 19号土坑全景 (I. J区） 3. 20号土坑全景 (I· J区）

4. 21号土坑全景 (I •J区）

5. 1 号土坑全景 (G·H 区）

6. 1 号土坑遺物出土状況 (G • H 区） 7. 1 号土坑周辺遺物出土状況 (G ·H 区）
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1. 2 号土坑土層 (G·H 区） 2. 3 号土坑全景 (G •H 区） 3. 4 号土坑全景 (G•H 区）

4. 6 号土坑全景 (G·H 区） 5. 9 号土坑全景 (G•H 区） 6. 10号土坑全景 (G • H 区）

7. 11号土坑全景 (G • H 区） 8. 11号土坑土層 (G·H 区） 9. 12号土坑全景 (G • H 区）
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10. 13号土坑全景 (G • H 区） 11. 14号土坑全景 (G·H 区） 12. 15号土坑全景 (G•H 区）
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1. 1 号溝全景 2. 1 号溝土層

3. 1 号溝土層 4. 1 号溝遺物出土状況

6. 3 号溝土層

5. 3 号溝全景 7. 3 号溝土層
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1. 4 号溝全景 4 号溝土層

3. 5 号溝全景 4. 6 号溝全景

5. 7 号溝全景
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1. 1 号古墳全景

2. 1 号古墳葺石（？）確認状況 3. 1 号古墳土層
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4. 1 号古墳遺物出土状況 5. 1 号古墳遺物出土状況
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1. グリッド遺物出土状況 (Go-31) 埋甕 2. グリッド遺物出土状況 (Gq -41)

3. グリッド遺物出土状況 (Go-33) 4. グリッド遺物出土状況 (Gs-27)

5. グリッド遺物出土状況 (Gs-41) 6. グリッド遺物出土状況 (Gq -41)

7. グリッド遺物出土状況（la-12) 8. グリッド遺物出土状況（la-12)
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早道場遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真

la. モミ属（横断面） 8 号住No.6 bar:O. 5mm lb. 同（接線断面） bar:0.5mm le. 同（放射断面） bar:0.lmm 

2a. アカガシ亜属（横断面） 24号住カマド bar: 1 mm 2b. 同（接線断面） bar:0.5mm 2c. 同（放射断面） bar:O.lmm 

3a. クヌギ節（横断面） 39号住No. 2 bar: 1 mm 3b. 同（接線断面） bar:O.lmm 3c. 同（放射断面） bar:0.lmm 
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早道場遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真

4a. ヤマグワ（横断面） 9 号住 bar: 1 mm 

5a. ヌルデ（横断面） 8 号住No. 6 bar:O. 5mm 

6a. 散孔材（横断面） 13号住No. 5 barO. 5mm 
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4b. 同（接線断面） bar:O.lmm 
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4c. 同（放射断面） bar:0.5mm

5c. 同（放射断面） bar:0.5mm

6c. 同（放射断面） bar:0.5mm
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